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　私は今、凄すごく幸せだ。

　王立図書館に行き、大好きな本を読み、司書長で大好きな婚こん約やく者しゃのシジャル・ミルグリット様に会う毎日。

　シジャル様の穏おだやかな喋しゃべり方と腕うでっ節ぷしの強さのギャップにいつもキュンキュンする。

　司書長だということもあり、本にも詳くわしくて、一いっ緒しょにいると安心した時間を過ごせるのだ。

　前に、寝ね言ごととは言え〝俺のアルティナ〟と言ってもらえたこともある。

　要するに、私はシジャル様に愛されているのだ。

　父が婚約者候補を二人連れてきたが、はっきり言ってシジャル様の素す晴ばらしさを引き立たせただけだった。

　一人は脳筋でもう一人は片眼鏡モノクルをしている人……今や顔すら思い出せないが、脳筋さんと剣けんで戦うシジャル様もモノクルさんと魔ま法ほうで戦うシジャル様もどっちも格好よかったことだけは一生忘れないと思う。

　そんな格好いいシジャル様と、もうすぐ結けっ婚こんできるのである。

　結婚式の式場やウエディングドレスの手配、各貴族への招待状の配布など、沢たく山さんの準備も一段落した。

　あとは新居をどうするかである。

　シジャル様の今までのお家うちは城の独身寮りょうらしく、狭せまい上にベッド以外の場所が本だらけ。

　結婚したら、別の家に住まなくてはならない。

　シジャル様は理想の家を一から建てるつもりでいたようだが、貴族の家は数カ月で建たないと周りからお叱しかりを受けたと教えてくれた。

　家ができていないから『結婚式の後から仮住まい』ぐらいならいいが、父がしゃしゃり出てきたら『結婚式の後から別居』とかになってもおかしくない。

　そんな心配をしなくてすむように、シジャル様の職場であるお城の近くで、沢山の本を収納できる理想の家を探すことにしたのだ。

　本当に申し訳ないことだが私も持っていきたい本が沢山あるので、できれば広めの家に住みたいと思っている。

「我わが儘ままでしょうか？」

「いいえ。素晴らしい考えだと思います」

　私の我が儘にも、笑え顔がおで了りょう承しょうしてくれるシジャル様には本当に頭が上がらない。

「では、すぐに買える家を調べることにしましょう」

　シジャル様は楽しそうに〝本の収納スペースが充分とれる家〟などの要望を箇か条じょう書がきしている。

「アルティナ様、他に要望はありますか？」

「……リベリー姉様の旦だん那な様であるベスタンス様から、ベッドは大きい方がいいと聞きました」

　姉の旦那様のベスタンス様はシジャル様の親友で仲良しのはずだが、彼の名前を出した途と端たんにシジャル様の顔が曇くもる。

「ベスタンスがわざわざアドバイスを？」

「はい」

「理由は聞きましたか？」

　私は少し考えてから顔が熱くなるのを感じた。

「何ですか？　その可愛かわいい反応は？」

「す、少し耳を貸していただいてもよろしいですか？」

　私が恥はずかしさを抑おさえて頼たのめば、シジャル様は耳を近づけてくれる。

　私はそんなシジャル様の耳を両手で覆おおうと小声で言った。

「け、結婚したら、二人で一緒に使うだろうから大きい方がいいと聞きました」

　ちゃんと伝えられた。

　満足感を得ながらシジャル様から離はなれてみれば、明らかに耳まで真っ赤なシジャル様と目が合う。

　シジャル様は口をパクパク動かしたが、言葉が出ないようだ。

　そして、豪ごう快かいに頭を搔かき毟むしると、小さな声で呟つぶやいた。

「こ、考こう慮りょします」

　それは、一緒に眠ってくれるということだろうか。

　口元が緩ゆるんでしまう。

「あの、職場でイチャイチャしないでくれませんかね」

　そう、ここはシジャル様の職場の王立図書館で、私達はカウンター越ごしに話をしていたのだ。

　そんな私達を近くで見ていた司書のエンジェリーナさんに注意をされてしまった。

「ご、ごめんなさい」

　咄とっ嗟さに謝れば、エンジェリーナさんは慌あわてて言った。

「宝ほう石せき姫ひめ様はいいんです！　私が言ってるのはシジャル様にですから」

「エンジェリーナ君は最近彼かれ氏しと喧けん嘩かしてイライラしてるだけなので、アルティナ様は気にしなくて大だい丈じょう夫ぶですよ」

　シジャル様の言葉に、エンジェリーナさんの目に殺意が浮うかんだ気がした。

「宝石姫様、今ならまだ間に合います。こんなデリカシーのない男との結婚は、考え直すべきですよ！」

「エンジェリーナ君、謝るからアルティナ様に変なこと言わないでくれるかな？」

「もっといい男が絶対います！」

「アルティナ様、耳をふさいで下さい！」

　私はそんな二人のやり取りを見て、クスクス笑ってしまった。

「エンジェリーナさん、私にはシジャル様以上の男性なんて存在しませんから」

　私の言葉に、何故なぜかシジャル様もエンジェリーナさんも顔を赤らめた。

「もう！　宝石姫様可愛すぎ！」

　エンジェリーナさんはそう言って私の手を摑つかんだ。

「やっぱりシジャル様にはもったいなさすぎます！」

「そんなことないです！　シジャル様は優やさしさと強さと可愛らしさを全て詰つめ込んだような素す敵てきな人です」

　エンジェリーナさんは納なっ得とくいかないと言いたげな顔をしていた。

「シジャル様が大好きなんです」

「く〜、惚気のろけられた！　私も次はそんな風に言える彼氏を見つけてやる〜」

　どうやら、エンジェリーナさんは喧嘩した彼氏さんとはお別れしてしまったようだ。

　私達はそんなことにならないようにしなくちゃ！

　意気込んでシジャル様に視線を移すと、シジャル様はカウンターに突つっ伏ぷしていた。

「シジャル様？」

　私が声をかけると、エンジェリーナさんがニヤリと笑った。

「宝石姫様からの愛に押し潰つぶされちゃったんですか？」

　え？　私の愛って、物理的に重いの？

　心配でオロオロする私をよそに、シジャル様が恨うらめしげにエンジェリーナさんを見た。

「変な言い方しないで下さい。ただ、幸せを嚙かみ締しめていただけですから」

　シジャル様の言葉に私は安心して一息ついた。

「シジャル様、私もシジャル様との結婚式が一日一日近づいてくるこの日々が幸せでいっぱいです」

　この気持ちを伝えるには、口に出すのが一番効率がいいと思ってそう言ったのだが、シジャル様は両手で顔を覆ってしまった。

　私の気持ちはシジャル様に、伝わったのだろうか？

「これ以上は許して下さい。自分の方が幸せすぎて、天に召めされるかと思いました」

　シジャル様がそう呟く。

「天に召されては困ります。近づいているとはいえ、まだ結婚は疎おろか、新居も決まってないのですから！　それに結婚した後は更さらに幸せになる予定ですので、天に召されてはいけません！　解わかりましたか！」

　シジャル様は指先まで真っ赤に染めて頷うなずいてくれた。

　そう、私は現在進行形で幸せなのである。
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　シジャル様の休日、私達は不動産屋に来ていた。

「ご結けっ婚こんおめでとうございます。新居のご相談だとお伺うかがいいたしましたが、どういった家をお探しですか？」

　シジャル様が新居の要望を話している間に私は出された紅茶をゆっくりと口に運ぶ。

「条件に合う物件は限られてしまいますね。数件はありますが……せめて地下室有りでは駄だ目めでしょうか？」

「申し訳ありません。自分も彼女も本が好きですでにかなりの量がある上にまだ増える予定で、地下室があると床ゆかが抜けるかも知れないと不安になってしまうんです」

　私達が住むこの国では、石造りの家がメインで、地下室は通気性が悪く湿しっ気けが多いので、本を置くには適さない。

　それに、本も本ほん棚だなも重みがあるから、地下室があるのは不安でしかないのだ。

「そこまでおっしゃるなら……ですが、その条件ですと古い家ばかりになってしまいますよ？　最近は地下室のない建物なんてないですから」

　納なっ得とくいかない顔をしながらも不動産屋さんは三さん軒けんの家を見み繕つくろってくれた。

「三軒ともあまりお勧すすめできない物件なんです。内見してからでもいいので地下室有りの物件もよかったらご検討下さい」

　不動産屋さんは地下室のある家を勧めてくれるが、私とシジャル様の本を全て持ってくるとやっぱり床が抜ぬけると思う。
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　最初に案内された家は、パッと見でも解わかるボロボロな廃はい墟きょだった。

　足を踏ふみ入いれるとギシギシと音が響ひびき、地下室がなくとも今にも床が抜けそうだ。

「こ、これは無理ですね」

　シジャル様も困り顔である。

　二軒目は城から遠く、はっきり言って小さい。

　本を収納する家をもう一軒建てる必要がありそうである。

　もしかしたら希望する家なんて存在しないのかも知れないと諦あきらめかけた三軒目。

　城にほど近い森の入り口に立つお屋や敷しきで、人が住んでいないのが不思議なぐらい綺き麗れいだった。

　聞けば購こう入にゅう金額も高くない。

「人が住まなくなって間もない感じに見えるくらい綺麗ですが、誰だれか管理している人でもいるのでしょうか？」

　シジャル様も不思議そうに首を傾かしげている。

「資料には人が住まなくなって三十年ほど経たっていると書かれています。それと誰か管理してるとは書かれてませんが……出るらしいです」

　不動産屋さんは顔色を悪くしてそう言った。

「出る？　何がですか？」

　シジャル様が聞けば、不動産屋さんは私達に資料を突つきつけた。

「お化けに決まっているじゃないですか！」

　見せられた資料には〝光の玉が飛び交う〟や〝誰もいないのに話し声がする〟などの怪かい奇き現象の数々が書かれていた。

「中を見てみましょうか？」

　シジャル様はそんな資料もお構いなしに屋敷の中に入っていった。

　私はその後を追いかける。

　中に入ればホコリ避よけの布で覆おおわれた家具があるのが解った。

「家具付きですね」

　シジャル様は興味深そうに一部屋一部屋見て回る。

「シジャル様、お気に召めしたのですか？」

「そうですね……何だか精霊ウィーザの住んでいる洞どう窟くつのような神聖な雰ふん囲い気きがあると思いませんか？」

　シジャル様は近くにある布を一気に引っ張った。

　するとキラキラとした光の玉が飛び上がった。

「ギャー!!」

　不動産屋さんは悲鳴をあげて家を飛び出していってしまった。

　私は驚おどろいたものの、悲鳴をあげるほどではなかったし、そのキラキラとした光は部屋を飛とび交かうと私に張りつくように止まった。

　よくよく見れば小さな羽の生えた十センチほどの大きさの下級精せい霊れい達だと解る。

　私には〝精霊の愛いとし子ご〟という力があるらしくて無条件で精霊に好かれてしまうから、シジャル様ではなく私に寄ってきたのだろう。

「やはり精霊ですね。ウィーザの洞窟にいる下級精霊と同じ光る玉です」

　シジャル様がマジマジと精霊達を見つめた。

　シジャル様には光る玉にしか見えていないが、私には羽の生えた小さな人に見えているのだ。

「精霊さん。シジャル様も私も貴方あなた達に危害を加える気はありませんよ」

　そう言いながら指先で精霊さんの頭を撫なでてみた。

　精霊さんは私の指に自分から頭を擦こすりつけてみせる。

「シジャル様、とっても可愛かわいらしいです」

「精霊と戯たわむれるアルティナ様の方が可愛いです」

　シジャル様は私から視線を外し何かモゴモゴと言っていたが、私には何を言っているのかは解らなかった。
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「精霊さんがいるから家の状態がいいのでしょうか？」

「そうですね。下級とはいえ、精霊には魔ま力りょくがありますから」

　シジャル様も精霊さんに触ふれようとして指を叩たたかれていた。

　叩かれた感覚はあるのか、シジャル様が指先を見つめる。

「精霊さん、私の大事な人をいじめないで下さい」

　私の言葉に精霊さんは口を尖とがらせて不満顔になったが、シジャル様の指にも頭を擦り付けてみせた。

「ここにいるのは貴方達だけなのかしら？」

　私が聞くと、部屋中からキラキラとした色とりどりの精霊さんが飛び出してきて部屋中が眩まぶしいくらいに輝かがやき、その精霊さん達は私のドレスにしがみついた。

　さながら、光輝くドレスを着ているみたいだ。

「美しい……」

　シジャル様がそんな私を見ながら呟つぶやいた。

　本当に美しいドレスに見え、このまま社交界なんかに出たらご婦人達にどこで仕立てたのかと詰つめ寄られてしまいそうである。

「アルティナ様、ここにしましょうか？　精霊が住む場所は悪いものが近づけない神聖な場所が多いですし、アルティナ様は〝愛し子〟なので精霊も喜ぶかと思います」

「シジャル様は気に入ったのですか？」

　私の言葉にシジャル様は優やさしく微笑ほほえんだ。

「危険な目に遭あっても、精霊達が絶対に貴女あなたを護まもってくれると思うので自分も安心できます」

「シジャル様は心しん配ぱい性しょうですね」

「アルティナ様は自分にとって、世界一大事な人ですから」

　突とつ然ぜんの甘い言葉に胸がキュンキュンする。

「私も、シジャル様が世界一大事な人です」

　負けてはいられない。

　シジャル様は自分に自信が持てない性格なので、すぐに私に相応ふさわしい相手が他にいるんじゃないかと勘かん違ちがいをしてしまう。

　だから私もシジャル様を大好きなことをちゃんと伝えなくてはいけない。

　誤解されないようにだ。

「シジャル様が大好きです」

　シジャル様は両手で顔を覆ってしまったが、耳が真っ赤だから伝わったに違ちがいない。

　私達のそんなやり取りを見ていた精霊さん達は私のドレスから離はなれてシジャル様の周りを飛び交い始めた。

　まるでからかっているように見えるのは気のせいだろう。

「精霊さん。私達、ここに住んでもいいかしら？」

　私が聞くと、精霊さん達はピョンピョンと跳はねるように飛んだ。

　私なら頷うなずくだけで解るのだが、シジャル様にも解るように飛び跳ねてくれたようだ。

「ただ、数人の使用人を雇やとうつもりでいたのですが……精霊達を受け入れてくれる人を探さなくてはいけませんね」

「シジャル様のように理解のある方でないと、怪奇現象ですものね」

　不動産屋さんの態度を思い出す。

　私だって、炊すい事じ洗せん濯たくお掃そう除じぐらいはできると思う。

　けれど、私の過保護な兄がそれを許すとも思えない。

　ちゃんとした使用人が雇えるまで結婚は延期だ！　とか言い出しかねない。

　それに、シジャル様も『見つかるまで結婚は待ちます』とか言うと思う。

　こうやって考えると、兄とシジャル様は仲良しすぎて胸のあたりがモヤモヤする。

「見つかるまでは私が家のことをしてもいいですよ」

　試ためしに言ってみるも、シジャル様は顔色を悪くして首を横に振ふる。

「駄目です。アルティナ様のその美しい手が荒あれたりしたら、自分は人目もはばからず治ち癒ゆ魔ま法ほうを使うことでしょう。そして神しん殿でんに追いかけ回される未来しか想像できません」

　言われてみれば、シジャル様は私のためなら躊躇ためらいなく治癒魔法を使うと思う。

　だが、治癒魔法を使えるということは無条件で神殿に連れて行かれ神官にされてしまうほど、特別な能力を有していることを意味する。

　だからシジャル様は使えることをずっと隠かくしてきたのだ。

　神殿にシジャル様を取られてしまうなんてごめんだ。

「では、やはり誰かを雇わなくてはいけませんね」

　私とシジャル様は同時に深いため息をついたのだった。
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　ひとまず不動産屋さんに精せい霊れいの住むお屋や敷しきを購こう入にゅうしたいと話をすると、あの時人ひと魂だまを見ただろう！　やめた方がいい！　と強く止められた。

「いわく付き物件ということはお安くなりますよね」

　不動産屋さんにそう言って丸め込んだシジャル様はかなりの値引きに成功して現金一いっ括かつ払ばらいでお屋敷を購入してしまった。

　全額シジャル様が払はらってしまったせいで慌あわてたのは兄だった。

「司書長、我が家にだってアルティナを嫁よめに出すための貯たくわえがあるんだぞ」

　シジャル様の胸むなぐらを摑つかみそうな勢いで怒ど鳴なる兄に、シジャル様はニコニコして応えた。

「そのお金はアルティナ様が幸せに暮らすためにプレゼントしていただくものであって、自分が勝手に使うことはできません。それに、自分も貯えはある方ですよ！　司書以外にもたまに騎き士し団長にアルバイトさせられたりするので！　家の一軒けんや二軒、気にする必要はありません」

　シジャル様の言葉を疑う兄と申し訳ない気持ちでいっぱいの私を見て、シジャル様は困ったように眉まゆを下げた。

「自分はアルティナ様と結けっ婚こんできるという最高の栄えい誉よをいただきました。ですから、アルティナ様に苦労をかけるなんてことはあってはならないと思っていますし、少しぐらい格好いいと思ってもらうためにも、コレぐらいはさせてほしいのです」

　シジャル様は常に格好いいのに、何を言っているのか？

　私が首を傾かしげる横で兄がシジャル様を指をさした。

「そんな見み栄えを張るために借金などされたらたまらんからな！」

　兄の言葉にポカンとしていたシジャル様だったが慌てて兄が向けている指を摑んだ。

「借金なんてとんでもない！　アルティナ様を幸せにすると決めているのに借金など作ってどうするんです！　ちゃんと自分で稼かせいだお金です。ご安心下さい」

　兄は疑わしげな顔をしているが、私はシジャル様を信じている。

「お兄様、シジャル様は借金などする人じゃないです。それに、あの家はお化け屋敷だと言われているのを格安で買ったのでお安いんですよ！」

　安心させるために言った言葉に兄が真っ青になった。

「お、お化け屋敷だと!?」

　兄の叫さけび声ごえに、私は失敗したと気づいた。

「お兄様、言われているだけで決してお化け屋敷ではありません」

「それが事実だったらどうするんだ！」

　心配を顔に貼はり付つけた兄に肩かたを摑まれシジャル様はグラグラと揺ゆさぶられた。

　首がもげそうだからやめてほしい。

「お兄様！」

「アルティナがそんな屋敷に住むなんて考えたくもない」

　兄の言葉にシジャル様がオロオロしだした。

「ユーエン様、けしてあの屋敷はお化け屋敷などというものではありません」

　深く頷うなずいてみせる私など目にも入らない感じの兄は口元をヒクヒク痙けい攣れんさせた。

「アルティナに危険がないと誓ちかえるのか！」

「それは勿もち論ろんです！　あの屋敷はアルティナ様のことを絶対に害したりしません。むしろ、アルティナ様を護まもってくれるはずです」

　シジャル様が強く拳こぶしを握にぎって力説したのを見て、兄は大きく息を吸い自身を落ち着かせるようにゆっくりと吐はいた。

「要するに、お化けの正体が解わかっているんだな？」

　ようやく落ち着きを取とり戻もどした兄にシジャル様は笑え顔がおを向けた。

　そんな二人のやり取りを何だか微笑ほほえましく思ってしまう。

「お兄様、お化けではなく精霊さん達です」

「精霊？」

「はい。十センチほどの小さな精霊さん達が管理しているお屋敷なんです！」

　兄が頭を抱かかえる。

「精霊はアルティナ様のことが大好きなので、無条件で護ってくれます。だからご安心下さい」

　兄は不満そうだったが納なっ得とくしてくれたようだった。

「そこで、お兄様にお願いがあります」

　私が笑顔を向けると兄は疲つかれた顔で先を促うながした。

「精霊に理解のある使用人を二、三人雇やといたいと思っているのですが」

「精霊に理解のある人間などいるのか？」

　兄のもっともな言葉に沈ちん黙もくが流れた。

　暫しばらく三人で見つめ合った後、最初に口を開いたのはシジャル様だった。

「やっぱり無理ですかね？」

「……容易たやすくはない。まず、身分は関係なく精霊に理解のある人間を優先して集めることにしよう。愛する妹のためにも絶対に探し出してみせる」

　兄はそう言うと、すぐさま使用人探しを始めてくれた。
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　兄が言った通りまず、身分は関係なく〝司書長邸ていの使用人〟の求人を出すことになった。

　下級貴族から庶しょ民みんまで幅はば広ひろい応おう募ぼがあり、その全ての人に〝精霊を信じますか？〟と質問の手紙を出した。

　返事を送ってくれた人の中から更さらに『信じる』と答えた人だけを面接に呼ぶことになった。

　ここまでくると、あんなに沢たく山さんの応募があったのに十人ほどしか残らない。

　精霊に理解のある人は、本当に少ないのだと実感する。

　面接は、兄と私がすることになった。

　屋敷のお金を出せなかったことを気にした兄が、せめて使用人の選せん抜ばつは任せてほしいとシジャル様に頼たのみ込んだためだ。




　面接は私の実家であるモニキス侯こう爵しゃく家けでおこなわれた。

　最初の人は準男だん爵しゃくの次男だという男性で、何を話していても私から視線をそらそうとしない人だった。

　イライラした兄に摘つまみ出されたのは仕方がないと思う。

　二人目は市し井せいの女性で、面接中なのに帽ぼう子しをかぶったままなのが気になった。

　兄に指し摘てきされると、あからさまに動どう揺ようしたのが解った。

「こ、これは、不快な気持ちにさせないためなのでお許し下さい」

　不ふ審しんな態度に兄はため息をついた。

「そんな怪あやしい者を妹の使用人に選ぶことはできない」

　兄の冷たい声に、彼女は観念したのかおずおずと帽子を外した。

　そして、その頭の上には怯おびえたからか、垂れた獣けも耳みみがあった。

　彼女はこの国では珍めずらしい、獣じゅう人じんと呼ばれる人種だったのだ。

「狐きつねか？」

　兄が彼女の耳をキラキラした目で見ている。

「は、はい。お見苦しいものをお見せして申し訳ございません。あの、馬屋番でも何でもします。視界に入るなと言われればそうしますので、雇っていただけないでしょうか？」

　何か事情のありそうな彼女の様子が気になる。

「お兄様、ちゃんとお話をしなくては」

　彼女の耳をしげしげと見ていた兄はハッとした。

「すまない。あまりに素す晴ばらしい耳で見み惚とれてしまった」

　兄がそんなことを口にしたせいで、彼女は真っ赤な顔で両耳を握るようにして隠かくしてしまった。

「お兄様が不ぶ躾しつけにごめんなさい。でも、とっても素す敵てきなお耳なので、隠す必要はありませんよ」

　私がそう言えば、彼女はポロポロと泣き出してしまった。

「何か気に障さわったのならごめんなさい」

　慌てて謝れば、彼女は今まで垂れていた耳をピーンと伸のばしてから首を横に振ふった。

「違ちがいます。嬉うれしくて」

　暫く泣くと、彼女は事情を話してくれた。

　彼女の名前はリリーナ・クランベルン。屋敷の近くに未婚の母親と弟と一いっ緒しょに暮らしているらしい。

　歳としは十八歳、獣人であることから、迫はく害がいされてきたのだと言う。獣人はこの国では珍しく、野や蛮ばんな人種だという噂うわさだけで恐れられている。

　それでもこの国を出ない理由は父親にあった。

　貴族の父親が母親を愛してやまないらしく、時間を作っては通ってくるのだ。

　迫害されてきた母親は父親に恥はじをかかせたくない一心で結婚を拒きょ否ひしてきたと教えてくれた。

「獣人ということもあって、なかなか仕事が見つからなくて……なので、何でもやります。私を雇って下さい！」

　リリーナさんが深々と頭を下げると、兄がすかさず彼女の頭を撫なでた。

「君には覚かく悟ごがある。ちょっとやそっとじゃ逃にげ出さないだろう。な、アルティナ」

「はい。リリーナさん、これからよろしくお願いします」

　リリーナさんはそれを聞いてまた泣き出した。

　兄はひたすら頭を撫で続けていたが慰なぐさめているのであって、獣耳を触さわりたかっただけではないと思いたい。リリーナさんの面接後に満足そうだったのはきっと気のせいである。

　その後も面接をするも、リリーナさん以上の適任者は現れなかった。




　とりあえずリリーナさんを雇うことが決まり、屋敷のお掃そう除じを手伝ってもらうことになった。

　お掃除初日、お屋敷の前で待っていると、彼女は弟を連れてやってきた。

「お掃除なら、人手が多い方がいいと思いまして。ご挨あい拶さつなさい」

　彼はリリーナさんの横に立ち私を観察している。

　歳は私よりも下だろうが、目つきが鋭するどく見える。そして彼にも立派な獣耳。耳だけでなく、二人にはふさふさの尻尾しっぽもあった。

「ロンド・クランベルンと言います」

「ロンド君ですね。今日はよろしくお願いします」

　私が頭を下げると二人は慌てた。

「お嬢じょう様さま、頭を上げて下さい」

　リリーナさんにそう言われ、私は首を傾げた。

「お願いするのですから、当然では？」

「当然ではありません。使用人に雇やとい主ぬしが頭を下げるなんて聞いたこともありません！　こちらが頭を下げることがあってもお嬢様は駄だ目めです！」

　お給料を払う立場であっても使用人に敬意を払うべきだと思うのだが、二人が申し訳なさそうにするので頭を下げるのはやめようと思った。

「とにかく、お屋敷の掃除は私と弟にお任せ下さい！」

　そう言ったリリーナさんの獣耳がピンッと立ち上がった。

　意い気き揚よう々ようとリリーナさんがお屋敷のドアを開けた瞬しゅん間かん、中にいた精霊さん達が飛び出してきた。

　リリーナさんとロンド君の耳と尻尾がブワッと膨ふくれたのはビックリしたからだと思う。

　精霊さん達は嬉しそうに私の周りを飛とび交かった。

「お嬢様、それは……」

　顔を引きつらせるリリーナさんを見て、そこで初めて気がついた。

　リリーナさんに精霊の存在についての話はしていたが、この屋敷の至る所にいるとは説明していなかったことに。

　ロンド君は飛び交う精霊さん達を叩たたき落おとそうとしたが、私が慌てて止めると、信じられないと言いたげな目を向けてきた。

「この子達は私のお友達なので、いじめないで下さい」

　私が叫ぶように言えば二人はキョトンとした顔になる。

　精霊さん達は怯えたように私の背中にしがみついてきた。

「お嬢様、それは何ですか？」

　リリーナさんは絞しぼり出すように聞いた。

「この子達は精霊です」

　私は精霊さんを一人だけ手の上に載のせて二人の前に差し出した。

「「精霊!?」」

　二人はしげしげと手の上の精霊さんを見つめた。

　精霊さんは緊きん張ちょうしたように固まっている。

「リリーナさん、このお屋敷にはこの子達が沢山いるんです。精霊を怖こわがる人には家うちでは働いてもらえないのですが、どうでしょうか？　大だい丈じょう夫ぶそうですか？」

　リリーナさんはゆっくりと指で精霊さんのほっぺをつついた。

　精霊さんは口を尖とがらせて嫌いやそうな顔をしている。

「お人形さんみたいです」

「何言ってんの姉さん？　光の玉じゃん」

「えっ？　ロンドはこの羽が生えてるお人形が見えないの？」

　どうやらリリーナさんにも精霊を見る力があるようだ。

「リリーナさんは私と一緒ですね」

「一緒？」

「私にも精霊さんはお人形に羽が生えてるように見えますから。ロンド君は私の旦だん那な様になるシジャル様と一緒です」

「「旦那様？」」

　シンクロする姉弟きょうだいに私は笑顔を向けた。

「はい。この家は私とシジャル様の新居ですから！　もうすぐ私は奥おく様さまになるんです」

　目をパチパチする姉弟。

　それを見て、リリーナさんを雇う時に精霊を怖がらないという条件以外は説明していなかったことに気づいた。

「色々説明不足でごめんなさい。ここで働くのが嫌になってしまいましたか？」

　私が首を傾げると、リリーナさんは慌てて首を横に振った。

「嫌なんて滅めっ相そうもない！　大丈夫です！　お嬢様は奥様になるんですね！　おめでとうございます」

　リリーナさんは深く頷いた。

　奥様と呼ばれると、結婚するのだと実感が湧わく。

「シジャル様と結婚したら、私もシジャル様を旦那様とお呼びしなくては……フフフ」

　思わずニヤニヤしてしまう口元を両手で押さえた。

「そうなんですね」

　リリーナさんは右手をグッと握り天てん井じょうに向け突つきつけて言った。

「精霊様もどんとこいです！　私は奥様についていきます！」

　そう言い切ったリリーナさんは凄すごく頼もしい。

　思わず拍はく手しゅしてしまった。

「ロンドは？　怖いなら帰っていいよ」

　リリーナさんがロンド君を気き遣づかうも、当のロンド君は嫌そうな顔をしていた。

「俺、そんな臆おく病びょう者ものじゃないし。ちゃんと手伝う」

　ロンド君も凄く優やさしい子である。

「ありがとうございます。こんなに理解のあるロンド君も雇わせてもらえたら嬉しいのですが、駄目ですよね」

　こんな子がいたらいいと思って言った言葉に、二人が目を見開いた。

　さすがにずうずうしかったかと反省する私の手をリリーナさんが強く握り締しめてきた。

「お、弟も雇っていただけるんですか？」

　あまりの迫はく力りょくにかなり驚おどろいた。

「だって、精霊さんに理解のある方は貴重ですから……」

　リリーナさんの後ろでロンド君が小さなガッツポーズをしている。

「ありがとうございます。奥様のお心こころ遣づかいに感謝いたします！」

　リリーナさんは目に涙なみだを浮うかべて言った。

「弟共々よろしくお願いいたします」

　こうして、信しん頼らいできる使用人が二人できた。

　気を取り直して掃除をしようと、改めて屋敷の中に入る。

　すると明るい光が射さすエントランスに、美しい人が立っていた。

「やあ、愛いとし子ご。お邪じゃ魔ましている」

「ウィーザ様!!」

　そこにいたのはシジャル様の友人である上級精霊のウィーザ様だった。

　ウィーザ様はニコニコしながら屋敷を見ている。

「愛し子よ、ここは空気が澄すんでいていい場所だな。私も一緒に住んでもいいだろうか？」

　少しはしゃぎながら近づいてくるウィーザ様に、私は苦笑いを浮かべた。

「シジャル様がいいとおっしゃるなら」

「あれが、素す直なおにいいと言うと思っているのか？」

　まず間ま違ちがいなく嫌がるだろう。

　言わなくても解っているのか、ウィーザ様はため息をつくとふよふよと飛んでいる精霊さんを指でつまんだ。

「数日の宿を借りるぐらいならシジャルも文句を言わないだろう」

　精霊さんがバタバタと暴れているなか、ウィーザ様はニヤリと口元を釣つり上あげた。

「さあ、下級どもよ！　窓を開けろ！」

　私の後ろにいたリリーナさんとロンド君が怯えたように私の腕うでを摑んだ。

　それと同時に屋敷中の窓が一いっ斉せいに開き、リリーナさんとロンド君の耳と尻尾がびくっと立ち上がった。

「屋敷中のホコリを外に出すのだ！」

　ウィーザ様の掛かけ声ごえと共に屋敷中に旋せん風ぷうがいくつも起こり、ホコリというホコリを外に運び出していく。

　まるで物語の悪役のように高笑いするウィーザ様を呆あきれた目で見ている私と、完かん璧ぺきに怯えて私の腕にしがみつく姉きょう弟だい。

　狂きょう乱らん怒ど濤とうとはこのことだろうか？　と思ったその時、何かが私達の横を通り過ぎた。

　見れば、高笑いしているウィーザ様の頭を力いっぱい殴なぐりつけるシジャル様がいた。

「痛いぞ」

　頭をさすりながら、たいして痛そうでもない感じでウィーザ様が口を尖らせる。

「アルティナ様が怯えるだろうが」

　シジャル様は猫ねこの首を摘つまんで運ぶように、ウィーザ様の襟えり首くびを摑んで持ち上げた。

「あ、あのシジャル様」

「アルティナ様、ちょっと待っていてください。これだけ捨ててきますから」

　これとは、ウィーザ様のことで間違いないだろう。

「シジャル様、ウィーザ様はお友達なのですから」

「甘やかすと家に住みつく悪い魔ま物ものだと思って大丈夫ですので」

「上級精霊様を魔物扱あつかいは……」

　私がそう言えば、ウィーザ様は私にニッコリ笑ってみせた。

「さすが愛し子だな。シジャルも見習ったらどうだ？」

「黙だまれ」

　二人のやりとりを呆れながら見ていてようやく思い出して、腕にしがみつくリリーナさんとロンド君に視線をうつした。

　真っ青な顔の二人に私は申し訳なくなりながら言った。

「さっきまで暴れていたのが上級精霊のウィーザ様で、そのウィーザ様をお止めしたのが私の旦那様になるシジャル様です」

　二人の耳が垂れ、尻尾も足の間に縮こまっていて、怯えているのは明白だった。

「お二人とも優しい方ですから安心して下さい」

　自分で言いながら説得力のなさを痛感していた。

「そのお二人が、ユーエン様が選んで下さった使用人ですか」

　シジャル様が優しい笑顔を二人に向けた。

　二人は真っ青な顔のまま私から離はなれるとプルプル震ふるえながらシジャル様に頭を下げた。

　後に、精霊を自在に操ったウィーザ様を簡単に捕つかまえてみせたシジャル様が魔ま王おうのように見えたのだとリリーナさんが教えてくれた。

「シジャル様、こちらがリリーナさんでこちらが彼女の弟さんのロンド君です」

　私が二人を紹しょう介かいすると、シジャル様はニコニコした。

「リリーナさんとロンドさんですね。精霊に寛かん容ような人は本当に助かります。あ、これがまた入ってくるようでしたらすぐに連れん絡らくして下さい」

　そう言ってウィーザ様をプラーンと掲かかげてみせた。

「掃除の手伝いをしてやっただけだろう」

「下級精霊達がであって、お前がしたんじゃないだろ」

　シジャル様はウィーザ様を家の外にポイ捨てした。

「さて、質問していいですか？」

　シジャル様がそう言うと、二人は泣きそうな顔で頷いた。

「君達は住み込み希望なのでしょうか？　それならどの部屋がいいでしょうか？」

　言われてみれば、その話は面接でしなかった。

　近くに住んでいると聞いたから通いだとばかり思っていたが、幸い部屋数は沢山あるのだから、住み込みで働いてもらえるなら助かる。

　そこに気づくシジャル様は本当に凄い。

　二人はピクリとも動かずにシジャル様を見つめた。

「住み込みは嫌でしょうか？」

　リリーナさんはゆっくりと言った。

「あの、こちらに住まわせていただいてもよろしいのですか？」

「住み込みなら、アルティナ様が寂さびしい思いをすることもないでしょうから」

　私のためを考えてくれるシジャル様に胸がキュンキュンする。

「私も弟も獣人ですが、いいのですか？」

　シジャル様は首を傾げた。

「何が悪いのですか？　獣人は身体能力も高く忠誠心も強いと書物で読んだことがあります。そんな素晴らしい人達が家に仕えてくれるなんて嬉しいですよ」

　二人はウルウルした目をシジャル様に向けた。

「で、どうしますか？」

　リリーナさんとロンド君は顔を見合わせた。

「あの、無理を承知でお願いがあります」

　リリーナさんは言いづらそうに口を開いた。

「は、母も、ここで雇っていただけないでしょうか？　母も……獣人なのですが」

　私とシジャル様は同時に頷いた。

「「いいですよ」」

　ハモってしまったのが凄く嬉しい。

「本当にいいんですか？」

　即そく答とうの私達を困こん惑わく顔がおで見るリリーナさん。

「むしろそちらもいいのですか？　この家は精霊が沢山いるので怖くありませんか？　お母様は大丈夫でしょうか？」

「か、母さんは大丈夫だと思います。母さんはお化けを祓はらう力を持つ狐なので、精霊は怖がりません」

　ロンド君の言葉に私は驚いた。

「詳くわしく聞いてもいいですか？」

　シジャル様も興味があるらしく、二人の話をゆっくり聞くことにした。

　精霊さん達が頑がん張ばってくれたお陰かげでソファーもテーブルもホコリ一つない。

　精霊さんはお茶の用意まではできないのが惜おしいが。

　リリーナさんとロンド君はソファーに浅く座り説明してくれた。

　話によると、二人の母親はイオリさんというらしい。

　イオリさんは獣人の国で神の声を聞く巫み女こを多く輩はい出しゅつする家系の出らしく、お化けを祓う力を持って生まれたのだと言う。

　お化けを祓う力はあれど神の声を聞くことのできないイオリさんは、この国に来て貴族の侍じ女じょをしていた。

　その時仕えていたのが二人の父親の屋敷だったのだ。

　イオリさんは恋こいに落ちプロポーズされたが、身分違いを気にしてそれを断った。

　二人の父親はそれでもイオリさんを大事な家族だと言い沢山愛したが、貴族社会では庶民との恋に理解はなく、更に獣人に対する差別的な考えを持つ者も多いせいで、イオリさんは迷めい惑わくをかけまいと屋敷を辞やめた。

　そのころにはリリーナさんとロンド君は生まれていて、侍女を辞めた後は占うらない師しをして生計を立てている。二人の父親からの仕送りもあるという。

「お母様は侍女の経験があるのですか！　それは心強い」

　喜ぶシジャル様をよそに、二人は心配そうに言った。

「普ふ通つうは怪しい力を使うと嫌けん悪おされることが多いのです」

「それに、貴族を誑たらし込んだ女め狐ぎつねって……」

　私はフーと息を吐き二人を睨にらんだ。

「貴方方あなたがたは自分の母親をそんな風に言われて腹が立たないのですか？」

　二人が押し黙る。

「今聞いた限りでは、貴方方のお母様は神からいただいた素晴らしい力を持ち、貴族の家で侍女ができる器量好よしということ。そんな素敵なお母様なら胸を張って自じ慢まんしていいと思います」

　二人は私の手を強く握った。

「ありがとうございます。奥様に一生ついていきます!!」

「俺も。よろしくお願いします」




　翌日、二人は胸を張って自慢の母ですとイオリさんを連れてきてくれた。

　イオリさんは想像以上に妖よう艶えんな美人だった。

　大きな子どもが二人もいるようには見えないし、なんならリリーナさんのお姉さんだと言われても信じてしまうと思う。

「私とシジャル様がこの屋敷で本格的に暮らすようになるのは結婚してからになるので、それまでは皆みなさんに管理をしていただきます」

　イオリさんは侍女らしい仕草でお辞じ儀ぎをしてくれた。
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「私の子ども達を、ご主人様方が住まわれるまでに完璧な従じゅう僕ぼくに育て上げてみせます」

　イオリさんの硬かたい表情に私は少し困ってしまった。

「礼れい儀ぎ作法を身につけて損はないと思います。ですが、イオリさんのお子様達はすでにとても素晴らしいですし、私は堅かた苦くるしいのは嫌なので、気楽によろしくお願いします」

　イオリさんは目をパチパチさせてから頭を下げた。

　こうしてイオリさんが侍女になってくれたことで、当初の目的通りに三人の使用人を雇うことができたのだった。
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　お屋や敷しきを購こう入にゅうしてから、私の日課は王立図書館に行かずにお屋敷へ行くことになった。

　必要な家財道具を揃そろえたり、自分の持っていきたい本をせっせと運んだりシジャル様が置いていった本を本ほん棚だなに並べたりと、着々と引ひっ越こしの準備をこなす毎日である。

　一つ誤算だったのは、イオリさんが厳しいこと。

「奥おく様さま！　またそのようなことを！　お茶を淹いれることは侍じ女じょの仕事でございます！　私かリリーナ、百歩譲ゆずってロンドをお呼び下さい！」

「お茶を淹れるのは、私の趣しゅ味みなんです〜」

「奥様は奥様らしく、従じゅう僕ぼくに全て任せて下さればよいのです！」

　イオリさんの侍女としての意識の高さは尊敬する。

「奥様、洗い物も掃そう除じも私がしますので、散歩でもなさって気分転てん換かんしてきてはいかがですか？」

　イオリさんの仕事の速さは本当に凄すごいので手伝わせてもらえない。

　しかも、リリーナさんやロンド君の従僕レベルも大分上がっていて、私のやることがない。

　仕方なく、言われた通りに近くの森を散歩することにした。

　森にはどんな動物がいるか解わからない。

　だから護衛に飛ひ竜りゅうのシャルロがネックレスのように巻きついてついてきてくれているので安心だ。

　屋敷と隣りん接せつした森は空気が澄すんでいた。

　家の精せい霊れいさん達は森で生まれた精霊さんで、お屋敷にいる子以外にも沢たく山さん飛んでいる。

　その森の中の精霊さん達が色々なところに案内してくれた。

　木き苺いちごのなる場所やキノコの群生地を教えてもらったり綺き麗れいな魚の見える川も教えてくれた。

　その日も小さな精霊さんに導かれて湧わき水みずが出る泉にたどり着いた。

　直径二メートルほどの小さな泉。

　中には銀色に輝かがやく水草が生えている。

　物語に描えがかれるような美しい場所に連れてきてもらえたお礼を精霊さん達に伝えていると、ガサガサと木々を搔かき分わける音が近づいてくるのが解った。

　野生の獣けものなら私には対処できる気がしない。

　怯おびえた私が慌あわてて隠かくれるところを探していると、小さな精霊さん達が風の魔ま法ほうを使って、近くにある木の上に私を運んでくれた。

　そうして息を潜ひそめていると、黄金の鬣たてがみの美しい馬が現れた。

　それに、よく見るとキラキラとした光を放つ角が一本生えている。

　ユニコーンだと瞬しゅん時じに理解した。

　ユニコーンはゆっくりと泉の水を飲むと顔を上げた。

　どうやら私の気配に気づいたようだ。

　私のいる木を見上げるユニコーンにどう反応したらいいか解らない。

　暫しばらく睨にらみ合あいを続けると、ユニコーンは私のスカートを口にくわえ、引っ張ってきた。

　このままでは落っこちてしまう。

　そう思った瞬しゅん間かん、案の定私は木から真っ逆さまに。

　私の身を案じてくれたのか、精霊さん達がまた風の魔法を使ってくれたお陰かげで怪け我がをしなくてすんだ。

　そんな私を申し訳なさそうに見つめるユニコーンの顔を撫なでてあげると、嬉うれしそうに嘶いなないた。

　これだけ素す晴ばらしい自然が残る場所で精霊も沢山集まる場所なのだから、ユニコーンという神しん獣じゅうも現れたのだろう。

　それにしても、何とも立派なユニコーンである。

　しげしげと見ていると、前足から血が出ているのが解った。

「貴方あなた、足を怪我しているの？」

　私は急いで泉の水で傷口を洗ってあげてから、持っていたハンカチを巻いてあげた。

「そんなに酷ひどい傷じゃないけど、無理しては駄だ目めよ」

　私が頭を撫でてあげると、ユニコーンは私にすり寄ってきた。

　感謝しているのだろう。

「私、そろそろ帰らないと」

　あまり長く散歩をしているとイオリさんに怒おこられてしまう。

　名残なごり惜おしそうにユニコーンはじゃれついてきたが、私はまた撫でてあげながら言った。

「家族が心配するから……また来るね」

　そう言ってその日は屋敷に戻もどったのである。
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　翌日も、やはりイオリさんに奥様らしくするように言われた。

　今や屋敷にいる精霊さん達までもが使用人のようにイオリさんの言うことを聞いて掃除や庭の手入れをしているのは、さすが巫み女この血筋と言わずにはいられない。

「お散歩してきます」

「はい。気をつけて行ってらっしゃいませ」

　忙いそがしいイオリさん達の手を煩わずらわせないためにも屋敷にいない方がいいし、散歩をしてお土産みやげに木苺やキノコを持って帰る方が役に立っている気がするし、結果オーライだろう。

　そして、精霊さん達に連れてきてもらったのは昨日の泉だった。

　近づくと泉には一人の男性が立っていた。

　その時、私は思った。

　小説の中にありそうな展開だ！　見つかる前に帰ろう。

　小説ではヒロインが出て行って話しかけるところだろうが、現実的に考えて侍女の一人もつけていない貴族令れい嬢じょうがのこのこ出て行って、相手が人ひと攫さらいだったら困る。

　精霊さん達に「ここじゃなくて木苺の群生地に行きたい」と言ったら、何だか慌てていたが連れて行ってもらえた。

　その翌日は、最初からキノコの群生地に行きたいと精霊さん達に説明した。

　やっぱり何か慌てているようだったが、キノコ狩がりを楽しんだ。

　翌々日は、毎日散歩するのも面めん倒どうだし、お屋敷に顔を出してから図書館に向かうことにした。

　久しぶりに本に囲まれる幸せと、大好きなシジャル様のお仕事をしている姿を見られてご機き嫌げんだ。

　お屋敷もイオリさん達のお陰でいつでも住める状態になった。

　本当にイオリさん達母子は優ゆう秀しゅうだった。

　帰りに、図書館の前で四十代ぐらいの貴族の男性に声をかけられた。

「モニキス侯こう爵しゃく令嬢……私はサイモス・グローグロックといいます」

「はあ……はじめまして」

「イオリと子ども達を引き取ったと聞きまして、その」

　歯切れ悪く言いい淀よどむ彼に、私は首を傾かしげた。

「イオリさん達は、よく働いてくれていますよ」

　そう言えば、彼は目に見えてホッとした顔をした。

「もしかして、リリーナさん達のお父様ですか？」

　彼はあからさまにオロオロし、何か言おうとしてゼンマイの切れた人形のように動かなくなり、一つ息を吐はき出だすと困ったように眉まゆを下げた。

「イオリは認めませんが、私はリリーナとロンドの父親だと思っています」

　今にも消えそうな声で言う彼からは、哀あい愁しゅうが漂ただよっている。

「何故なぜ、ご結けっ婚こんなさらないのですか？」

「……イオリに、拒きょ否ひされてまして」

　この人はイオリさんの意思を尊重しているのだ。

「私はイオリ以外の者と結婚するつもりはないので、一生独り身だと思います」

　そこまで思おもい詰つめているとは。

「結婚しなくても一いっ緒しょにいることはできたのではないですか？」

　私の言葉に彼はショックを受けたようだ。

　見ただけで解る。彼はイオリさんと離はなれたくなかったのだ。

　だって、全身からイオリさんに対する愛情が見えている。

「イオリさん達の近きん況きょう報告ぐらいであれば、ご協力できると思いますよ」

　彼の言いたいことを先読みして言えば、両手をギュッと握にぎられてお礼を言われた。




　翌日、お屋敷に行くと、イオリさんが庭の掃はき掃除をしてくれていた。

「お帰りなさいませ奥様」

「イオリさん、ちょっといいでしょうか？」

「はい？」

　立ち話も何だからと庭に隣接している東あずま屋やに向かう。

　東屋につくと、私は向かい側にイオリさんを座らせて言った。

「ここの暮らしに不自由なことや、問題はありませんか？」

　遠回しな話から本題にいこうと思っていたのだが、私の質問を聞くなりイオリさんはうんざりした顔をした。

「何も問題などありません。突とつ然ぜん私だけを呼び出して、そんなことをお聞きになるなんて不自然です……グローグロック伯はく爵しゃくですね」

「ど、どなたでしょう？」

「あの過保護な男に何か言われたのでしょう」

　本当に鋭するどい。

「グローグロック伯爵はイオリさんが大好きで仕方がないんですよ」

　私の言葉に、イオリさんの狐きつね耳みみがピクピクと動き顔が赤くなっていくのが解った。

　その反応だけで、イオリさんもグローグロック伯爵が好きなのが解る。

「何故、グローグロック伯爵と一緒にいてあげないのですか？」

「あの人は、人を駄目にする人だからです」

　どういうことだろうか？

「あの人は私から仕事を奪うばい何もさせてくれないのです」

　イオリさんが、いつも私にしていることじゃないか。

　いや、それをやられていたから私に何もさせたくないのかも知れない。

「あの人は忙しい人です。私達に構っていてはいけないのです」

　それは、愛しているからこそ側そばにいられないってことだろうか？

「寂さびしくありませんか？」

　イオリさんは小さく息を吸った。

「本音を言えば、私だって愛する人とは一緒にいたいですけど……」

　イオリさんはゆっくり俯うつむいてしまった。

「獣じゅう人じんの嫁よめなんて、伯爵の迷めい惑わくにしかならないじゃないですか」

「何処どこが迷惑なんですか？　遠くにいて心配させるよりはいい気がします！　ただこれは、何の苦労もなく育った私の意見ですが」

　イオリさんは不思議そうに私の顔を見た。

「沢山苦労したイオリさんが決めたことですから、私はイオリさんの意思を尊重します。でも、グローグロック伯爵にも頼たのまれてしまいましたから、近況報告ぐらいはしてあげてもいいですか？」

「……はい」

「イオリさんが言ってほしくないことは先に教えておいて下さいね」

　イオリさんはクスッと笑った。

「言われて困ることを私はいたしません」

　いつものしっかり者のイオリさんに戻ってしまったので、私はイタズラ心で言ってみた。

「では私の馬車の御ぎょ者しゃさんに恋心を告白されていたことも報告していいということですね」

　イオリさんが真っ青になったのを初めて見た。

「な、何故ご存知なのですか？」

「何故でしょう」

　私がはぐらかすと、イオリさんは口元をひくひくさせながら私に詰め寄ってきた。

「何故知っているのですか？」

　あ、これは本気で怒っている。

「ロンド君が教えてくれました」

「あの子にはきちんと言っておかなくては」

　あからさまな殺気に包まれるイオリさんを見てロンド君に申し訳ない気持ちになったのは言うまでもない。







[image: ]







　数日図書館にこもりきりでいた私は、久しぶりに散歩に出かけることにした。

　爽さわやかな空気に飛とび交かう精せい霊れいさん。

　今日は屋や敷しきの中にいる精霊さんが一人、肩かたに乗ってついてきてくれていた。

　つまり私の今日のお供は護衛のシャルロと精霊さんの二人ということである。

　あまり屋敷から出ない精霊さんらしく、見るもの触れるものみんな瞳ひとみをキラキラさせている。

　他の森の中を飛んでいる精霊さん達に案内してもらいやってきたのは、あの泉だった。

　泉のほとりには先日会ったユニコーンが横たわっていた。

　怪け我がの具合が悪いのかと思い近寄ると、私に気づいたユニコーンは何事もなかったように立ち上がった。

　手負いのフリをしていたのだろうか？

　ユニコーンはゆっくりと私に近づき、撫なでろと言わんばかりに顔を近づけてくる。

　催さい促そくされるとやりたくなくなるのは、私がひねくれているからだろう。

　私はユニコーンの横を通り過ぎると、素す足あしになって泉に足を沈しずめた。

　最近は暑くなってきているから凄すごく気持ちがいい。

　私の肩に載のっていた精霊さんも泉の上を歩いて遊び始めた。

　軽かろやかな動きが踊おどっているみたいだ。

　完全に無視した形になったユニコーンは、私の後ろを行ったり来たりしている。

　私は気づかないフリをして、バッグから本を一冊取り出した。

　木こ漏もれ日びと美しい水の反射の中で私は物語の中に入り込む。

　気づけば数時間が経過していて、慌あわて靴くつを履はいた。

　お供についてきてくれていた精霊さんも辺りが暗くなってきたことに気づき、慌てて私の肩にしがみつく。

　私が無視し続けていたせいで不ふ貞て寝ねしていたユニコーンの頭を軽く撫でてから、屋敷に急いだのだった。

　慌てすぎて靴くつ下したを忘れてきてしまったが、明日取りに行けばいいだろう。
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　翌日、私が泉に行くと、靴下はなくなっていた。

　風で飛ばされてしまったのか？　それとも精霊さんのイタズラか？　はたまた獣けものが持っていってしまったのか？

　悩なやんだところで靴下は返ってこないだろう。

　暫しばらく木こ陰かげで本を読んでいると、またユニコーンがやってきた。

　ユニコーンは私の隣となりに横たわる。

　私は気にせず本を読み続けた。

　途と中ちゅう、ユニコーンが私の太ももに頭を載せようとしてきたので、思わず睨にらみつけた。

「やめて」

　私が冷たく言えばユニコーンは諦あきらめたようだった。

　膝ひざ枕まくらなんてシジャル様にもしたことがないし、何よりユニコーンの頭は大きいから数分も耐たえられる気がしないというのが正直なところだ。

　冷たく言いすぎたせいか拗すねた様子のユニコーンを見れば、さすがに可哀かわい想そうになってきてしまい私はユニコーンの顔を撫でてあげる。

　すると、ユニコーンは嬉うれしそうに私にすり寄った。

　しばらく撫でてあげてから、私は本を読むことにした。

　本を読み終わりそろそろ帰ろうかと思ったら、ユニコーンに頭につけていたリボンを奪うばわれた。

　特に思い入れのあるものでもなかったし、いいかと諦めて屋敷に帰った。




　その次の日、私が泉に向かうと誰だれか人が立っていた。

　この前も見た男性だ。

　長い金きん髪ぱつに貴族のような煌きらびやかな服を着ている。

　こんなところで出会うなんて運命だ！　とか言われたら面めん倒どうだから気づかれないようにその日は帰ることにした。

　自意識過か剰じょうだと言われてもおかしくない話だが、何度かそういった被ひ害がいを受けたことがあり、いつもシャルロに助けてもらっている手前、最悪の事態を考えて動いた方が安全だと最近気づいたのである。

　逃にげるが勝ちというやつだ。

　それに、シジャル様以外の男性との出会いに何の魅み力りょくも感じないし。

　泉に行くのをやめて、ユニコーンに会った話をシジャル様にしに図書館へ向かった。

「ようこそ。アルティナ様」

　いつも通りの穏おだやかな笑え顔がおで出で迎むかえてくれたシジャル様に口元が緩ゆるむ。

「シジャル様にお話があるのですが……」

「では、お茶の用意をいたしますので、奥へどうぞ」

　そう言うとシジャル様は私を自分の執しつ務む室しつに案内してくれた。

「どうしました？」

　可愛かわいい猫ねこの形のカップにローズティーを淹いれて私に差し出しながら、シジャル様が聞いてきた。

「実は、屋敷の裏の森でユニコーンを見たのです」

「ユニコーン？　おでこに角の生えた馬のことですか？」

「はい。とっても人ひと懐なつっこい子なんです」

　シジャル様は暫く考えてから、ニコッと笑顔を私に向けた。

「ユニコーンは確か神しん獣じゅうですね。ユニコーン関連の書物を集めてお持ちしましょうか？」

「すぐでなくても大だい丈じょう夫ぶです。他にも使用人の制服のデザインや本ほん棚だなの増築の話もしておきたくて」

　かなり浮うかれた気分でそこまで言ってから、私は我に返った。

「はしゃぎすぎてしまいました。ごめんなさい」

　思わず謝れば、シジャル様は慌てた。

「謝るようなことではございません。むしろ、一いっ緒しょに暮らすための話ですからありがたいことでございます」

　しみじみとそう言ったシジャル様がまるでお爺じいさんのような口調で思わず笑いそうになってしまった。

「先に家の話をしましょう」

　そうシジャル様が切り出してくれて、暫くの間私達は楽しい時間を過ごしたのだった。




　ユニコーンの出てくる本を数冊シジャル様が用意して屋敷に置いておいてくれた。

　その本を持って、いつものようにシャルロと精霊さんを連れて泉に行けばユニコーンが水を飲んでいた。

　ここはあの子の巣なのかも知れない。

　いや、巣はあり得ないか？　動物は水場を好むが、肉にく食しょく獣じゅうなどに遭そう遇ぐうしやすくなるため水場に巣を作ることはあまりないと本で読んだことがある。

　水場が憩いこいの場だと考えれば、私が少し休んでいくのも許されるだろう。

　私がゆっくりと木陰に座ると、ユニコーンもそれに気づいたようで私に近づいてきた。

　肩にいた精霊さんも遊び始めたし、私も本を読み始めたのだがユニコーンがうろうろ視界に入ってこようとする。

　もしかしたら縄張りみたいなものがあって、ここに来てほしくないという主張かも知れない。

　挿さし絵えの部分まで読んだところで声をかけて帰ろうと決め読み進めていると、声がした。

「君、我に興味があるのか？」

　何処どこからした声なのか確かめるために顔を上げると、そこにはユニコーンしかいなかった。

　気のせいかと思い本に視線を戻もどそうとしたのだが、目の前でユニコーンがみるみる姿を変え金髪の男性になった。

　泉で何度か遠目に見た貴族のようなあの男性だ。

　あれはユニコーンだったのか。

　嬉しそうに笑顔を向けてくる元ユニコーン。

　だが、はっきり言ってユニコーンが男性になったから何だというのか？

　シャルロが人になったらはしゃぐかも知れないけど。

　シジャル様のお友達のフェンリルのリルさんも、大きくなったり小さくなったりできるから、人にだってなれそうだ。

　そんなことを考えながら別に騒さわぐようなことでもないと思い、私は元ユニコーンを無視して本に視線を戻した。

「何故なぜ無視するんだ？」

　興味があると思われるのも面倒だから、とりあえず無視しよう。

　幸いシジャル様が選んでくれた本だから面おも白しろくてすぐに物語の中に入り込めるだろう。

　そう思った瞬しゅん間かん、体がふわりと浮いた。
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　どうやら魔ま法ほうのようなもので浮かされているようだ。

　状じょう況きょうが理解できずにいる私を見て、元ユニコーンがクスクスと笑った。

「君は本を読んでいていい。すぐに家に連れて行ってやるから」

　それは、私を家に送ってくれるということか？

　そう思ったのも束つかの間ま、どう見ても屋敷とは別の方向に移動している。

「止めて！」

　私が強く言っても元ユニコーンは笑顔のままだ。

　これはシャルロに助けてもらわなくては、と思ったのと同時に場所が変わり、真っ白なお城の前に移動させられていた。

「さあ、ここが君の新しい家だ」

　元ユニコーンが恭うやうやしく私をエスコートするように手を差し出してきた。

「私の家はここではありません」

　私が怒ど鳴なるとシャルロが大きな姿になり、私を庇かばうようにしてグルグルと威い嚇かくの鳴き声を出した。

「なんて野や蛮ばんな生き物だ。この精霊王ベルン様に唸うなり声ごえを出すとは」

　元ユニコーンはそう言ってシャルロの首を蹴けり上げ、シャルロも負けずに風の魔法を使って応戦した。




　私も何かしなくちゃ駄だ目めだと思い、シャルロに無表情のまま攻こう撃げきする元ユニコーンに向かって、持っていた本を武器にして戦おうとするも、元ユニコーンはただ視線を一瞬私に移しただけで、シャルロを逃がすことはできなかった。

「やめて、お願いだから!!」

　私は必死に叫さけんだ。

「シャルロに酷ひどいことしないで！」

　目に涙なみだが溢あふれる。

　元ユニコーンはシャルロから手を離はなすとニコッと笑った。

「君がそう言うなら」

　私はぐったりしているシャルロにしがみついた。

　シャルロは消え入りそうな声でキュイキュイと鳴く。

　そして、小さな姿になってしまった。

　いつも元気なシャルロをこんな姿にするなんて許せない。

　私はシャルロを優やさしく抱だき締しめた。

「そんな野蛮な生き物は精霊王の花はな嫁よめの護ご衛えいに相応ふさわしくない。もっと美しく聡そう明めいで高貴な生き物の方がいい。プレゼントしよう」

　私はシャルロを抱かかえたまま元ユニコーンを睨みつけた。

「花嫁って誰のことですか？　私には愛する人がいますので今すぐ帰らせて下さい」

「君は我の偽いつわりの姿であるユニコーンに興味を持っていた。ということは、我のことが好きなのだろ」

　どうやったらそんな結論に至るのか解わからない。

　理解できずに困こん惑わくする私をよそに元ユニコーンは指をパチンと鳴らした。

　そして、一いっ瞬しゅんのうちに淡あわいパステルピンクで統一された部屋の中に移動していた。

「今日からこの部屋が君の部屋だ。今日は疲つかれただろうからゆっくり休むといい」

　その言葉と共に、元ユニコーンは姿を消した。

　私はヘナヘナと床ゆかに座り込み、腕うでの中でぐったりしているシャルロを見つめた。

「シジャル様」

　私の小さな呟つぶやきが、広い部屋の中に消えた。
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　アルティナ様は結けっ婚こん式しきが近づくにつれ、日に日に可愛かわいらしくなっている気がする。

　美しくて眩まぶしい。

　一目見ただけで疲つかれが全てなくなるような癒いやし効果のあるアルティナ様ともうすぐ結婚できるなんて自分は世界一幸せ者だろう。

　仕事中も気を抜ぬくとアルティナ様のことばかり考えてしまう。

　気を引ひき締しめなくては。

　そんなことを考えながら仕事をしていると、グローグロック伯はく爵しゃくが自分に話しかけたそうにこっちを見ているのが解わかった。

　とりあえず、気づかなかったことにしてみた。

　何か用があれば話しかけてくるだろう。

　暫しばらく放置してみたが一向に話しかけてくる様子はない。

　どうしたものかと思っていたら、アルティナ様の兄のユーエン様がやってきた。

「司書長に聞きたいことがあるのだが」

「はい。何でも聞いて下さい」

　躊躇ためらうことなく返事をすれば、むしろユーエン様の方が躊躇ったように言いい淀よどんだ。

「何か深刻なお話でしょうか？」

「いや、そうではないのだが……」

　こんなにはっきりしないユーエン様は初めて見る。

　きっととてつもなく深刻な話に違ちがいない。

「言いづらいことなら奥の部屋に行きますか？」

「そこまで大した話ではないのだ……その、使用人の作業着のデザインはもう決めてしまっただろうか？」

　それは最近アルティナ様と決めたばかりの話だった。

　何か問題でもあったのだろうか？

「そうですね。リリーナさん達の意見も聞いて、いくつかあった候補の中から決めましたが、何かありましたか？」

「いや、その……」

　どうしたんだ？　こんなユーエン様は見たことがない。

「もしや、お金のことですか？　屋や敷しきの時のように何割か出したいとか？」

「それぐらいは家うちで出すから請せい求きゅうしてくれて構わないのだが」

　何だかおかしい。

「デザインに何かこだわりがあるのですか？」

　ユーエン様はグッと息を吞のんだ。

　使用人の服のデザインにまでこだわりがあるとは、さすがファッションリーダーと呼ばれるモニキス侯こう爵しゃく家けの当主だ！　感心する。

「司書長の屋敷の使用人は皆みな、その……獣じゅう人じんだろ」

「はい。それが何か？」

　ユーエン様は拳こぶしを握にぎり締しめた。

「あんな可愛いモフモフをもっと可愛くできるんだぞ！　デザインにこだわりたくもなるだろ！」

「は？」

　ユーエン様は深呼吸を一つした。

「すまない。取り乱した」

「いえ、あの、ファッションリーダーとして使用人の服のデザインまでこだわりがある的な話ではなく、モフモフ？」

「妹達にあのモフモフがついたら、誰だれにも嫁よめにやらん」

　あ、これは思っていたのと全然違うやつだ。

「ですが、もう決めて発注してしまいました」

「……そうか」

　凄すごく残念そうなユーエン様の後ろに、殺気を放つグローグロック伯爵が見えた。

「モニキス公爵」

「……ああ、グローグロック伯爵。どうかなさいましたか？」

「私の妻と娘むすめを変な目で見るのはやめていただきたい！」

「妻と娘？　グローグロック伯爵はご結婚されていなかったのでは？」

　ユーエン様が首を傾かしげると、グローグロック伯爵がユーエン様の胸むなぐらを摑つかんだ。

「イオリとリリーナは私の妻と娘だ！」

　慌あわてて止めたが、グローグロック伯爵は殺意の眼まな差ざしをユーエン様に向けていた。

「誤解があるようなので、落ち着いて聞いてほしい。僕は別にいやらしい目でイオリ殿どのとリリーナ殿を見ているわけではなく、モフモフを可愛く飾かざりたかっただけなのだ」

　ユーエン様は無類のモフモフ好きだ。

　それ故ゆえに、モフモフに対しての探究心が凄い。

　たぶん、使用人にと屋敷に送られてきた洗せん髪ぱつ剤ざいやトリートメントは、モフモフのためにユーエン様が手配したに違いない。

　何せ、三人は屋敷で暮らすようになってから毛け艶づやが素す晴ばらしいからだ。

　アルティナ様を迎むかえに来る時ロンド君の頭を撫なでるのは、モフモフを堪たん能のうするためだったのだ。

　いやらしい目で見ていない証しょう拠こに、イオリさんとリリーナさんには決して触さわらない。

「グローグロック伯爵、ユーエン様はただモフモフを見て楽しみたいだけです。ご安心下さい」

　この説明で安心できるのかと聞かれたら無理だろう。

　自分には無理だ。

　誰か助けてくれ。

　そう思ったのと図書館のドアが勢いよく開いたのは同時だった。

「旦だん那な様!!」

　慌てたように息を切らして入ってきたのはリリーナさんだった。

「どうしたんです？」

「奥おく様さまが！」

　リリーナさんの言葉に、自分とユーエン様に緊きん張ちょうが走った。

「奥様が行方ゆくえ不明に」

　指先から順に血の気が引いていくのだけが解る。

「奥様についていた屋敷の精せい霊れいが、気づいたら奥様が消えてしまったと」

　アルティナ様が消えた？

　自分の愛する人が……？

　足元から這はい上あがってくるような恐きょう怖ふ。

「司書長」

　ユーエン様の声が遠くに聞こえる。

「司書長、アルティナにはシャルロがついているだろう？」

　そうだ、シャルロ。

　シャルロと意識を繫つなげると、息ができなくなった。

　確実に負傷している。

　それもシャルロでは太た刀ち打うちできず、かなりの重傷を負っている。

　シャルロの居場所だけでもと思ったが、上手うまく居場所を摑めない。

　近いのか、遠いのかすら摑めない。

　意識が遠のく気がして、思わずその場に膝ひざをついた。

「司書長、アルティナは？」

「……解りません」

　必死の思いでゆっくりと立ち上がる。

「シャルロが瀕ひん死しです」

　ユーエン様が息を吞む。

　シャルロがそんな状態で、アルティナ様は無事だろうか？

　いや、無事でいてくれなくては困る。

　アルティナ様を連れ去ったのが何だか解らないが、殺そう。

「司書長！」

　ユーエン様の声にハッとする。

「司書長、大だい丈じょう夫ぶか？　顔色が悪いぞ」

「アハハ。大丈夫です。殺しますから」

　ユーエン様の口元がひくひくしている。

　シャルロは死んでもアルティナ様を護まもるはずだから、アルティナ様は無事だろう？　事実、シャルロはまだ死んでいない。

　だから、アルティナ様は無事であることは確実だ。

「犯人は自分が刺さし違えても殺しますから。安心して下さい」

「安心できる要素が微み塵じんもない」

　早く見つけ出して殺さなければ。

　アルティナ様に害を及およぼすものは、誰一人として生かしておかない。

　自分の中にどす黒い気持ちが渦うず巻まくのを抑おさえきれなかった。
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　誘ゆう拐かいされて二日目。

　シャルロも少しは回復したが、まだ首のあたりの色が変わっていて痛々しい。

「シャルロ、大だい丈じょう夫ぶよ……」

　私が頭を撫なでてやると、シャルロは私の手に頭を擦こすりつけてくれるが、いつもの可愛かわいらしい声は出せずにいる。

　控ひかえめに言っても許せない。

　絶対に帰らなくては。

　私が決意しながらシャルロの看病をしていると、ノックの音が響ひびいた。

　開けられたドアを見ると、羽の生えた女性が三人入ってきた。

　三つ子なのかと思うほど似ている。

「おはようございますお嫁よめ様。我ら本日よりお嫁様のお世話をさせていただきます……」

「出て行って」

　話の途と中ちゅうで遮さえぎるように私が言えば、三人はオロオロしだした。

「ですが」

「お召めし替かえが」

「お食事が」

「いらない。いいから出てって」

　三人を部屋から押し出し、扉とびらを閉めて動かせそうなチェストやドレッサーをドアの前に置く。

　魔ま法ほうが使える元ユニコーンには意味がないかも知れないが、気持ちの問題だ。

　絶対にシジャル様が助けに来てくれる。

　何がお嫁様だ！

　そこで私は気づいた。

　あの元ユニコーンは、私を嫁に迎むかえる気なのだと。

　冗じょう談だんじゃない。

　私はシジャル様以外と結けっ婚こんする気なんてない。

　無理やり結婚させられてたまるか！

　シャルロが元気になったらすぐにでも逃にげ出だそう。

　そう決めた瞬しゅん間かん、何処どこから入ってきたのか元ユニコーンが現れた。

「おはよう。我が嫁」

「貴方あなたの嫁になる気はありません」

　元ユニコーンはクスクス笑った。

「本でユニコーンを調べるほど我に興味があるくせにか？」

　勘かん違ちがいも甚はなはだしい。

「じゃあ、二度とユニコーンの話は読まないので家に帰らせて下さい」

　元ユニコーンは私に近づき髪かみに触ふれた。

「ここが君の家だ」

　私は彼の手を払はらいのけた。

「そんなに嫌いやがらなくてもいいだろ」

「私に触さわらないで」

　そう言って睨にらみつけると、元ユニコーンは私の頭を摑つかんだ。

「そんなに歯向かうのは余計な記き憶おくがあるからだろ」

「やめて！」

　抵てい抗こうする私を物ともせずに彼が呪じゅ文もんのようなものを囁ささやく。

　その囁きを聞いているうちに、どんどん意識が遠のいていった。
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　目を覚ますと、私はベッドの上にいた。

　ここは何処だろうか？

　枕まくら元もとには傷ついた小さなドラゴンがいる。

　不安な気持ちでいっぱいの中、羽の生えた女性が三人、部屋の隅すみに控えているのが見えた。

「お嫁様、お目覚めですか？」

「ご気分はいかがでしょう？」

「朝食にいたしましょう」

　私が起きたのを確かく認にんするなりその三人が甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくる。

　そんな気分でもなかったので、はっきり言って鬱うっ陶とうしかった。

　黙だまっているのに食事が運ばれてきたので、デザート用についてきた果物を枕元にいたドラゴンの口に近づけてみる。

　すると、私の手からドラゴンは果物を食べてくれた。

　何だか凄すごく嬉うれしい。

「お嫁様のために用意した食事ですので、お嫁様がお食べ下さい」

「お嫁様とは誰だれのことですか？」

「貴女様あなたさまでございます」

　そう言って笑う三人に私は更さらに聞いた。

「……私は誰ですか？」

「「「お嫁様はお嫁様です」」」

　何も思い出せないのに、誰の嫁になるのだろう？

「私、何も覚えていないのです」

「「「大丈夫です」」」

　最初から決められているような言葉に違い和わ感かんしかない。

　何も覚えていないと言ってるのに大丈夫の一言で返されたら恐きょう怖ふでしかない。

　わけも解わからず頭が混乱している私の手に、ドラゴンが頭を擦りつけてきた。

　このドラゴンはたぶん私の味方だ。

　直感でそう思った。

　自分が傷ついているのに、私を心配してくれている。

「疲つかれたので、休みたいです」

　私がそう言えば三人は頭を下げて部屋を出て行った。

　残された食事に手もつけずにドラゴンの横に寝ねっ転ころがる。

「私、貴方の名前も覚えていないの。ごめんなさい」

　ドラゴンは心配そうに今度は私の顔に頭を擦りつけてきた。

　深いため息をつきながら、窓の外を見る。

　虹にじ色いろの雲が流れていて、昼なのか夜なのかも解らない。

　ゆっくりと瞳ひとみを閉じて考える。

　目を開いたら全部夢だったならいいのに。

「君はどれだけ寝れば気がすむんだい？」

　突とつ然ぜんの声に薄うすく目を開けると、長い金きん髪ぱつの男性が立っていた。

「誰？」

「我は精せい霊れいの王ベルン。君の婚こん約やく者しゃだ」

　この人が婚約者？　顔を見ても何も感じないのに、この人と結婚しなくてはいけないの？

「私、貴方のことを覚えていないのです」

「大丈夫。これから思い出を作っていけばいい」

　作ればいいとは、思い出さなくていいと言っているのと同じだ。

「でも、思い出したいんです」

　ベルンと名乗った彼はニコッと笑った。

「無理はしなくていい。そんなことより食事をしなくては人間は簡単に死んでしまう。少しでもいいから食べた方がいい」

「食欲がありません」

「それでも食べた方がいい。よし、食べさせてやろう」

　そう言うなり、スプーンにスープをすくい私の口元に寄せてくる。

　はっきり言って嫌な気持ちになった。

「いりません」

　ベルンは首を傾かしげると困ったように言った。

「では、何が欲ほしい？」

　記憶。

　それがまず初めに出てきたが、そんなものが易やす々やすと手に入るなら、忘れたままでいいなんて言うはずがない。

　なら、他に欲しいもの。

「本が欲しい」

　記憶を呼び覚ますためにも、知識は必要だ。

「そう言えば、君はいつも本を読んでいたな、そんなに好きなら沢たく山さん持ってきてやろう」

　そう言うなりベルンは消えた。

　あの移動方法だと鍵かぎをかけたところでベルンはこの部屋に入ってきてしまう。それって、私には部屋に閉じこもるという最低限のプライバシーすらないということだろう。

　本当に私はベルンと結婚しなくてはいけないのだろうか？

　嫌だな。

　私は漠ばく然ぜんと押し寄せる不安を振ふり払いたくてドラゴンの頭を撫でた。

「貴方の名前が知りたいわ」

　ドラゴンは困ったような顔をした。

　声の出せないドラゴンを見ていて思った。

　声が出せないフリをすれば、結婚式の誓ちかいの言葉も言えなくなるから、結婚式を辞やめることはできなくても延期にはできるんじゃないだろうか？

　それに、ここにいる人達との会話は会話にならない気がした。

　まるで私の話など聞く耳を持っていないようだ。

　だから声すら出すのが億おっ劫くうに感じた。

　そこで私は、声を出さないと決めたのだった。







[image: ]







　一番下の妹のアルティナが行方ゆくえ不明になった。

　事件か事故か、どっちにしても早く見つけなければならない。

　目の前にいるアルティナの婚こん約やく者しゃの司書長は今にも倒たおれそうな顔をしている。

「とにかく情報収集を試みます」

　そう言ってふらついた足取りで図書館を出て行く司書長を見送り、僕もできることをしようと、行方不明になったことを伝えに来た妹の使用人のリリーナを見た。

「君は精せい霊れいと話ができるのか？」

「いいえ。ですが、母は話せます」

　アルティナについていたという精霊に話を聞くにしても、少ない情報から真実にたどり着かなくてはならない。

　そうだ、上の妹のリベリーの旦だん那なであるベスタンスにも知ち恵えを借りよう。

「リリーナ殿どの、先に屋や敷しきに戻もどっていてくれ。僕は仲間を集めてくる」

「はい」

　獣じゅう人じんである彼女の獣けも耳みみが垂れ、涙なみだを溜ためた大きな瞳ひとみを見ると不安でいっぱいなのが解わかる。

「君の屋敷の主人は並の男とは違ちがう。無事にアルティナを捜さがし出だしてくれるから安心するといい」

　リリーナ殿は不安そうに首を傾かしげたが、僕はその場を後にした。

　気持ちばかりが焦あせるが、無事宰さい相しょうの執しつ務む室しつにつきドアをノックする。

　入室の許可を得て、部屋に入った。

「ユーエン殿？　貴き殿でんがここにくるなんて珍めずらしい」

　宰相がフレンドリーに話しかけてくるが、今はそれどころではない。

「宰相閣下、ベスタンスをお借りできないでしょうか？」

「……突とつ然ぜんどうしたんだい？」

「妹が行方不明になりました。ベスタンスの力をお借りしたい」

　宰相の横で書類の整理をしていた補佐官のベスタンスが書類を床ゆかに落とした。

「シジャルはそのことを知っているのですか？」

「ああ」

　ベスタンスは頭を抱かかえた。

「おい、ベスタンス、いつも冷静な君がどうした？」

　宰相の言葉にベスタンスは顔色を悪くして言った。

「アルティナさんがもし誰だれかに誘ゆう拐かいされたとかだった場合、あいつは国ごと破は壊かいしかねません」

「そんな大おお袈げ裟さな」

　宰相の言葉はもっともだったが、ベスタンスの言葉の方が納なっ得とくできるのは司書長の強さを知っているからだ。

「シジャルはなんて言ってましたか？」

「……シャルロが攻こう撃げきを受けたから犯人がいる。死んでも殺すと」

　ベスタンスが、目め眩まいがしたのか頭を押さえた。

「犯人、跡あと形かたもなくなりますよ」

　僕もそう思う。

「とにかく、アルティナが無事に帰ってこないと何処どこで戦せん闘とうを始めてもおかしくないと思う」

「シジャルに街中で暴れられたら、一夜にして国が地図から消えますよ」

　僕らの話を聞いていた宰相が慌あわてたように言った。

「さっきから何の話をしているんだ？」

　ベスタンスは遠くを見つめた。

「私の友人が愛する人のために国を滅ほろぼす話ですが」

「滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ物ぶっ騒そうな話なんだが？」

　ベスタンスは青い顔で笑った。

「ハハハハ、これが冗じょう談だんならどんなに幸せなことか……あ、妻にできるだけ遠くに逃にげるように使いを出さなくては」

　リベリーのことを一番に考えてくれて嬉うれしいが、司書長が国を破壊する前にアルティナを助けることを考えてほしい。

「ベスタンス、司書長が国を滅ぼす前に止める方法を考えたいのだが」

「アルティナさんを無事に取り戻すということですね」

　ベスタンスは宰相に頭を下げた。

「世界平和のために暫しばらくお休みさせていただきます」

「だから、スケールが大きすぎやしないか？」

　ベスタンスは慈じ愛あいに満ちた顔で、僕と一いっ緒しょに宰相の執務室を後にしたのだった。




　アルティナの屋敷につけば、司書長の姿はなかった。

　家の馬車がつくとすぐに使用人のロンド殿が駆けてきたが、不安そうに獣耳が垂れている。

　元気づけるように頭を撫なでてやった。

「アルティナは大だい丈じょう夫ぶだ」

「はい」

　ロンド殿は力ない笑え顔がおを浮うかべて頷うなずいた。

　案内された応接室に行けば、そこにはグローグロック伯はく爵しゃくがいた。

「伯爵？」

　伯爵は真しん剣けんな顔で言った。

「精霊が『モニキス令れい嬢じょうは突然消えた』と言っていたと聞き、私も力になれるかも知れないと思いお邪じゃ魔まさせていただきました」

　グローグロック伯爵は主に考古学や美術などに精通していると聞いたことがある。

「モニキス令嬢は最近、神しん獣じゅうに会ったなどと言っていませんでしたか？」

　僕はその手の話は聞いていないが、リリーナ殿はすっと手を上げた。

「ユニコーンが懐なついてきて鬱うっ陶とうしいとおっしゃってました」

　アルティナよ、神獣を鬱陶しいと感じるのはいかがなものかと思う。

「なるほど。もしかするとそのユニコーンに連れて行かれたのかも知れません。古い文ぶん献けんに、神獣が気に入った者を連れ去ることがあると書かれていたのを思い出しまして」

「助けるにはどうすればいい？」

　僕の言葉に、グローグロック伯爵は苦い顔をした。

「文献には、その後帰ってきた者はいないと……」

　伯爵の答えにベスタンスが首を振ふる。

「それはいただけない。帰してもらわなければあいつは森を焼やき払はらい街を壊こわして回る」

　ベスタンスよ、それは君の親友で間ま違ちがいないだろうか？　本当は魔ま王おうのことを言っているのではないのか？

「そ、そんな恐おそろしいものをモニキス令嬢は封ふうじていたというのですか？」

　ん？　アルティナはいつから魔王を封じる者になったのか？

「精霊はあまり協力的ではありません」

　使用人として雇やとっているイオリ殿が苦々しげに呟つぶやいた。

「屋敷内にいる精霊は奥おく様さまに懐いているので協力してくれようとしていますが、森の中の精霊はまるで何かを隠かくすように口を割ろうとしません」

　イオリ殿は精霊と話ができると聞いていたが本当らしい。

「なら、精霊が関わっているのは確定だ」

　ベスタンスは確信したように頷いた。

「あとはユニコーンが何処にアルティナさんを連れて行ったかだ」

　ベスタンスが腕うでを組み悩なやんでいるのを見て思い出した。

　アルティナには確か上級精霊の知り合いがいる。

　確か、綺き麗れいな石に話しかけて連れん絡らくをとっていたはずだ。

「アルティナはこの屋敷に綺麗な石を持ってきていなかっただろうか？」

　使用人の三人は首を傾げた。

　思い当たらないというなら、モニキスの家にまだあるのかも知れない。

　探しに行こうと思って玄げん関かんに向かおうとした時、玄関のドアが勢いよく開いた。

　視線が虚うつろな司書長が片手にフェンリル、もう片方に上級精霊を抱えた状態で現れたのだ。

「ああ、ユーエン様、材料は揃そろいました」

　生き物を材料と呼ぶのはどうかと思う。

　フェンリルはプルプル震ふるえているし、上級精霊の顔は真っ青だ。

「状じょう況きょうの説明をしてもらえるだろうか？」

　司書長は口元に笑えみを浮かべた。

「精霊の沢たく山さん住む森でアルティナ様はユニコーンに会ったと言っていたので、神獣と呼ばれる獣けものとそこそこ偉えらそうな精霊を捕つかまえてきました」

　いや、どちらも君の友人じゃないのか？

「シジャル！　森を焼いたり街を破壊してなくて偉かった！」

　ベスタンスが場ば違ちがいなことを言って周りがドン引きするなか、司書長もニコニコと笑った。
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「当たり前じゃないか。もしアルティナ様がいたら怪け我がをさせてしまうだろ」

　うん？　……たぶん、そういうことじゃない。

　アルティナがいないと解っていたらやる気満々じゃないか？

　司書長が睨にらみをきかせるなか、青い顔の上級精霊がゆっくりと手を上げた。

「精霊でユニコーンなら心当たりが一つだけある」

「じゃあ、そいつを殺そう」

　物騒極きわまりない。

「落ち着けシジャル。その精霊はたぶん精霊王だ」

「殺すのに何か問題でも？」

　静まり返る室内。

　水中でもないのに息を吸うのを躊躇ためらいそうなぐらい重い空気だ。

「腐くさっても名に王とつく精霊だ。一筋縄ではいくまい。私が様子を見てきてやる」

「それを信用するとでも？」

「シジャル、愛いとし子ごはお前以外にまるで興味がない女性だが、今の、己おのれに仇あだなす者絶対殺すマンと化したお前を見て幻げん滅めつしないと言えるのか？　血ち塗まみれの手で助けに来たと言ったところで、その手を愛し子が握にぎってくれるのか？　ひとまず私が偵てい察さつしてくるから誰も殺さず待っていろ！」

　そう言って上級精霊は姿を消した。

　司書長は口から煙けむりでも吐はき出しそうな顔で片手に残ったフェンリルを撫で回し始めた。

　アニマルセラピーがきいてくれることを願って、手を合わせる他なかった。

　横でベスタンスも手を合わせていたから同じ願いを込めたに違いない。
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　ベルンが持ってきた本はユニコーンが題材になっているものばかりでつまらなかった。

　自分で本を選んだら駄だ目めだろうか？

　食欲もないし、動きたくもない。

　むしろドラゴン以外と顔を合わせるのも嫌いやな気分だ。

　家に帰りたいと思っているのに帰るべき家が思い出せない。

　そんな時、窓から男の人が入ってきた。

「やっぱりここにいた」

　何だか懐なつかしい感じがする人だ。

「どうした愛いとし子ご？」

「愛し子？　それは、私のことですか？」

　私の言葉と共に彼は厳しい顔をした。

「私が誰だれだか解わかるか？」

「……解りません」

　泣きたくなる気持ちで俯うつむくと、彼は私の手をギュッと握にぎった。

「私の名はウィーザ。愛し子が愛する男の親友だ」

「貴方あなたは私を知っているのですか？」

「ああ、愛し子の名はアルティナだ。そこで丸まってるのは飛ひ竜りゅうのシャルロ」

　ようやく解ったドラゴンの名前に、何だか懐かしくてあったかい気持ちになる。

「私の愛する人はベルンだと言われたのですが、本当にベルンなのですか？」

「何故なぜそう思う？」

「これっぽっちも好きじゃないし、会話もしたくないと思うので」

　ウィーザさんは口元を釣つり上あげた。

「そりゃそうだ。愛し子はアイツにしか興味がないからな」

　私が首を傾かしげると、ウィーザさんは柔やわらかく笑った。

「愛し子よ。今愛し子の愛する男は魔ま王おうになろうとしている」

「魔王？」

「そうだ。愛し子を取り返そうと必死に戦っている。愛し子よ、アイツの手が万が一、血に染まったとしても、アイツの手を握り締しめてやってほしい」

「私、その人のこと解るでしょうか？」

　ウィーザさんはクスクスと笑った。

「解るさ。愛し子はアイツにしか興味がないからな。一目見ただけでこの男だと感じるはずだ」

　私の愛する人。

　やっぱりベルンではなかった。

「私、血ち塗まみれの手でも握れると思います」

　首を傾げるウィーザさんに私は笑いかけた。

「精せい霊れい王おうに見つかると面めん倒どうだからそろそろ行くが、できるだけ早く助けに来るから待っていろ」

　そう言ってウィーザさんは消えた。

　あっ、私の愛する人の名前を聞き忘れてしまった。

　残念に思っていると、慌あわてたようにベルンが部屋に入ってきた。

「今、誰か来たかい？」

　私はベルンを無視して本を手にとり読み始めた。

「そんなにその本を気に入ったのならプレゼントしよう」

　別にこの本しかないから読んでいるだけなのに。

　私は部屋にある本を全て抱かかえるとベルンに手て渡わたし、部屋から出て行くようにドアに向かって指をさした。

「なぜ口をきいてくれないんだい？　……全て読んでしまったのだね。では、新しいものを持ってこよう」

　ベルンは手渡した本を抱えて部屋を出て行った。

　ドアが閉じると私はベッドに倒たおれ込み、心配そうな顔のドラゴンの頭を撫なでた。

「シャルロ」

　嬉うれしそうな顔に、名前が合っているのだと解る。

　ということは、ウィーザさんが言っていたことは真実で、私の本当に愛する人も存在するってことだ。

　私を迎むかえに来てくれる魔王様はどんな人なのだろう。

　ウィーザさんが言ったように、血塗られた手でやってくるのだろうか？

　その日、私は夢を見た。

　真っ赤な人型のシルエットに手を差し出されて笑ってしまう夢だ。

　普ふ通つうに考えたら恐おそろしいはずなのに、怖こわいとは一いっ瞬しゅんも思わなかった。

　何も思い出せなくなってから初めてゆっくり寝ねられた日だった。




　翌朝、ベルンが本を持ってきた。

　またユニコーンの本だったから中身も確かく認にんせずに突つき返かえした。

　午後には新しく精霊の歴史書や精霊王の物語を持ってきたから、歴史書だけ受け取った。

　知識が増えるのは嬉しい。

　その本によれば、精霊は時々人を拐さらってくるらしい。

　はっきり言って迷めい惑わくな話だ。

　その中でも精霊王というのは気に入った者をよく連れ去ってしまうそうだ。

　ユニコーンになれたり記き憶おくを消す魔ま法ほうを使えたり、私の今の状じょう況きょうはまさにこれではないのか。

「その本は面おも白しろいかい？」

　本を読んでいる時に話しかけられるのは嫌きらいだ。

　私はゆっくりと部屋のドアを指さした。

　何かあるのかとベルンが部屋の外まで見に行ったのでそのままドアを閉めた。

　鍵かぎがないのが悔くやまれるが、精霊は鍵があっても勝手に入ってくるから意味はない。

　まあ、出て行けという意味だと解ってくれたのか、ベルンは部屋に戻もどってこなかった。

「ねぇ、シャルロ。私の愛する人は一体どんな人なの？」

　私の言葉にシャルロは、部屋に置かれたテーブルの上にあったペンを口にくわえた。

　何か書いてくれるのかも知れない。

　紙を用意すると人らしきものを描かき始めた。

　決して上手うまくはないがシャルロは満足そうだ。

「髪かみの毛けは何色？」

　私が聞くと部屋に飾かざられた銀色の花か瓶びんをペシペシと叩たたく。

「じゃあ、瞳ひとみの色は？」

　すると今度はクローゼットの金色の飾りをペシペシと叩いた。

「銀ぎん髪ぱつに金色の瞳なの」

　シャルロはまた満足そうな顔をした。
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　私はシャルロの描いてくれた絵を枕まくらの下に隠かくした。

「これで愛する人の夢が見られるわ」

　シャルロがコクコクと頷うなずいてくれた。

「シャルロは私の愛する人が好き？」

　質問にシャルロは首を傾げる。

　そして、私の肩かたに飛んでくると私の顔に頭を擦こすりつけた。

「もしかして、私の方が好きってこと？」

「キュイ」

　シャルロは小さく鳴いた。

　今まで鳴かなかったのに、声が聞けて安心した。

「私もシャルロが大好きよ」

　私はゆっくりシャルロを抱だき締めた。

　私の愛する人が魔王なら、きっと助けに来てくれる。

　精霊王より魔王の方が強そうだ。

　だから絶対助けに来てくれる。

　根こん拠きょはないが自信はある。

　私は思い出せない愛する人を想おもいながら、シャルロの頭を撫でるのだった。
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　アルティナ様が行方ゆくえ不明になって、数日が経たった。

　図書館の執しつ務む室しつで、手につかない仕事をしていると、音もなく友人が現れた。

「愛いとし子ごは元気だったぞ」

　心当たりがあると言っていたウィーザがアルティナ様の無事を伝えに来てひとまず安心した。

「で、何故なぜ連れ帰らなかった」

　冷静に聞けば、ウィーザは苦笑いを浮うかべた。

「相手は精せい霊れい王おうだ。侵入するのだって一苦労だったし、すぐに勘かんづかれてしまって逃にげるのもまた大変だったんだぞ。それで愛し子に怪け我がなどさせたら私が殺されるではないか」

　ウィーザの言いたいことも一理ある。

「それに、少し厄やっ介かいなことが起きてな」

　すでに精霊王と結けっ婚こんさせられていたとか拘こう束そくされて動けないなどの最悪を予想して背筋が寒くなる。

「厄介とは？」

　恐おそる恐おそる聞けば、ウィーザはあっけらかんと言った。

「愛し子の記き憶おくを消されていた。私のことはおろか、シャルロのことまで記憶にないのだ。無論お前のこともだ」

　最悪を上回る最悪に目の前が真っ暗になる。

　もし、記憶がないうちに精霊王に気持ちが動いてしまえば助けに行ったとしても誘ゆう拐かい犯はんはこちら側だと思われてしまうかも知れないのだ。

　指先に力が入らない。

「死にそうな顔になっているぞ」

　ウィーザは柔やわらかく笑った。

「愛し子は本当にいい女だな」

　当たり前のことを言うウィーザを見れば頭を撫なでられた。

「案の定、精霊王は愛し子に自分が婚こん約やく者しゃだと言ってるようだが、愛し子本人がコイツじゃないと思っていたぞ。だから私は、愛し子の愛する男は魔ま王おうだと言っておいた。姫ひめ君ぎみを颯さっ爽そうと拐さらいに行かなくてはな、魔王よ」

　記憶がないのに、精霊王のことを好きにならないなんてことがあるのか？

「愛し子はお前が来るのを待っている」

　ならば今すぐ助けに行かなくてはいけない。

「アルティナ様のところまで案内してくれ」

　するとウィーザは窓の外を見た。

「人が精霊の国に行くには条件がある。一つは精霊王の力を使う。精霊王を捕つかまえて無理やり精霊の国に繫つなげるゲートを開かせる。もう一つの手段は、満月の夜に上級の精霊に導かれることだ」

　可能性があるのは満月の夜ということになる。

「というわけで、満月が昇のぼる三日後まで待て」

　三日の間にアルティナ様がどんな目に遭あうか解わかったもんじゃないのに。精霊の国に行くには三日我が慢まんしなければならない。あぁ自分があの屋や敷しきを買ったばかりに……。

　精霊ならアルティナ様に危害を加えないなんて思っていた自分を殴なぐってやりたい。

「アルティナ様」

　心配で心配で仕方ないのに何もできない自分が惨みじめで仕方ない。

「シジャルよ。愛し子はきっとお前が愛する人だと気づく」

「根こん拠きょがない」

「そうか？　愛し子はお前が思っている何十倍もお前のことが好きみたいだぞ。じゃなきゃ血ち塗ぬられた魔王の手を摑つかむなどと言えやしないのだ。そんな不安そうな顔するな、もっと自信を持て！　そして、格好よく迎むかえに行け。愛し子がお前を見て魔王が助けに来たと思えるようにな」

　魔王が格好よく迎えに来るとは？　普ふ通つう囚とらわれの姫君を助けに行くのは王子や騎き士しではないのだろうか。

「王子が来るとは言わなかったのですか？」

「シジャルが王子というのは無理があるだろ？　王子は爽さわやかな生き物だが、シジャルは自分のものを取り返そうと血の制裁を加える魔王の方がお似合いだ。魔王から宝を奪うばう者が生きて帰れるものか？」

　アルティナ様が魔王でいいというなら、自分は魔王になろう。

「では、三日後迎えにくる」

　そう言ってウィーザは姿を消した。

　精霊王と戦うのなら準備が必要になる。

　三日の間にできることをしなくては。




　まず、今まで行ったことのない魔ま導どう師し団だんに向かった。

「魔導師団長様にお目通り願いたいのですが」

　魔導師団の人間が自分をチラッと見ると鼻で笑った。

「魔導師団長はお忙いそがしい。司書ごときにお会いになどならん」

　魔導師団長を呼びに行くのが面めん倒どうなのか、それとも司書が嫌きらいなのかは知らないが上に取り次ぐ気はないらしい。

「急ぎの用なのですが」

「だから、魔導師団長はお忙しい！　帰れ」

　はっきり言ってイライラした。

　普ふ段だんなら日を改めるか、騎士団長あたりを連れてきたりして穏おん便びんに事を運ぶところだが、今の自分にそんな心の余よ裕ゆうなど残っていない。

「今すぐ魔導師団長様に取り次いで下さい」

「しつこいぞ！」

　自分は腕うでに魔ま力りょくを込めて目の前にいる魔導師の顔面を摑んだ。

　腕からは魔力が溢あふれ出だし、真っ黒な炎ほのおで腕が燃えているように見えた。

「ひぃぃぃぃ!!」

　魔導師が失神してしまい仕方なくその状態のまま違ちがう魔導師に笑え顔がおを向けた。

「魔導師団長様を呼んできて下さい」

　すると物もの凄すごい勢いで奥に引っ込み魔導師団長を呼んできてくれた。

「魔導師団長様、お話があります」

　失神した魔導師の顔面を摑んだままの自分を見て魔導師団長の顔色が悪くなったが知ったことではない。魔導師団長は以前、アルティナ様の婚約者候補との決闘に立ち合って自分の能力は知っているので、遠慮もいらない。

「と、とりあえず、その摑んでいるのはポイしなさい！　早く、ポイッ！」

　警けい戒かいしながら言われ、仕方なく後ろに投げてやると、別の魔導師がそれを拾いに行った。

「すみません。緊きん急きゅう事態なもので、邪じゃ魔まするものは片かたっ端ぱしから排はい除じょしようかと思いまして」

「物ぶっ騒そうだな」

　魔導師団長は自分を執務室へと案内してくれた。

「色々と散らかっているが座ってくれ」

　勧すすめられたソファーに座ると応接用のテーブルに書きかけの魔ま法ほう陣じんが散らばっていた。

「それで、緊急事態とは？」

「アルティナ様が精霊王という者に拐われました。それで三日後、取り返しに精霊の国に行くのですが……」

「は？　待て待て」

　話を遮さえぎられて黙だまると魔導師団長は頭を抱かかえた。

「内容に頭がついていかないのだが」

「とりあえず内容は気にしなくていいです。精霊の国に行くための装備を調ととのえたくて」

「装備？」

　魔導師団長が不安そうにこちらを見る。

「魔導師団の装備を一ひと揃そろえいただきたいのです」

　魔導師団の戦せん闘とう服ふくは魔法の攻こう撃げきをやわらげる魔ま獣じゅうの皮が使われており、耐たい久きゅう性せいもある。

　まあ、それだけではたかがしれているから、補助魔法などを駆く使しして当日までに更さらに装備をガチガチに固めるつもりだ。

「装備だけでいいのか？　聞いただけでは精霊の国に一人で戦争に行くと言っているように聞こえるぞ」

「アハハ……そうですね。そう聞こえますね」

　魔導師団長は真しん剣けんな顔をした。

「我々も手伝おう」

　魔導師団長の目は本気だ。

「お断りします」

「何故だ！」

　自分はフーっと深く息を吐はいた。

「自分は邪魔する者を片っ端から排除するつもりだと言いましたよね？　なので広こう範はん囲い魔法などを何も気にせず使うつもりなので魔導師団は邪魔になるのです」

「じゃ、邪魔？」

　自分はニッコリと笑ってみせた。

「何故だ？　国が動くと言っているんだぞ？」

「自分は魔王になる予定でして。人とか精霊とか関係なく殺してしまうと思います。アルティナ様にやめろと言われるまでは、目の前にいる者から手加減なく殺やるつもりでいるので、味方でも殺してしまうと思うのです。なので、必要ありません」

　その後、装備が運んでこられるまでの間に、魔導師団長から『婚約者に嫌われてもいいのか？』と長々説教された。

　魔王と化した自分を見て、記憶のないアルティナ様が精霊王の方がマシだと考え直しては困る。

　だが、国に介かい入にゅうされるのは断った。

　最終的に嫌われたとしてもアルティナ様は連れて帰るつもりだから、やっぱり下手にうろうろされたら面倒だ。

　真新しい紫むらさき色いろのコート型の装備を一着もらい、性能を確かく認にんしたが想像していたよりショボかった。

　耐久性向上と打だ撃げき防ぼう御ぎょの魔法は付ふ与よされているが、それだけである。

　手にしたコートに落下耐たい性せい能力と火か炎えん耐たい性せい能力を付与すると、コートは漆しっ黒こくに染まった。

「ちょ、待て待て待て」

　目の前で魔法を付与したのは失敗だったか、魔導師団長にまた止められた。

「何でしょう？」

「それは、我が団の最さい高こう峰ほうの品だぞ」

　これが？　自分の領地なら使用人ですらコレ以上の装備をしているのに。

「付与が苦手ならアルティナ様を取とり戻もどした後にでも教えて差し上げますよ」

「それは嬉うれしいが……」

　何かと葛かっ藤とうしているような顔の魔導師団長に頭だけ下げて自分はその場を後にした。

　その後、黒いコートに黒い炎をまとった魔王が降臨したという噂うわさが魔導師団の間で囁ささやかれていたなんて、その時の自分は知る由よしもなかった。
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　ウィーザの言っていた三日が経たった。

　天気も良く、満月に照らされて思いの外明るい。

　だが、明るいのも月明かりが届く所だけで、木の陰かげや建物の後ろには更さらに濃こい闇やみが広がっているように見える。

　恐きょう怖ふを覚えるというよりは、あそこに入れば姿を隠かくせそうだという安心感を持ってしまうのは、自分が少しおかしいのかも知れない。

「おお！　シジャル。本物の魔ま王おうのようだな」

　漆しっ黒こくのコートがそう見せているだけだろうか？　それとも普ふ通つうにしていても溢あふれ出でてしまう殺気のせいだろうか？　それでも、アルティナ様は愛する人は魔王になると聞いているのだ。見た目だけでも魔王っぽくしたいと思って何が悪い。

　わざわざ角や翼つばさを付けてこないだけマシだと思う。

　さすがにダサいし恥はずかしいからそんな格好はしないが……アルティナ様が望むなら完かん璧ぺきに仕上げてもよかったかもしれない。

　それならアルティナ様にも囚とらわれの姫ひめ君ぎみの格好をしてほしい。

　といってもアルティナ様は何を着ても麗うるわしい姫君にしか見えないから必要ないか？

　余計なことを考えているとウィーザが呆あきれた顔をした。

「シジャル、私はお前を友人だと思っているから手を貸す。精せい霊れいの国にいる者なんてほとんど面識もないし、どれだけ死んでも気にしない。だが、お前は友人だ。絶対に死ぬなよ」

　珍めずらしくそんなことを真面目に言うウィーザに、自分はニッコリと笑ってみせた。

「自分も、ウィーザのことを友人だと思ってるよ。ただ、俺の魔ま法ほうに巻き込まれたらごめん」

「……一言声をかけるとかないのか？」

「俺にとって重要なのはアルティナ様の無事だけだから」

　その場に沈ちん黙もくが流れたが、悪気はなかった。

「私は愛いとし子ごを無事に連れ帰るのに必要だということだけは忘れるな！　ゲートは開けっぱなしじゃないんだからな！」

「解わかった。声はかける」

「お前は私のありがたみをもっと理解しろ！　ではゲートを開けるぞ！」

　ウィーザは不満そうにそう言って背を向けた。

　そして、月に向かって手を伸のばすと歌い出した。

　何と言っているかは解らないが、精霊の発する特とく殊しゅな歌なのだということは何となく解った。

　ウィーザの歌に合わせるように空間が蜃しん気き楼ろうのようにゆらめき、その場に扉とびらが現れた。

「さあ、殺さつ戮りくの開始だな」

　ウィーザの言葉に苦笑いを浮うかべる。

「殺戮はしません」

「はあ？　愛し子を奪うばった奴やつらだぞ？」

「魔ま導どう師し団長様に言われたので」

「何をだ？」

　必死に殺戮はいけないと説明する魔導師団長の顔を思い出した。

「殺戮の血で染まった俺を見せたらアルティナ様に嫌きらわれるかも知れないと」

「そ、それは否定できんな」

　納なっ得とくするウィーザを自分は真顔で見つめた。

「それに殺したら苦しいのは一いっ瞬しゅんだけど、生きていれば死ぬまで恐怖におののくでしょ？　二度とアルティナ様に精霊ごときが手を出さないよう脳に刻みつけてやらなくては」

　ウィーザが青い顔をしていた。

「その、私もその精霊なんだが……」

「声はかけるって言ったじゃないですか！　俺の前に立たなければ巻き込まれないと思いますよ。たぶん」

　精霊の国への扉を開きながら、ウィーザは小さく呟つぶやいた。

「愛し子には早く魔王を止めてもらわなければな」

　こうして、ようやくアルティナ様を救うための第一歩を踏ふみ出だした。






[image: ]






　精霊の国はエリア別に暗かったり明るかったりする変な場所だった。

　扉の向こうは昼間のように明るかったのだが、ウィーザに案内された町は夜のように暗かった。

「やあ、黒い兄ちゃん。コレ買ってかないかい？」

　串くしに刺ささった焼肉を売る捻ひねり鉢はち巻まきのおっさんにも、精霊の羽が生えている。

　精霊も肉を食べるのかと驚おどろいた。

「何だ、賑にぎわっているな」

　ウィーザがそのおっさん精霊に聞けば、精霊王が結けっ婚こんするお祝いをしているのだと言う。

「精霊王はそんなに人気があるのか？」

　ウィーザが不思議そうに首を傾かしげると、おっさん精霊はガバガバと豪ごう快かいに笑った。

「ワシらは祝いに便乗して飲んで歌って楽しんでいるだけで、精霊王が結婚しようがしなかろうが関係ないさ」

　王とは名ばかりの存在なのかとウィーザに聞けば、身近な存在じゃなさすぎて興味がないだけだろうと言った。

　ここで、精霊王の嫁よめにされそうになってる女性を奪いに行くと言ったら、どうなるだろうか？

　ウィーザはおっさん精霊から串を二本買うと言った。

「もう少し城に近いところで聞けば違ちがう情報も手に入るだろう」

　串を一本差し出されそれを口に入れると、あまり美味おいしいものではなかった。

「城の近くに住んでいる上級精霊様の中にゃ精霊王から花嫁を奪い取るつもりの輩やからが何人かいるって話も聞いたぞ」

　おっさん精霊の言葉に思わず眉み間けんにシワが寄る。

「精霊王が惚ほれるほどの女だ！　全てが無条件に美しいのだろうって、力ある精霊様達は考えているらしい。精霊王を倒たおせば手に入る、イコール精霊王になれるってね！」

　頭の悪い考え方に頭痛がする。

「まあ、すでに精霊王が数人ボコボコにして川に流したって聞いたが、力に自信があるなら試してみたらどうだい」

「へーじゃ私も参戦するかな」

「ウィーザは精霊王になりたいのですか？」

「いや、だが愛し子は褒ほめてくれるやもしれん」

　アルティナ様に褒めてもらえるのは羨うらやましい。

　ウィーザはニヤリと口元を引き上げた。

「オヤジ、楽しい話だった。シジャル行くぞ」

　ウィーザはご機き嫌げんな足取りで先を歩く。

「シジャルよ、もっと簡単に精霊王になれる方法があると思わないか？」

「例えば？」

　自分の問いにウィーザは楽しそうに笑った。

「精霊王をぶちのめした魔王を止めて、国に平へい穏おんをもたらした英えい雄ゆうになればいい」

　ウィーザの言葉に自分は深いため息をついた。

「セコくないか？」

「だが当分の間、他の奴らが愛し子に悪さできなくなるぞ」

　それはいい考えかも知れない。

「私はたまに愛し子に頭を撫なでてもらえるだけで満足だしな」

「はぁ？」

　変な声が出た自覚はある。

「アルティナ様に頭を撫でてもらってるのか？」

　怒いかりで声が震ふるえそうだ。

「抱だきついたり膝ひざ枕まくらしてもらっているわけじゃあるまいし、それぐらい許せ」

「一回頭を潰つぶしてもいいか？」

「嫌いやだぞ。それに、シジャルが頭を撫でてほしいと言えば、愛し子は喜んでやってくれるだろ？　抱きついたり膝枕だってしてくれるはずだぞ。お前も頼たのんでみてはどうだ」

　その話を鵜う吞のみにしたあげくアルティナ様に気持ち悪い者を見る目でも向けられたら死ねるとその時本気で思った。

　思わず考え込む自分をニヤニヤ見ていたウィーザに肘ひじでこづかれた。

「撫でてほしいと言うだけでも愛し子は喜ぶと思うぞ。試ためすだけ試せ」

　正直、アルティナ様に頭を撫でてほしい。

　あの人の柔らかく小さな手で頭を撫でられたらどんなに幸せだろうか？

　想像しただけで……ウィーザに殺意が。

「すぐ殺気を飛ばすな」

　ウィーザが嫌そうな顔をするなか、城に向かって歩いていると街並みが変わってきた。

　大きな家が増えていく。

　そして大きな門が現れた。

「その先は上級精霊の住む地域だ。人間で言うところの貴族居住区みたいなもんだ」

「それを聞いただけで面めん倒どう臭くさそうだ」

「言っとくが、私も上級精霊だからな」

　では、ウィーザも貴族みたいなものなのか？

　まあ、雰ふん囲い気きはある気がする。

　門に近づくと、甲かっ冑ちゅうを着た門番の精霊が四人見えた。

　最悪、殴なぐって突とっ破ぱしよう。

　それぐらいの心構えで門に近づく。

　門番はウィーザを見ると頭を下げた。

「知り合いか？」

「私は上級精霊だと言っただろ」

　いつ行っても実家近くの洞どう窟くつに住み着いている精霊ぐらいにしか思っていなかったが、精霊界かい隈わいでは有名人なのかも知れない。

　門を通り進むと、庭付きの豪ごう邸ていが立ち並ぶエリアにきた。

　門を潜くぐる前までの騒さわがしさはなくなり、なかなか静かだ。

「城に近ければ近いほど力の強い上級精霊の住まいになる」

「ウィーザの家は？」

「城の目の前だ」

　ウィーザの説明で言えば、ウィーザは相当高貴な精霊と言うことになる。

「シジャルよ。私が森の洞窟に住んでいるとでも本気で思っていたのか？」

　ずっとそう思っていたが、違うのか。

　長年信じていたものを否定されると悲しいものだ。

「まあ、ほとんどあの洞窟に住んでいるようなものだが、違うぞ。あの洞窟は精霊にとって神聖な場所なのだ。あの洞窟を任されているところに、私の力の強さが表れているのだ……って聞いてるのか？」

　ウィーザの話を半分ぐらい聞き流していると、前方に小さく城が見えるのが解った。

　真っ白な城はキラキラと光っているようで凄すごく目立つ。

「あそこにアルティナ様が」

　思わず呟けば、ウィーザに尻しりを蹴けられた。

　殺意を込めて睨にらめばウィーザは声をあげて笑う。

「情けない声を出すな。あそこの一番上にお前の愛し子がいる。好きなだけ暴れろ。私は自分の屋や敷しきに結界を張ったら手伝いに行ってやるから。私の家に当たらないように魔法を使うんだぞ」

　ウィーザのその自分本意な考え方に、本当に気き紛まぐれな精霊なのだと納得させられる。

「城に結界は張られていないのか？」

「張ってるだろう。だが、お前なら簡単に壊こわせるだろ？」

　精霊の王が住む城の結界がそんな簡単に壊れるのだろうか？

「結界も張ってるし兵士も沢たく山さんいる。なんなら属性に特化した精霊達が一いっ斉せいに攻こう撃げきしてくるはずだ」

「想定内だ」

　ウィーザは励はげますように背中をバシバシと叩たたいてきた。

「心配するな、私ほどの力を持つやつなどそうそういない」

　ウィーザとは小さなころから手合わせをしていて、どれだけ強いかは知っている。

　ウィーザ並みの精霊が何十人と出てきたらきっと……手加減できずに殺してしまうかも知れない。

　返り血を浴びた自分を見てアルティナ様が悲鳴などあげた日にはショックで心臓が止まるかも知れない。

　やはり手加減して、城の最上階まで行かなければ。

　気合いを入れるために両手で自分の頰ほおをはさむように叩いた。

　徐じょ々じょに近づく城。

　城の前には数人の精霊が警備をしていた。

　警備の手て薄うすな所から結界を壊した場合、もし万が一結界を壊すのに時間がかかった場合、警備している精霊に襲おそわれるかも知れない。

　なら、まず警備している精霊を倒してから結界を壊すといいだろう。

　だが正面突破だと加勢してくる精霊も早く到とう着ちゃくするかも知れない。

　城の周りを一周歩き最善策を練る。

　自分が結界を張る時、一番綻ほころびやすいのは何処どこかと考えてみる。

　普通に考えれば出入り口が綻びやすいだろう。

　出入り口のないタイプなら綻びにくいが、力のある精霊が入る時は入り口部分の結界を解く。

　それに、綻びやすいからこそ警備の精霊をつけているはずだ。

　考えているうちに、ウィーザは自分の屋敷に結界を張りに行ってしまったようだ。

　一通り考えた末に、ひとまず正面の入り口に急いだ。

「何だ貴様」

　マジマジと警備の精霊を眺ながめていると、明らかに炎ほのおの精霊ですと言わんばかりの燃えるような赤毛の精霊に絡からまれた。

「見ていただけですが？」

「何故なぜ見ていた！」

　どうやって侵しん入にゅうするかシミュレーションしていましたとは言えないだろう。

「何故喋しゃべらない！」

　そう言うなり胸むなぐらを摑つかまれた。

　血気盛さかんな精霊もいるんだなと思いながら、胸ぐらを摑んでいる手を逆に摑んで投げ飛ばす。

「突とつ然ぜん人の胸ぐらを摑むのは感心しません」

　投げ飛ばされた精霊は顔を真っ赤にして、両手に炎の球を出し投げつけてきた。

　自分はそれをかわしながらその精霊に近づき、思いっきり腹を数回殴った。

　泡あわを吹ふいて倒れる精霊を見て、他の精霊達が次々に攻撃を仕し掛かけてくるが構わず全部の攻撃を避さけ全員の腹を殴っておいた。

　結果的に警備の精霊を全員倒せたので、そのまま結界を壊すことにした。

　予想は外れて警備の精霊の邪じゃ魔まが多く入り、結界を解くまでに大分時間がかかった。

　結界を解き始めてからも警備の精霊が出てきて、最後の方は面倒になり時短のために素す手でで無理やりこじ開けてしまったのだが、これは失敗だった。

　結果的に自分の血で手が染まってしまった。

　城の中に入るなり兵士だと思われる甲冑を着た精霊がわらわらと出てくるし、無む駄だに広い城の中では剣けんも楽々振ふるえてしまう。

　色々と能力を付ふ与よしたコートであっても、当たれば痛い。

　剣での攻撃はできるだけ避け、魔法で精霊達の甲冑の繫つなぎ目を狙ねらう。

　治ち癒ゆ魔法で手の傷を治したいところだが、そんな余よ裕ゆうは与あたえてくれない精霊兵士の攻撃に、広こう範はん囲い魔法で雷かみなりを落とす。

　全員が倒れ、手加減できたか心配になったが数人確かく認にんすると息はあったから大だい丈じょう夫ぶだろう。

　物語の姫を助けに行く勇者も基本最上階を目指す。

　早く元気なアルティナ様の顔が見たい。

　そう思いながら必死に階段を上り、あと少しで最上階につくと思ったその時だった。

「魔王様？」

　聞き慣れた可愛かわいらしい声が聞こえた。

　見れば、物置のような目立たない扉を小さく開けてこちらを見ているアルティナ様がそこにいた。

「アルティナ様!!」

　なんでこんな所にいるんだと聞きたいのに、アルティナ様の元気な姿を見られて嬉うれしくて何とも形容しがたい感情が湧わき上あがり、膝ひざから崩くずれ落おちたのは仕方がないと思う。

　心配したアルティナ様が自分に走り寄ってきてくれたのは涙なみだが出るかと思うぐらい嬉しかった。

「魔王様ですか？」

　アルティナ様が目の前にいる感動で抱き締しめようとしてやめた。

　首を傾げるアルティナ様には悪いが、血ち塗ぬられた手で彼女に触ふれたくない。

「はい、迎むかえに来ました」

　そう言って笑え顔がおを向ければ、アルティナ様は自分をマジマジと見つめた。

　そして、アルティナ様は自分の手を摑むと言った。

「血塗られた手を握にぎってやってほしいと、ウィーザ様から言われましたが……自分の血で濡ぬれるだなんて聞いてません！　もっと自分を大事にして下さい」

　心配で今にも泣きそうな顔の彼女がポケットからハンカチを出して自分の手に巻こうとするのを見て思わず手を引く。

「手当てをさせて下さい」

「汚よごれますので、触れないで下さい」

　血でアルティナ様を汚すわけにはいかない。

「そんなことを言っている場合ではありません！」

　怒おこったように言うアルティナ様を見て、どんな顔をしても可愛いと全然違うことを考えていたのは申し訳ないと思う。

　それよりも、とアルティナ様を汚す前に自分の手に治癒魔法と浄じょう化か魔法をかける。

「早く手を出して下さい」

　かなり怒った声に手を差し出すと、アルティナ様の瞳ひとみから涙が溢れた。

　慌あわてた自分はポケットを探さぐったが、ハンカチは入っていない。

　仕方なく服の袖そでで涙をふいて差し上げると、困ったような顔をされた。

「ハンカチ、持ってます」

　言われてみれば、アルティナ様は自分の手に巻こうとしていたハンカチを持っていた。

「す、すみません。自分はアルティナ様の涙に弱いので、慌ててしまいました」

　いいわけを聞くと、アルティナ様はクスクス笑った。

「魔王様は可愛らしい方なのですね」

　可愛らしいのは貴女あなただ！　と大声で叫さけびたいぐらい可愛かった。

「あ、あの、魔王様」

「はい、何でしょう？」

　アルティナ様は申し訳なさそうに言った。

「魔王様のお名前を教えて下さいませんか？」

　その一言に、嫌でも記き憶おくを奪われたことを実感させられた。

「シジャル・ミルグリットと申します」

　アルティナ様は首を傾げた。

「ミルグリット様は私の愛する人だと聞きました」

　他た人にん行ぎょう儀ぎに家名で呼ばれ、心臓が止まりそうになる。

「……アルティナ様」

「はい」

「シジャルとお呼び下さい」

　アルティナ様は不思議そうに言った。

「シジャル？」

　自分でお願いしておきながら、突然の呼び捨ての衝しょう撃げきで一瞬心臓が止まったかと思った。

　衝撃の大きさに心臓を摑むように胸を押さえていると、アルティナ様が心配そうに背中を摩さすってくれる。

「シジャル大丈夫？　苦しいのですか？」

　あまりの可愛さに苦しいですとは言えない。

　呼び捨てにされただけで身み悶もだえる気持ち悪い男と化している。

「だ、大丈夫です」

　自分の婚こん約やく者しゃは天使である。

　そう確信していると、殺気を感じた。

　見れば、金色の髪かみをなびかせた上級精霊がこちらを睨んでいた。

「ベルン……」

　アルティナ様がその精霊の名を呟いた。

「何故部屋から出た。君は我の嫁だ！　こっちに来るんだ」

　アルティナ様を嫁と叫ぶってことは、あれが精霊王。

　アルティナ様を拐さらった犯人ということになる。

「君はユニコーンが好きなはずだ。そうだろ？」

　アルティナ様はその言葉に首を傾げた。

　精霊王は懐ふところから本を取り出して見せた。

「君はこの本を読んでいたじゃないか！」

　その本には見覚えがあった。

「あ、それ、アルティナ様に自分が勧すすめた王立図書館の貸し出し本なので返へん却きゃくして下さい」

　その言葉にアルティナ様は理解したような顔をした。

「なるほど、ユニコーンに興味がないのに何故読んでいたのかと思ったら、愛する人に選んでもらった本だったから持っていたのですね！」

　精霊王の顔色は最悪だ。

「爪つめの先ほども興味のない物を何故好きだと思われているのか不思議だったので納得しました」

　精霊王はそんなアルティナ様から視線をそらし、自分を睨みつけた。

「そうか、貴様が彼女を唆そそのかして噓うそを吹き込んだのだろう！　許さない」

　そう言った精霊王の腕うでからバチバチと音がして青い炎が上がる。

　青い炎は赤い炎よりも力が強い。

　あんな魔法をこんな所で使われたら、アルティナ様が熱い思いをするかも知れない。

　そう思った瞬間精霊王が青い炎を弓と矢の形にして打ってきた。

　自分でも怯ひるむぐらい強力な炎の矢からアルティナ様を抱かかえて避よける。
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　アルティナ様を抱えては回かい避ひするのが精せい一いっ杯ぱいの攻撃にイライラがつのる。

　はっきり言って迷めい惑わくだ。

　アルティナ様には常に幸せな気持ちでいてほしい。

　それを脅おびやかす輩には制裁を。

　自分は抱えていたアルティナ様を下ろし後ろ手に庇かばうように立ち、怒りに任せた魔ま力りょくをまとった。

　自分の腕が漆黒の靄もやに包まれる。

「何だその力は？」

　得体の知れない魔力に精霊王が怯んだのが見てとれた。

「聞かれて、自分の力はこういう威い力りょくがあるとか言う奴はすぐに死にますよ」

　まあ、見たことのない力に見えるだろう。

　アルティナ様に魔王のように見えたらいいと思って、使える魔法に黒を着色しただけのなんちゃって黒魔法なのだ。

　魔法は属性の相あい性しょうで向き不向きがある。

　相手が炎の魔法を使うなら水魔法が効果的といったものだ。

　その点この着色魔法は何魔法か特定されづらい。

　そんなメリットしかない魔法である。

　勿もち論ろん父や兄には一いっ切さい通用しない魔法である。

　そんな着色魔法を警けい戒かいする精霊王に、先手必勝の技わざをくりだす。

　ただの水魔法を精霊王目め掛がけて撃うった。

　水魔法本来のダメージが、着色しているせいでスライムのように体にまとわりついているように見えるだけなのに、得体の知れない精神的なダメージも喰くらっている精霊王。

　汚れただけの服を気にして注意力が散さん漫まんになっている。

　その隙すきに背後に回り込み回し蹴りを叩き込むと、精霊王は壁かべに打ちつけられ失神した。

「精霊は穢けがれるのが嫌いだから上手うまくいった」

　さあ、アルティナ様と一いっ緒しょに帰ろう。

　そう思ってアルティナ様を見れば、いつの間に来たのかウィーザと話をしていた。

「ウィーザ、来るのが遅おそい」

「バカを言うな。下の階で兵士達の足止めをしてやっていたんだぞ！」

　どうやらウィーザも陰ながら頑がん張ばっていたようだ。

「アルティナ様、お怪け我がはありませんか？」

　二人に近づき聞けば、アルティナ様より先に、首元にいたシャルロがキュイーと泣いた。

「シャルロ、大丈夫か？　よくアルティナ様を護まもってくれた。偉えらいぞ」

　そう言ってシャルロの頭を撫でようとしたら尻尾しっぽで手を叩き落とされた。

　シャルロは自分の使い魔まのはずなのに自分に厳しいと思う。

　そして使い魔だからこそアルティナ様の首元にいるのに触さわるなと言っているのが簡単に伝わってくる。

　言われて見れば、すぐに助けにも来なかった不ふ甲が斐いない自分に触られたくないのだとすぐに理解した。

「で、ウィーザはアルティナ様と何を話していたんだ？」

　気になっていたことを聞けば、ウィーザがニッコリと笑った。

「別にたいしたことじゃない。ただシジャルは愛し子を救い出すために必死に頑張ったのだから抱き締めて頭を撫でてやってほしいと頼んでいただけだ」

　ウィーザに対する怒りよりも先に感謝してしまいそうになった自分をぶん殴ってやりたい。

「ア、アルティナ様！　信じなくていいですからね」

　絞しぼり出すように言えば、アルティナ様は手を広げてハグ待ちのポーズをとった。

「しますよ」

　自分から抱き締めてしまいたい衝しょう動どうを抑おさえて、首を横に振った。

　今抱き締めてしまったら勢い余って……歯止めがきかなくなって嫌われる未来が見える。

「は、早く帰りましょう。ユーエン様達も待ってますから」

　その言葉に、アルティナ様は首を傾げた。

「ユーエン様とはどなたですか？」

　その瞬しゅん間かん、アルティナ様の記憶がなくなっていることを再認にん識しきしたのだった。
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　魔ま王おうことシジャルに連れられてやってきたのは、綺き麗れいなお屋や敷しきだった。

「ひとまず、お疲つかれでしょうから、アルティナ様もゆっくり休んで下さい」

　優やさしくエスコートしてくれるシジャルを見つめて思った。

　シジャルの方が何十倍も疲れているように見える。

　屋敷の扉とびらを開けて中に入るとバタバタと足音が響ひびいてきて驚おどろいた。

「「「奥おく様さま！」」」

　三人の獣じゅう人じんさん達が私の手を摑つかんだ。

「ご無事でようございました」

　最年長だと思われる妖よう艶えんな美人の獣人さんは目に涙なみだをいっぱい溜ためている。

「私、心配で……心配で」

　もう一人の女性はポロポロと涙が流れていた。

「あ、僕、モニキス公こう爵しゃく家けに奥様が帰ってこられたことを伝えてきます」

　最年少で男の子の獣人さんは慌あわてたようにドアに向かって走って行く。

「シジャル。あの、奥様と呼ばれるってことは、私と貴方あなたは結けっ婚こんしていたの？」

　私の言葉に、全員の動きが止まった。

「旦だん那な様、奥様はどうなさったんですか？」

「イオリさん……アルティナ様は今記き憶おくがないんです」

　困ったように言ったシジャルの言葉のせいで三人の顔が青くなる。

　シジャルは私の頭を少しだけ撫なでた。

「でも、すぐに思い出しますよ。だから、そんな不安そうな顔をしないで下さい」

　その言葉で、私まで不安そうな顔をしていたのだと気づいた。

「三人はアルティナ様を奥様と呼んでいますが、アルティナ様と自分はまだ結婚していません」

　シジャルは優しく言ってくれたが、胸がズキンとした気がした。

「ロンド君、ユーエン様にここへ来るように伝えて下さい」

「は、はい」

　ロンド君と呼ばれた男の子の獣人さんは静かに部屋を出て行った。

　さっき教えてもらったばかりだが、ユーエン様という人が、私の兄なのだそうだ。

　どんな人が来るのか、優しい人だと嬉うれしい。

　寝しん室しつに案内するというシジャルを追いかけ歩いていくと、シジャルが私の顔を覗のぞき込んだ。

「アルティナ様、一つお聞きしたかったのですが」

「何でしょう？」

「何故なぜ最上階の部屋におらず、その下の階の物置部屋に隠かくれていたのですか？」

　私はあの時、私の世話をしている三人の精せい霊れい達が侵しん入にゅう者しゃが現れたと慌ただしくしているのを見て、逃にげるチャンスだと思い部屋を出た。

　だが思いの外、精霊達がうろうろしていて一階分下りるので精せい一いっ杯ぱいだったのだ。

　タイミングを見て更さらに下の階に行こうと思っていた矢先、シジャルの姿を見て、この人が魔王なんじゃないかと思い声をかけたのだった。

「アルティナ様、部屋でゆっくり休んで下さい。自分は少し仕事の打ち合わせをしてきますから」

　そう言って、シジャルは私から離はなれようとした。

　思わず彼の服を摑んでしまう。

「アルティナ様？」

　はっきり言って、彼を好きだという実感はあまりない。

　だが、彼の優しい眼まな差ざしや声や雰ふん囲い気きが、心細い私を安心させてくれる気がした。

　この人に迷めい惑わくをかけては駄だ目めだと思っているはずなのに、何だか不安で、離れて欲しくない。

「行っちゃ、嫌いや」

　思わず出た言葉に、シジャルは動きを止め固まった。

　何が起きたのか更に不安になる私をシジャルはゆっくりと抱だき締しめた。

「そんなこと言われたら……お側そばにいます」

　お仕事の邪じゃ魔まをしてしまった。

　私は奥様失格かも知れない。

　でも、それを許してくれる目の前の優しい人と一分一秒でも長く側にいたい。

　シジャルは私をお姫ひめ様抱っこすると二階にある寝室に運んでくれた。

　そんな説明をしてすぐ、私達は寝室についた。

「今は少しでも眠ねむって下さい」

　ベッドに私を寝ねかせ、布ふ団とんをかけると手を握にぎってくれた。

「側にいますから」

　シジャルからの心配が伝わってくる。

　それにこの人といると、凄すごく心がポカポカしてくる。

　これは、どういった感情なのだろうか？

　ゆっくりと瞼まぶたが重くなり、うとうとしだしたころ、寝室のドアが勢いよく開き、私の目はパッチリ開いた。

「アルティナ、無事か！」

　ナイトブルーの髪かみの男性が怒おこったような顔で近づいてきて、私は恐きょう怖ふでシジャルに抱きついた。

「ユーエン様、アルティナ様が怯おびえていますから」

「す、すまない」

　この人が私の兄？

　こんなに怖こわそうな人だなんて、ちょっとショックだ。

「司書長、本当にありがとう。アルティナが無事で本当に……本当によかった」

「それが、完全に無事ではないのです」

「は？」

　兄は心配そうに私の顔をペタペタと触さわる。

「何処どこを怪け我がした？」

「さ、触らないで下さい」

　私が強く言えば、兄は顔を青くした。

「痛いのか？」

「ち、違ちがいます」

　兄は助けを求めるようにシジャルを見た。

「アルティナ様は今、記憶喪そう失しつなのです」

　兄はこの世の終わりのような顔をした。

「き、記憶がなくなるほど酷ひどい目に遭あったのか？」

　兄が膝ひざから崩くずれ落おちる。

「違います。たぶん」

　私はベルンに捕つかまっていた時のことを考えていた。

「あそこにいる間、酷いことはされませんでした」

　むしろ、我わが儘ままを聞いてもらっていた方だ。

「ベルンは、私を花はな嫁よめにするつもりでしたから」

　私の一言で部屋の温度が、二〜三度下がったような気がした。

「ああ、妃きさきにするとかほざいてましたね……あいつだけでも息の根を止めてやればよかった」

　シジャルの口から殺意が漏もれた。

「私は何処かでこの人じゃないと思っていたので、声を出すことをやめました」

　二人はポカンとした顔をした。

「喋しゃべらない子なんて、すぐに飽あきると思ったんです」

　私の話を聞いた二人は何故か笑い出した。

　笑うようなところがあっただろうか？

「そうか、記憶がなくてもアルティナはアルティナだな」

　兄が楽しそうに笑うのを見て、何だか温かい気持ちになる。

「とにかく、家に帰ろう」

　兄の言葉に、私は首を傾かしげた。

「ここが家ではないのですか？」

「ここは新居だ。司書長と結婚したらここに住むが、まだ二人は結婚していないからな」

　ということは、シジャルと離れ離れになってしまう。

「どうした？」

「ここにいては駄目ですか？」

　兄がショックを受けたようにふらついた。

「アルティナ、お前がいなくなって僕もリベリーもラフラも心配で夜も眠れなかったんだぞ」

　知らない人の名前が出てきた。

「あの、リベリーとラフラとは、どなたですか？」

　私の質問に兄は項うな垂だれた。

「アルティナ様のお姉様達のことです」

　シジャルが少し悲しそうにそう言う。

　忘れてしまうって、皆みなに嫌な想おもいをさせてしまうのだ。

「ごめんなさい」

　私が謝ると兄は首を横に振ふった。

「いや、お前が一番つらいはずだ。何も思い出せなくてもお前は僕達の大事な妹だってことは変わらない」

　兄は優しく笑ってくれた。

　ああ、ずっと怖そうな人だと思っていたけど、私のことが大事で仕方のない人なのだ。

「だが、それなら余計に家に帰って二人にも会ってほしいのだが」

　私はチラッとシジャルを見た。

「シジャルと離れたくない」

　本心を口にしたのに、シジャルは顔面を両手で覆おおってしまう。

　耳が真っ赤に見える。

「助けてくれた人と離れがたいのは解わかる……が、司書長もまだこの屋敷には住んでいないのだ」

　ということは、シジャルも自分の家に帰って私は一人ぼっちになってしまうということ？

　そう考え出したら、泣きそうになった。

「シジャル、帰っちゃう？」

　シジャルの服を摑んで聞けば、はうーと何だか解らない声が漏れてくる。

　摑んだつもりだったけど、つねってしまったのだろうか？

　不安になる私を見返すことなく、シジャルは兄の服を摑む。

「じ、自分はどうしたらよいでしょうか！」

　シジャルの叫さけびに兄が頭を抱かかえた。

　暫しばらく何とも言えない構図でいた私達だったが、意を決したように兄が口を開いた。

「解った。司書長はアルティナの側にいてくれ」

「そんな、こんな可愛かわいいがすぎる人と二人にされたら……自分を椅い子すに縛しばりつけて下さらなければ無理です！」

　何だか不ふ穏おんなことを言うシジャルの肩かたをがっしりと摑み、兄はニッコリと笑った。

「椅子に縛りつけるのはなしだ」

　ひぐーっと変な音がシジャルから響く。

「その代わり、僕らもここに暫く住む」

「僕ら？」

　シジャルが首を傾げると、兄はフーっと息を吐はいた。

「僕とリベリーとラフラだ！　それならいいだろ？」

　シジャルは安心したように笑う。

「それは素す晴ばらしい考えです」

　兄も満足そうだ。

「と、いうわけで、二人を連れてくるから司書長はこのままアルティナの側にいてやってくれ」

「勿もち論ろんです」

　兄が姉達を連れてくるのを待つことになり、シジャルは私の横で手を握り続けてくれた。

「アルティナ様のご家族は皆頼たのもしいので、安心して下さい」

　そう言ってもらえてもシジャルが側にいてくれる方が安全な気がする。

「シジャル」

「はい。何でしょう？」

　私はずっと気になっていたことを聞くことにした。

「私は本当にシジャルをシジャルと呼んでいましたか？」

　何だかしっくりこないとずっと思っていたのだ。

「それに、シジャルは私のことをアルティナ様と呼びますよね？　私はそんなに偉えらそうな女でしたか？」

　シジャルは凄く慌てだした。

「違ちが、そうではなくてですね！　あの、実はアルティナ様……」

「噓うそをつきましたか？」

　疑った目で見れば、シジャルはグッと息を吞のみ頭を下げた。

「すみませんでした」

「シジャル様」

「はい」

　やっぱり、何だかこっちの方がしっくりくる。

「私に噓をついたら信じてしまうじゃないですか！」

「本当に本当にすみません！」

　シジャル様が必死に謝ってくれたので私は怒る気にはならなかった。

「じゃあ、罰ばつとして、アルティナと呼んで下さい」

　シジャル様はゴクリと喉のどを鳴らした。

「さあ、言って下さい!!」

「ア、アルティナ……様」

　私が頰ほおを膨ふくらますと、シジャル様は目を強く瞑つぶった。

「アルティナ」

　名前を呼ばれただけでまた心がポカポカするのを感じた。

「嬉しいです」

　私が笑えば、シジャル様も赤い顔をしながらも笑ってくれた。

　その後も、少しでも寝て休んだ方がいいと言うシジャル様に沢たく山さん質問をした。

　私達の出会いの話やこれまであったことを沢山聞くことができた。

　そして、記憶がないことを物もの凄すごくもったいなく思った。

　暫くそんな話をしていると、屋敷の中が騒さわがしくなった。

　何事かと思っているとすぐに私達のいる部屋のドアが勢いよく開いた。

「「アルティナ！」」

　入ってきたのはとても美しい二人の女性。

　きっとさっき兄が話していた姉達なのだろう。

　二人はシジャル様を押しのけるようにして私に抱きつく。

「ちゃんと顔を見せて〜」

「無事なの？　ねぇ！　何処か痛いとこはない？」

　おっとりとした女性は私の顔をペタペタと触り、活発な女性は私の体をペタペタと触った。

「リベリー、ラフラ、さっきも言ったがアルティナは記憶がないんだぞ。そんなことしたらビックリするだろ」

　兄が止めてくれ安心したが、私から引ひき剝はがされた姉達はポロポロと美しい涙を流していた。

「あ、あの、お姉様達のことを教えて下さいませんか？」

　私がそう聞けば、さっきまで泣いていた二人が私に話し出した。

　聞き取るのがやっとの早口のような話に頭がぐるぐるする。

「リベリー、ラフラ、アルティナがついていけてないぞ」

　兄が控ひかえめに言った言葉に姉達は鋭するどい視線を向けて黙だまらせた。

「お二人とも下でお茶でも飲みながら、ゆっくり話されてはいかがでしょうか？　お菓か子しも用意しますので、どうぞ」

　シジャル様がそう勧すすめると姉達は納なっ得とくしたようだった。

「アルティナ、お茶にしましょう〜」

「そうね。焦あせる必要はないものね！」

　シジャル様は私に向かって手を差し出す。

「アルティナ様、エスコートさせていただけませんか？」

　この二人に言うことを聞かせられるなんて凄いと思っているのに、更さらに私をエスコートまでしてくれて、シジャル様はスマートで格好いい。

　こうして、シジャル様の作戦により二人の話の応おう酬しゅうから一時的に抜ぬけ出せたのだった。
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　アルティナ様がお姉様達二人に揉もみくちゃにされているなか、呆あきれた顔のユーエン様に自分は耳打ちした。

「二人だけでお話ししたいことがあるのですが」

「妹達には聞かせられないことか？」

　不思議そうなユーエン様に苦笑いを向ける。

　それだけで言いづらいことなのだと察してくれたユーエン様は、解わかったとだけ返してくれた。

　その後、アルティナ様とお姉様達を応接室に残して自分とユーエン様は、書しょ斎さいに向かった。

　本の匂においがする落ち着く書斎につくと、ユーエン様は首を傾かしげる。

「改まってどうした？」

「結けっ婚こん式しきの話なのですが……」

　ユーエン様は訝いぶかしげに自分に近づいた。

「結婚式を延期した方がよいのではないでしょうか」

　自分の言葉にユーエン様は眉み間けんにシワを寄せた。

「それは、記き憶おくをなくしたアルティナが面めん倒どうになったということか？」

「違ちがいます！」

　そんな理由はこの世の中に存在しない思想だ。

「アルティナ様は今、記憶がありません。そして周りが言うから自分を婚こん約やく者しゃなのだと認にん識しきしているに過ぎません。結婚式まであと三カ月足らずだと言われても、そんな状態のアルティナ様からしたら八歳も年上のおじさんをそんなにすぐに受け入れられるでしょうか？」

　アルティナ様と過ごした時間がゼロになってしまったということは、自分を嫌いやだと感じてしまう可能性もまたゼロではなく、むしろかなりの確率でそうなっても不思議ではない。

「その話は、アルティナにしたか？」

「いいえ。していません」

　ユーエン様は腕うでを組んで悩なやみ始めた。

「今日、アルティナを見た感じでは司書長に対して好意は持っているようだ。だが、不安から解放され頼たよれるのが司書長だけだったからだと言われたら否定はできない」

　自分もそう思う。

　雛ひなの刷り込み現象と同じで、あくまでアルティナ様は〝婚約者〟で〝助けに来た人〟という最初の印象から自分を頼ってくれているだけではないか。

　むしろ、それが事実だろう。

「ひとまず延期にして、アルティナ様がやっぱり結婚できないと判断なさるなら……この話は」

「司書長はそれでいいのか？」

　自分は苦笑いをすることしかできなかった。

　はっきり言えば、婚約を解消するなんて考えたくもない。

　だが、アルティナ様には幸せになってほしいのだ。

「司書長はアルティナをなめている」

「は？」

　ユーエン様は顔中に不ふ機き嫌げんを貼はり付つけていた。

「アルティナは結構面倒な女だってことを司書長は解っているのか？」

　アルティナ様が面倒だと思ったことなど一度だってない。

　自分が首を傾げていると、ユーエン様はため息をついた。

「アルティナは小さなころから、面倒だと思ったら絶対やらないし、嫌だと思ったら何としても嫌だと主張する。極きわめつけに頑がん固こだ」

　自分の中のアルティナ様像とは少し違う気がする。

「アルティナをそんな風に思ったことはないか？」

「そうですね」

　ユーエン様は口元に笑えみを浮うかべた。

「アルティナはよっぽど司書長に嫌きらわれたくないんだろう。記憶がなくったって、その気持ちまでなくなってしまうとは、僕には思えないのだ」

　そんなことを言われても実感など持てない。

　アルティナ様は美しくて可愛かわいくて聡そう明めいで、どんな男でも彼女に好意を寄せてしまう。

　そんな彼女が記憶をなくしたと聞いたら、きっと結婚話など関係なく求きゅう婚こんしてくる奴やつがワラワラと現れるのだ。

「一度アルティナに聞いてみるか？」

「え？」

「司書長はアルティナをまだ好きだろ？」

「それは勿もち論ろん」

　ユーエン様は優やさしく笑みを作った。

「なら、あとはアルティナがどうしたいかじゃないのか？」

　それはそうだ。

　それでも、アルティナ様に『じゃあ、結婚はしません』などと言われたら死んでしまう自信がある。

　アルティナ様に直接トドメを刺さされたくないが、アルティナ様を可愛がっている兄のユーエン様に延期だと言われたら我が慢まんできると思ったから話したのだ。

　頭を抱かかえる自分をよそにユーエン様が書斎を出て行ってしまったのに気づき慌あわてた。

　急いでユーエン様を追いかけると、自分をチラッと見たユーエン様が何故なぜか走りだした。

　何が起きたのか呆ぼう然ぜんとする自分の耳に勢いよく開かれた扉とびらの音とユーエン様の声が響ひびいた。

「アルティナ、話がある！」

　しまった！　ボーッとしている場合じゃなかった。

「司書長が結婚を延期してはどうかと言っているがアルティナはどう思う？」

　遅おそかった。

　止めに入る前にユーエン様が発した言葉を部屋の前で聞いた。

　部屋に入るのがとても怖こわい。

「「アルティナ！!?」」

　お姉様方の悲鳴のような声に慌てて部屋に入ると、アルティナ様の瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちていた。

　全身が凍こおりつくかと思うほどの緊きん張ちょうが走る。

　どうしたらいいか解らずオロオロする自分をお姉様方が睨にらみつけた。

「司書長様、アルティナを悲しませるなんてどういうことかしら〜」

「死んで詫わびていただきましょ！　ねぇ！」

　お二人に詰つめ寄よられ、助けを求めるようにユーエン様を見たが視線をそらされた。

「シジャル様は私が嫌いになりましたか？」

　アルティナ様の消えてしまいそうな声に慌てて彼女の目の前に跪ひざまずいた。

「違います」

　手を優しく握にぎり、涙に濡ぬれたアルティナ様の顔を見上げる。

「三カ月後に結婚式を予定していましたが、アルティナ様の記憶がないまま結婚するのは卑ひ怯きょうなんじゃないかと……」

　その言葉に、その場にいた自分以外が首を傾げた。

　何と説明したらいいか解らないがそう思ってしまったのだ。

「アルティナ様の記憶がない状態で婚約者だと言って結婚したら、精せい霊れい王おうと同じになってしまう気がするというか。結婚は義務ではなくアルティナ様が一番幸せになるためにしてほしいのです」

　何とか自分の気持ちを伝えられた。

　そう思った瞬しゅん間かん、跪く自分の頭を抱えるようにアルティナ様が抱だき締しめてくれた。

　意識を全部持っていかれるほど顔面に柔やわらかさが広がる上に凄すごくいい匂いがした。

「私は早く結婚したいです」

　アルティナ様の小さな呟つぶやきが耳をくすぐる。

　幸せすぎて今すぐ死んでもいいと思った。

「だから言ったのだ。アルティナは興味がないことはしない頑固者だと。たかが記憶がなくなったからといって司書長に対する気持ちがなくなるとは思えん」

　ユーエン様の声が聞こえたが意識を持っていくのは不可能だし、アルティナ様の香りを堪たん能のうしたら変態だと思われそうで、息を止めているせいで今にも天に昇のぼりそうである。

「シジャル様？」

　異変に気づいたアルティナ様が驚おどろいた顔をして自分から離はなれた。

　助かって嬉うれしいような残念で仕方がないような複雑な気持ちだ。

　とりあえず肺に空気を送り込む。

「なんで息を止めているんです！」

　アルティナ様が慌てているが、頭に酸素が行いき渡わたらずボーッとしそうになる。

「すみません。つい……」

　周りにいるユーエン様やお姉様方にはアルティナ様を止めてほしいと切に願う。

「思ったより司書長様はアルティナを大事にしてくれてますのね〜」

「あまり余計な気を遣つかってアルティナを混乱させないでほしいわ！」

　お姉様方が生暖かい目でこちらを見ている。

「アルティナ、司書長をあまりいじめるな。全てはお前のことを案じているのだ。それに、司書長は延期してはどうかと言ったのであって結婚しないとは一言も言っていないだろ」

　そう言われると、未練たらしくもやめようとは言えなかったのが恥ずかしくなる。

「シジャル様、私の我わが儘ままを聞いて下さいませんか？」

　アルティナ様はさきほどまでの涙が拭ぬぐいきれずにうるうるとした瞳でそう言った。

　こんな可愛い顔でお願いされて断れる男など存在しないと思う。

「自分にできることでしたら何なりと」

　すると、アルティナ様はニコリと可愛らしく笑った。

「私、シジャル様を好きなことだけはずっと胸の中にあるのです。それ以外は本当に何も思い出せません。こんな不安な状態でシジャル様までいなくなってしまったら死んでしまうかも知れません。だから、二度と結婚式を延期しようだとか言わないで下さい」

　アルティナ様を気き遣づかっているつもりで不安にさせてしまったことに、自分は深く反省した。

「お兄様、それにお姉様達も。私少し疲つかれてしまったみたいで、少し横になってもいいでしょうか？」

　アルティナ様が儚はかなげにそう言えば、ユーエン様達は慌てて自分にアルティナ様を寝しん室しつに連れて行くように促うながす。

　アルティナ様をお姫ひめ様抱っこして寝室に運んだ。

　ベッドに彼女を下ろし、髪かみを撫なでてから布ふ団とんをかけるとアルティナ様はうっとりするほど美しい笑え顔がおを自分に向けた。

「シジャル様、私をシジャル様のお嫁よめさんにして下さいませんか？」

　こんな可愛いお願いごとを拒きょ否ひできる人間が存在すると本当に思っているのだろうか？

「貴女あなたを必ず幸せなお嫁さんにしてみせます」

　誓ちかいを立てるように、アルティナ様の手ての甲こうにキスをした。

「シジャル様、違います」

　何が違うのかと聞く前にアルティナ様は恥はじらったように顔を赤らめた。

「手ではなく……」

　あまりの可愛さに目め眩まいがする。

「アルティナ様それは」

　寝室のベッドで、そんな可愛いアルティナ様の唇くちびるにキスをしてしまったら理性が死し滅めつするんじゃないだろうか？

　だがアルティナ様が望んでいるのだ。

　ここは男を見せるところだ。

　煩うるさい心臓の音を聞きながらアルティナ様に顔を近づけた。

　すると、やけに耳が研とぎ澄すまされて寝室の前でゴニョゴニョと誰だれかが話をしている気配まで感じられた。

「シジャル様？」

　不安そうなアルティナ様の額に軽いキスをして、人差し指を自分の口の前に立て、しーっとジェスチャーをしてから足音を立てないように近づき寝室のドアを開けた。

　ドアに耳をくっつけて中の声を聞いていたのか、お姉様方が部屋に倒たおれ込んできたのを腕を伸のばして支えると、二人を呆れたように見ていたユーエン様と目が合った。

「すまない。僕は止めたのだが」

　ユーエン様も苦労しているのだ。

　お姉様方にも反省してもらいたいと思っているのに、お二人は何故か自分の腕を興味深そうに見ていた。

「女性二人が倒れてきてもびくともしない筋力……ベスタンスには無理だわ〜」

「ヒョロく見えるけど体が引き締まってる！　どんなトレーニングしてるのかしら？」

　リベリー様に腕を触さわられ、ラフラ様には腹筋を撫でられた。

　何故こんなことに？

　後ろでユーエン様が頭を抱えているのが見えた。

「ちょっとお姉様達、シジャル様に触っていいのは私だけですからね！」

　さっきまでベッドにいたはずのアルティナ様が自分目め掛がけて抱きついてきたのを受け止める。

　何だかよく解らないが両手に花な状じょう況きょうだけは理解できた。

　すると、何故かアルティナ様を含ふくめお姉様方が顔を見合わせた。

　嫌な予感がしたが、どうすることもできないで三人を見ていると、せーのっと掛かけ声ごえを合わせてタックルをされた。

　地味な痛みを感じたもののとりあえず受け止める。

　日ひ頃ごろのトレーニングのお陰かげだろう。

　自分が倒れなかったのが何だか不満そうな三人にユーエン様が怒ど鳴なった。

「お前達の好こう奇き心しんのせいで司書長が困っているだろ！」

　好奇心だったのか。

　謎なぞが解けたことに安あん堵どしていると、リベリー様がニッコリと笑った。

「好奇心だと解っているなら、お兄様も一いっ緒しょに司書長様の体幹が何処どこまで耐たえられるか、協力して下さいませんの？」

　ユーエン様が嫌そうな顔をする。

　そんな顔しなくても、自分も男性の体を支えるのは何か違うと解る。

「すみませんが、こんなことをして皆みな様さまが怪け我がでもしたら大変です」

　自分も注意すると、三人は不満そうに口を尖とがらせた。

　ああ、さすが美人三姉し妹まい。

　不満顔でも可愛らしい。

「とにかく、アルティナ様もお疲れでしょうからゆっくり寝ねて下さい。ベッドはかなり大きなものを用意していますのでお姉様方もよろしければ、今晩ご一緒にどうぞ」

　こうして、自分とユーエン様は寝室を後にし、書斎でアルティナ様の無事の帰き還かんに乾かん杯ぱいをしたのだった。
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　真夜中に目が覚めると、月明かりが窓から差し込んでいた。

　横を見れば姉達が仲良く並んで寝ね息いきを立てている。

　こんな美人が自分の姉なのかと寝顔を見ていると、窓の開く音がした。

　そこにいたのは、自分を拐さらった張本人である精せい霊れい王おうのベルンだった。

　悲鳴をあげようとしたのだが声が出ない。

　精霊の力だろう。

　また拐うつもりなのかと睨にらみつけると、ベルンはつらそうに眉まゆを下げた。

『君に謝りに来たんだ』

　頭の中にベルンの声が響ひびく。

『君はユニコーンを見ても態度を変えなかった上に、ユニコーンのことを調べていたから我を好きになってくれたんだと思ったんだ。けど、君がいなくなってからよくよく考えてみたら、君はどちらかというと我に厳しかった気がした。撫なでてもらおうとしても投げやりだったり膝ひざ枕まくらしてもらおうとしたら冷たい目を向けられたり。なんで君が我を好きだと勘かん違ちがいしたのか不思議なぐらいだ』

　そこまで解わかるなら誘ゆう拐かいなどしないでもらいたい。

『理由は簡単だ。我が君を好きになったから、君にも好きになってもらいたかったのだ』

　ベルンは悲しそうな顔をした。

　いや、そんな顔をされたところで私は被ひ害がい者しゃである。

『精霊の国に連れて行っても、君は我を好きにならなかった。だから記き憶おくを消した。それでも君はやっぱり我を好きにならなかった。しだいに、一言も口をきいてくれなくなった』

　あれは、私の全力の抵てい抗こうだ。

『そして、君の愛する男が現れた……でも君、あれはやめた方がいいよ！　まだ間に合う。我と逃にげよう』

　頭の中に響くベルンの声が本気で心配していると解ったが、私は首を振ふってみせた。

『あんな化け物の何処どこがいい？』

　全部です！　と力いっぱい言いたいのに声が出ない。

『ウィーザって精霊が教えてくれたんだ。君を怖こわがらせないためにあの化け物は一人も精霊を殺さなかったんだって。だけど君がいなかったら、あの化け物は一人残らず精霊を殺しただろうって。そんな恐おそろしい奴やつがいいの？』

　それの何処が恐ろしいのか？

　それだけ私のことを考えてくれていたという確かな愛の形だろう。

『我と逃げないというのなら、君が手に入らないことは残念でならないがあの化け物を二度と精霊の国に入れないようにすることが、精霊王である我の使命だ』

　何をするつもりだと思った瞬しゅん間かん、ベルンは私に近づき手を伸のばした。

　触さわらないでほしいと思った時には頭を摑つかまれていた。

『君から奪うばったものを返さないと、あの化け物が取り返しにくるかも知れない』

　ベルンの言葉の後、失っていた記憶が頭の中に流れ込んできた。

　あまりの情報量に頭がクラクラする。

　そう思ったのとベルンが床ゆかに倒たおされたのは同時だった。

　啞あ然ぜんとする私の目の前でシジャル様がベルンを押さえつけていた。

　いつ部屋に入ってきたのかも解らなかった。

「やっぱりお前だけでも殺した方がよかったか」

　シジャル様の唸うなるような低い声にベルンが息を吞のんだ。

　ベルンが押さえつけられたお陰かげで、声を出さなくする術が解けたのが解り、私はベッドから這はい出でるとシジャル様の背中に抱だきついた。

「シジャル様、ベルンは私に記憶を返しに来てくれたんです」

　シジャル様がゆっくりと私を見た。

「それを信じろと？」

　月明かりに照らされてシジャル様の金色の瞳ひとみがギラギラして見える。

「はい」

　私が真しん剣けんに見つめれば、シジャル様は押さえつけていたベルンの上からゆっくり起き上がり私をギュッと抱き締しめた。

「ベルン、ちゃんと記憶は返してもらいました。これ以上ここにいると私の愛する人の手が貴方あなたの血で染まってしまいそうだから、早く国に帰った方がいいですよ」

　ベルンは名残なごり惜おしそうな顔をした後、怯おびえたように窓をすり抜ぬけて消えていった。

「また、拐われてしまうんじゃないかと心配しました」

　シジャル様の小さな呟つぶやきに胸がキュッとする。

「ベルンが来たとよく解りましたね？」

「空気が変わった気がして、慌あわてて来たらアルティナ様の頭を摑んでいる人ひと影かげが見えたので」

　絞しぼり出だすような声と共にお酒の臭においがする。

　シジャル様は私を抱かかえ上あげると歩き出した。

　何処に行くのかと思えば、応接室のソファーに私を下ろす。

「シジャル様？」

「本当に貴女あなたという人は……俺の側にいてもらわないと心配です」

　そう言ってシジャル様はソファーに座る私の腰こしに腕うでを回すとそのまま私の膝ひざに頭を載のせた。

　何だか可愛かわいくて頭を撫でてあげると、スースーと小さな寝息を立て始めた。

　萌もえすぎて声にならない悲鳴をあげてしまったのは仕方がないだろう。

　シジャル様が起きるまで頭を撫でたり頰ほおを突つついたりさせてもらったのは婚こん約やく者しゃの特権だと思う。
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　朝がきて、さすがに眠くなってきたころ、シジャル様が起きた。

　目を覚ましたシジャル様と目が合うとシジャル様は尻尾しっぽを踏ふまれた猫ねこのように飛び上がり、私から三メートルほど離はなれた。

　そして周りをキョロキョロしてから、それはそれは綺き麗れいな土下座をした。

「何がどうしてこうなったか解りませんが、申し訳ございません!!」

　シジャル様はどうやら記憶がないようだ。

「昨日の夜のことは覚えてますか？」

「昨夜……ユーエン様とワインを三本あけたところまでは記憶があるのですが」

　では、ベルンが来たことは記憶にないということである。

「シジャル様」

「はい」

　私はシジャル様に近づこうとして、そのまま膝から崩くずれた。

　足が痺しびれていたのだ。

「アルティナ様！」

　心配で駆かけ寄よるシジャル様に何とも自分が情けなくなる。

「大だい丈じょう夫ぶですか？」

　そう言って私をお姫ひめ様抱っこしようとしたシジャル様の肩かたを摑んで止めた。

「触らないで下さい」

　明らかにショックを受けた顔のシジャル様を気き遣づかう余よ裕ゆうは今の私にはない。

　そこに小さな悲鳴とバタバタと家を走り回る音が響いた。

　暫しばらくして応接室に入ってきたのは姉二人だった。

「アルティナここにいたのね〜よかった〜心配したのよ？」

　リベリー姉様は安心したように胸を撫で下おろした。

「目が覚めたらいないから慌てちゃったじゃない！」

　ラフラ姉様は少し怒おこっているみたいだ。

「ごめんなさい」

　私が謝れば、二人の姉はシジャル様を見た。

「で、この今にも泣きそうな顔の司書長様はどうしたの〜？」

　リベリー姉様の言葉にシジャル様を見ると、この世の終わりと言いたげな顔をしていた。

「シ、シジャル様」

　考えてみれば、触らないでなんて言われたらショックに決まっている。

　シジャル様がフラリと部屋を出て行こうとするのを見て私は慌てて立ち上がった。

　が、まだ足の痺れが引かず上手うまく立てない。

「「アルティナ!!」」

　姉達の声にシジャル様が気づいて私を受け止めてくれた。

「あ、触ってしまいすみません」

　苦しそうな顔をするシジャル様に私はしがみついた。

「アルティナ様」

　私から離れようとするシジャル様に私はイライラした気持ちで叫さけんだ。

「足が痺れて大変なんです！　だから動かないで下さい！」

　私の言葉に姉達は呆あきれた顔をした。

「司書長様、ちょっと動かないでいてあげて。私達は朝食を見てくるわね〜」

「もう、アルティナってば怒らないの！　司書長よろしくね！」

　姉達が気を遣つかってくれて私達は再び二人きりになった。

「シジャル様、ごめんなさい」

「……いえ、自分のせいですよね？」

　そうだが、『触らないで』は駄だ目めだったと思う。

「足の痺れがとれたら沢たく山さん触っていいですから」

　私が誤解を解くために言った言葉は、シジャル様を緊きん張ちょうさせた。

「アルティナ様、『触っていい』は駄目です」

「シジャル様はそれをよく言いますよね！　婚約者なんですからシジャル様は私をいっぱい触っていいんですよ」

　暫くの沈ちん黙もくの後、シジャル様はもう片方の手で目を覆おおった。

「アルティナ様、いくら婚約者でも『いっぱい触っていい』は言ったら駄目です」

「じゃあ、結けっ婚こんしたらいっぱい触ってくれますか？」

　ウグゥゥゥゥ、とシジャル様から変な音がする。

　何処から出している音なのだろうと本気で心配になる。

「私はさっきみたいにシジャル様にいっぱい触りたいです」

　シジャル様が困ったように私を見た。

「結婚したら触ります。今までのように我が慢まんなんてしません……と言いたいところですが、アルティナ様がちゃんと自分という人間がどんな男か解ってからでなくては駄目です。自分はアルティナ様を世界一幸せにしたいのですから」

　それは、私の知らないシジャル様を見せてくれるということだろうか？

「シジャル様は穏おだやかで博識で剣けん術じゅつも魔ま術じゅつも得意で、可愛くて格好よくて優やさしくて、私のために沢山戦ってくれて……これ以上、どんなシジャル様を見せてくれるのですか？」

　シジャル様は目をパチパチしてから不思議そうに首を傾かしげた。

「アルティナ様は、自分の秘密にしていることが解りますか？」

　シジャル様が秘密にしていることとは何だろう？

「えっと、治ち癒ゆ魔ま法ほうが使えることですか？　それともいつもは〝自分〟呼びなのにご実家やイライラしたりすると〝俺〟って言うことでしょうか？　あとは、閉館した図書館で……」

「ストップ！　あの、アルティナ様もしかして記憶戻もどってませんか？」

　…………そうか、シジャル様は酔よっ払ぱらっている状態だったからベルンが来たことを覚えていないのだ。

「昨日の夜、ベルンが記憶を返しに来てくれたのです」

　私の言葉にシジャル様の顔色が青くなった。

「あいつがまた来たのですか？　本当にあいつだけでも殺しておけばよかった」

　シジャル様から殺気のようなものが立ち上った気がした。

「ベルンはシジャル様が怖いみたいで、すぐに精霊の国に帰りましたよ。覚えていないようですけど、シジャル様はちゃんと私を助けてくれました」

　シジャル様は理解できずにいるみたいだが、昨晩のシジャル様もとっても格好よかった。

「いつも私の幸せを考えてくれますが、私だってシジャル様を世界一幸せにして差し上げたいのです！」

　私が力説すればシジャル様は幸せそうに笑った。

「アルティナ様がそう思って下さっただけで、世界一の幸せ者です」

　そんな幸せではたかが知れている。

　私は少しだけ距きょ離りをとり、背せ伸のびをしてシジャル様の唇くちびるを奪った。

　唇を離すと、シジャル様は顔を赤らめて口を押さえた。

「シジャル様が触って下さらないのであれば、私から触るまでです」

　シジャル様は耳まで真っ赤に染まっていた。

「本当に貴女は、俺がどれほど我慢しているのか解っていない」

　そう呟いたシジャル様は私を強く抱き締め、窒ちっ息そくするかと思うほど深いキスをしてくれた。

「あまり煽あおらないで下さい。結婚したら、嫌いやってほど毎日抱き締めてキスしますから」

　そう言って蕩とろけそうな笑え顔がおを私に向けるシジャル様に、私は心臓が止まるかと思うぐらいキュンキュンした。

「奥おく様さま、旦だん那な様」

　そこにタイミングよくリリーナさんが朝食ができたことを伝えに来た。

「リリーナさんの作る料理はいつも美味しいから楽しみ」

　私は赤くなってしまった顔を隠かくすように、シジャル様の背中を押してダイニングへ向かったのだった。
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　私が記き憶おく喪そう失しつだった期間は、精せい霊れいの国に行ってすぐからシジャル様に助けられたその日の夜までの七日間程度だった。

　それなのに、私が記憶喪失だと物もの凄すごい勢いで世間に広まっていたのは、兄とこの国の三人の王子様のせいだ。

　兄は基本、一番上の王子であるディランダル様の側近だから、私が誘ゆう拐かいされたことも記憶喪失の状態で帰ってきたこともディランダル様に報告していた。

　そのことを少しブラコン気味のディランダル様が、可愛かわいがっている第二王子のライアス様と第三王子であるファル様に話してしまったらしいのだ。

　結果、王宮のど真ん中で、記憶喪失なら自分達にもワンチャンあると王子達が騒さわいでいたのを家臣達も聞き、司書長との結けっ婚こんがなくなるんじゃないかとまで噂うわさされ始めているのに気がついたのは、誘拐事件が落ち着いた一週間後のことであった。

　図書館に向かう私を見つめる人、手紙を差し出してくる人、花束を手渡してくる人、プレゼントも沢たく山さんである。

　はっきり言って迷めい惑わく極きわまりない。

　断ろうにも手渡したとたん逃にげるように消えてしまうのだ。

　そのまま捨ててしまうほど、私の心は鬼おにじゃない。

　なので、差出人が解わかるものにはお手紙を書いている。

　まずはお礼を、そして私がすぐに記憶を取とり戻もどしたこと、最後にシジャル様をどれだけ深く愛しているかを書いてあげている。

　みんな、この手紙を見て私の近きん況きょうを広めてくれればいいのに、全然広まらず困っている。




　私の記憶が戻ったことで新居のお屋や敷しきに用がなくなったはずの兄がしょっちゅう寄りたがるのは、たぶん屋敷の使用人が見たいからだと思う。

　狐きつね耳みみと尻しっ尾ぽが揺ゆれているのを至福の表情で見ている。

　あと、ロンド君に懐なつかれていてたまに頭を撫なでているのを見る。

　ロンド君も嬉うれしそうだが、兄もかなり嬉しそうだ。

　そしてグローグロック伯はく爵しゃくが何かにつけ司書長に会いに来たと言って通ってくるようになった。

　イオリさんは基本完かん璧ぺきを崩くずさないが、私達の目が届かない時はグローグロック伯爵を乙女おとめの目で見つめていて可愛い。

　まあ、周りに誰だれかがいたら完璧侍じ女じょに戻ってしまうが。

　私に言い寄る人はだいぶ減ってきたのだが、まだシジャル様に直接私との結婚をやめろと言う人もいると聞いた。

　そんなところ見たら私が怒おこってあげます！　と主張したところ、愛するアルティナ様にそんなことさせられませんと言って少し不ふ貞て腐くされてしまった。

　シジャル様に暴言を吐はいてもいつもニコニコと受け流してしまうと騎き士し団長とラフラ姉様の旦だん那な様であるパルマ様に相談したら、苦笑いをされた。

　真しん剣けんな相談をしているのに！

「いや、お嬢じょうちゃんよ。シジャルは別に言われっぱなしじゃないんだぜ」

　騎士団長の後ろでパルマ様が頷うなずいていた。

「ほら、うちの団を見てみろ。負傷者がいたりとか人数少なめだろ」

　周りを見れば確かに包帯を巻いている人がちらほら見えるし、訓練している人も少ない。

「皆みなシジャルにやられたんだぞ」

　私が理解できずにいると、騎士団長が豪ごう快かいに笑った。

「シジャルの結婚に異議のある者達を集め、模も擬ぎ戦せんと称しょうした決けっ闘とうをさせてこのザマだ」

　国を守る騎士団が、これで大だい丈じょう夫ぶなのかと不安になる。

「人数が減ってしまっては任務に支障はありませんか？」

　心配して聞いたのに騎士団長はガハガハと豪快に笑った。

「もしもの時はシジャルが責任とってくれるから大丈夫だ！　そんなことより、お嬢ちゃんの旦那は最近じゃ家だけじゃなく魔ま導どう師し団だんの方でも大暴れして、奴やつらから魔ま王おうって呼ばれてるんだぜ」

　それは驚おどろきだ。

　私以外にもシジャル様を魔王様と言っている人がいるなんて。

「私の魔王様なのに」

　小さく呟つぶやけば、二人が不思議そうにしていた。




　いつものように図書館に行けば、シジャル様が出で迎むかえてくれた。

　何故なぜか筋肉質な男性に胸むなぐらを摑つかまれた状態で。

「モニキス侯こう爵しゃく令れい嬢じょう、今この魔王と呼ばれる男をぶちのめして差し上げます！」

　何故か得意気な男性にシジャル様が困った顔をした。

「私の愛する人を放して下さいませんか？」

「は？　愛する？　こんなヒョロヒョロを？　頭は大丈夫ですか？」

　失礼すぎる。

　私がイライラした顔をした瞬しゅん間かん、シジャル様がニッコリと笑った。

「ここではなんですから中庭に出ましょうか？」

　そう言ってシジャル様が中庭に出て行くのを見ていたら、出たのと同時に男性はシジャル様に投げ飛ばされていた。

　華か麗れいな技わざに惚ほれ惚ぼれする。

「すみません。お騒がせいたしました」

　シジャル様が戻ってくると本ほん棚だなの陰かげからこそこそと、魔王がどうとか言っているのが聞こえた。

　シジャル様にも聞こえたのか苦笑いを浮うかべている。

「シジャル様」

「はい。何でしょう」

　私は胸を張って言った。

「シジャル様は私だけの魔王様ですからね」

　私の言葉にシジャルははにかんだように笑ってくれた。

「せっかくなので魔王について書かれている本を選んでくれませんか？」

「姫ひめ君ぎみの仰おおせのままに」

　シジャル様はそう言って私に頭を下げた。

　その後シジャル様は沢山の魔王関連の本を持ってきてくれ、私はその中の一つである『孤こ独どくの魔王と小さな姫君』という本を気に入って何度も読み返した。

　小さな姫が一人ぼっちの魔王様に恋こいをする話は何だか自分のことのような気持ちになるのだ。

「この本を読んで思ったことは、勇者なんかより魔王様の方が素す敵てきってことです」

　愛を知り、姫を助けるために一いっ生しょう懸けん命めいな魔王様はとても素敵なのに、魔王だというだけで勇者に倒たおされてしまう。姫は悲しみ、一生魔王の城に住み続けた。

　悲しいストーリーだが、姫は本当に魔王様が好きだったのだと解る。

　大好きな人との思い出だけで生きていける。

　私が姫でシジャル様が魔王だったら、私もシジャル様の思い出だけで生きていけるかも知れない。

「自分には真ま似ねできないです」

　私は首を傾かしげた。

　比ひ較かく的てき、シジャル様はこのストーリーの魔王様に似ている気がするのに感想が〝真似できない〟は何だか意外な気がした。

「自分なら、絶対に二人で生きる未来を見つけます。だって、一ミリも悲しませたくないですから」

　私の魔王様はどうやら本の中の魔王様より素敵なようだと改めて気づかされたのだった。
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　とうとう明日、私とシジャル様の結けっ婚こん式しきが執とり行おこなわれる。

　結婚式の準備も披ひ露ろう宴えんの準備も順調に進んでいる。

　披露宴は新居の庭でガーデンパーティー形式でおこなわれることになった。

　当日はシジャル様のご家族と私の家族だけの慎つつましやかな式にしようと決めた。

　第一王子や彼の婚こん約やく者しゃであるクリスタ様は別の日にお祝いしてくれることになった。

　王子を呼ばないことにも理由がある。

　第一王子を呼んでしまったら第二王子と第三王子も呼ばないわけにはいかないが、二人は私達の結婚に否定的なのだ。

　やれ歳としが離はなれすぎているとか、自分達の方が幸せにできるとか、結婚式の邪じゃ魔まをしかねない。

　王おう妃ひ様からも結婚式に出たいと言われたが、我が慢まんしてもらった。

　その代わり写真を沢たく山さん撮とって見せてほしいと頼たのまれた。

　第一王子の結婚式には口をはさませてもらうのだと楽しそうに話していた。

　記き憶おく喪そう失しつが治ってから今日までの三カ月の間、私は何度か誘ゆう拐かいされそうになった。

　誘拐犯のほとんどが勇者気取りで、私を助けに来たと言った。

　私を連れ去ったら貴方あなたが誘拐犯ですよと言って解ってくれる人なら最初から誘拐などしない。

　だが精せい霊れい相手ではなくただの人相手なのでシジャル様がすぐに見つけて助け出してくれた。

　いつもすみませんと謝ったら、暇ひまつぶしみたいなものですよ、と言って笑っていた。

　さすが魔ま王おう様だと思ってしまったのは仕方がないだろう。

　明日には私はシジャル様と結婚してしまうから、今日が一番狙ねらわれやすいだろうと兄は警けい戒かいしていた。

　家から出ることなくスキンケアをバッチリ整えて明日に備えて早々に眠ねむると、ベルンの夢を見た。

『結婚おめでとう。あの化け物を人にしておけるのは君だけだってこと、忘れては駄だ目めだよ』

　そんなことを言って消えていった。

　ベルンの夢を見たと話したらシジャル様は嫌いやな顔をしそうだから黙だまっておくことにした。

　それぐらいベルンから私を助けるのは大変だったのだ。

　翌朝、私は日の出とともに起きた。

　誰だれも起きていない時間に見る朝日は格別である。

　だが、結婚式当日であるこの日は、起きた時から屋や敷しき中じゅうが騒さわがしくて寝ね坊ぼうしてしまったような気分になった。

　私が起きたのに気がついたモニキス侯こう爵しゃく家けの侍じ女じょ達が一いっ斉せいに支し度たくを始める。

　お風ふ呂ろに入れられ、上等なマッサージをされた。

　いい匂においの香こう油ゆを塗ぬり込まれ、純白のドレスに袖そでを通す。

　お化け粧しょうとヘアースタイルを豪ごう華かに整えれば、花はな嫁よめさんの爆ばく誕たんである。

「シジャル様は今どうしてる？」

　侍女達に聞けば彼女達はクスクス笑った。

「すぐにお会いできますから、今暫しばらくお待ち下さい」

「一目だけでも会っておきたいのだけど」

　私の言葉に、侍女達は慌あわてたように言った。

「花はな婿むこが花嫁を式の前に見てしまうと別れるというジンクスがあるのです！　ですので絶対に駄目です！」

　侍女達の言葉に血の気が引く。

　知らなかったとはいえ恐おそろしいことを言ってしまったようだ。

「私達が花婿から護まもります！」

　何だか私は誰かしらに護られてばかりいるとしみじみ感じた。




　侍女達の鉄てっ壁ぺき防ぼう御ぎょのお陰かげで、シジャル様とは会うことなく結婚式が始まった。

「アルティナ、本当に父上じゃなく僕でよかったのか？」

　バージンロードを一いっ緒しょに歩く役を嬉き々きとしてやりたがる父を無視して、私は兄に頼んだのだ。

　私達の入場を知らせる者が来るまでの間に私は話し始めた。

「海外を飛び回って全然家にいなかったお父様より、お兄様の方が私にとっては父親なんです。私のお兄様は父親のように偉い大だいで尊敬できてシジャル様の次に格好いい男性ですから、お兄様がいいんです」

　私が兄に対して自分の気持ちを吐と露ろするのは初めてだった。

　兄は潤うるんだ瞳ひとみを燕えん尾び服ふくの袖でふこうとするものだから、ハンカチを貸してあげた。

「アルティナを泣かせたら、いくら司書長でもただじゃおかない」

「シジャル様が私を泣かせるところを想像できますか？」

「……こないだ結婚を延期すると言って泣かせただろ！」

　私は小さく笑った。

「結婚してしまえばこっちのものですから、安心して下さい」

　兄は鼻をフンと鳴らした。

「アルティナこそ司書長を泣かすなよ」

　からかうようにそう言って笑う兄に私は頰ほおを膨ふくらませた。

「シジャル様が泣いたら私が慰なぐさめるのでお兄様は構わないで下さい！　じゃないとお兄様に嫉しっ妬としてしまいますからね！」

　私が力説すれば兄は楽しそうに声を出して笑った。

「笑いごとではありません。お兄様はシジャル様の信しん頼らいを得ていて、いつもやきもきするのです！　私は勝手にお兄様が一番のライバルだと思ってますから！」

　私の真しん剣けんさが通じたのか、兄は嫌そうな顔をした。

「僕はあんな可愛かわいげのない人物に興味はない」

「そうですよね。お兄様はリリーナさんがお気に入りですものね！」

　私が常々感じていることを指し摘てきすれば、兄は耳まで赤く染まった。

　ここまであからさまな反応をする人だったとは知らなかった。

「何故なぜ解わかった？」

「耳も尻しっ尾ぽも見すぎですから」

　兄は深呼吸を数回繰くり返かえした。

「気をつけよう」

「そうです。お兄様がうちの使用人をいやらしい目で見ているなんて思われたくはありませんから！」

「誤解だ。決していやらしい目で見ているということはない！」

　兄のことは信じているが、いかんせん見すぎなのだ。

「ロンドの毛並みも素す晴ばらしいから、少し撫なでてみたいと思うのは罪なのか？　それとも、あの美しい毛並みを僕の前に晒さらしているのが罪なのか？　といったところだ」

　兄が変態っぽく感じてしまったことは私の罪だろうか？

「頭を撫でるのはセーフでは？　尻尾は変態みたいなので絶対に頼まないで下さい」

　兄が明らかにショックを受けた顔をしていた。

　その時、バージンロードに続く扉とびらが恭うやうやしく開いた。

「私も協力して差し上げますから」

　私がそう言って笑えば、兄は力強く頷うなずいて、バージンロードをエスコートしてくれた。

　家族からおめでとうと声をかけてもらい、小さくお辞じ儀ぎをしながら歩く。

　行き着く先には、神父様と白いタキシードを着たシジャル様がいた。

　いつもと違ちがい、髪かみ型がたはオールバックだし眼鏡もないシジャル様に心臓が早はや鐘がねを打つ。

　格好よすぎて今すぐ死んでも素晴らしい人生だったと満足していけそうだ。

「司書長、いや、これからは僕の義理の弟になるのだからシジャルと呼ばせてもらう。アルティナのことを頼むぞ」

　兄がシジャル様に私を預けながら言った言葉にシジャル様は小さく頷いた。

「お任せ下さい」

　私はシジャル様の腕うでに自分の手を添そえてシジャル様の顔を見上げた。

「アルティナ様が美しすぎて死にそうです」

「シジャル様も格好よすぎて困ります」

　お互たがいを褒ほめてから微笑ほほえみ合い、二人で神父様の前に立った。

　神父様は私達を微笑ましげに見ると、誓ちかいの儀ぎ式しきを始めた。

　これで神様にも認めてもらえる、と嬉うれしくなる。

　指輪の交こう換かんをして、お互いに口元が緩ゆるんでいるのが解る。

「では、誓いのキスを」

　神父様の声と、結婚式場の扉が開いたのは同時だった。

「「ちょっと、待った！」」

　入ってきたのは第二王子と第三王子だ。

「その結婚ちょっと待った！」

「そうだ、そうだ！」

　第二王子と第三王子が叫さけぶなか、啞あ然ぜんとするシジャル様を見て私は決意した。

　面めん倒どうだから、さっさと終わらせてしまおうと。

　二人の王子が近づいてこようとしたのと同時に私はシジャル様の胸むなぐらを摑つかんで引き寄せキスをした。
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　目を見開いて啞然とするシジャル様から唇くちびるを離し、私は満足した。

　徐じょ々じょにシジャル様の顔が赤く染まっていくのを見ながら、私は言った。

「この先、どんな困難があろうとも、私は一生シジャル様を愛することを誓います」

「自分も一生アルティナ様を愛し守ることを誓います」

　シジャル様はそこまで言うと私を抱だき締しめた。

「この新たに生まれし夫ふう婦ふの絆きずなはどんな困難があろうとも結ばれることでしょう」

　神父様がそう言った瞬しゅん間かん、教会の鐘かねが鳴る。小さな精霊達が花を持って飛び回り私達を祝福してくれた。

　精霊は私以外の人達には光る球のようにしか見えないから、更さらに美しく見えることだろう。

　そして、精霊達は私とシジャル様の頭の上を飛び回った後、手に持っていた花を私達目め掛がけて降らせたのだ。

　それは神様が特別な祝福を与あたえたような光景だったと後にその場にいた家族は語り、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌を作るまでに至るとは、その時の誰にも想像できなかったことだった。

「こんな美しい結婚式は初めてですよ」

　神父様は、そう言って笑った。

　こうして私とシジャル様は晴れて夫婦になったのだった。





ＥＮＤ
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　この度たびは、『婚こん約やく回かい避ひのため、声を出さないと決めました!!　３」を手に取って下さりありがとうございます。

　ｓｏｙと申します。




　あとがきまで読んで下さる皆みな様さまは私にとって神様です。

　今回の作品は、結けっ婚こんを間近に控ひかえたアルティナとシジャルが精せい霊れいの沢たく山さん住む新居を見つけ、そこで働く使用人を選び、後は結けっ婚こん式しきを待つばかりだと思ったらアルティナが誘ゆう拐かいされるといった内容になっています。

　今回のお気に入りのキャラクターはロンド君です！

　最年少でありながら家族想おもいでしっかり者のロンド君。

　ロンド君にはユーエンお兄様に憧あこがれているという裏設定があります。

　妹想いでクールで格好よく、ロンド君達家族にも親切で、更さらに必ず頭を撫なでてくれるのがロンド君の密ひそかな自じ慢まんだったりします。

　そんな裏設定を考えているだけで幸せな気分になれるキャラになってくれました。

　私と同じ気持ちにきっとなっていただけると思います。




　三巻を発売できたのは、担当様とビーズログ文庫の皆様のおかげです。

　毎度毎度迷めい惑わくをかけていると自覚しているのですが、見捨てず導いて下さったことに感謝しています。

　そして、美しくも可愛かわいらしいイラストを描えがいてくださるｋｒａｇｅ様には毎回癒いやしをいただいております！　ありがとうございます！　感謝しています。

　最後に、この本を最後まで読んで下さった全ての方々に感謝すると共に、またお会いできる日を夢見つつ、失礼させていただきます。





ｓｏｙ
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　アルティナの婚こん約やく者しゃである司書長が二人の新居を購こう入にゅうした。

　話を聞いただけでアルティナが嫁よめに行ってしまう寂さびしさが胸に押し寄せたが、そんなことを言っていたら妹いもうと離ばなれは一生できないと思う。

　それに司書長は理性的で強く聡そう明めいだ。

　僕の相談にものってくれるし、頼たよりがいもある。

　それでも、家を買うなら一言ぐらい相談してほしかったと思うのは僕の我わが儘ままだろうか？

　しかも買った家というのがお化け屋や敷しきと有名な場所で不安になった。

　実際はお化けではなく精せい霊れい屋敷だったわけだが、使用人選びは僕にも手伝わせてくれたから許してやろうと思う。

　使用人の上限は二、三人だと聞いて、最高の人材を見つけようと思い張り切っていると……そこで生まれて初めて獣じゅう人じんを見てしまった。

　獣けも耳みみが緊きん張ちょうからかピクピク動いていて可愛かわいい。

　それにサラサラロングのクッキーのような髪かみ色いろ。

　黄色の大きな瞳ひとみ。

　髪と同じ色の獣耳と狐きつねのふっさりとして先せん端たんの白い美しい尻しっ尾ぽ。

　世の中にこんな可愛らしい生き物が存在していいのかと問いたくなった。

　彼女の少し怯おびえた感じは野生の小動物のようで庇ひ護ご欲よくをそそる。




　獣人のリリーナは働き者で弟思いのいい子だった。

　弟のロンドは人ひと懐なつっこい性格で、僕が手を伸のばすと自分から頭を擦こすりつけてくるようになるのに時間はあまりかからなかった。

「ロンド！　ユーエン様申し訳ございません」

　頭を下げるリリーナの耳がヘニャリと下がっているのを見ると撫なで回まわしたくなる。

　まだ、野生動物のように僕を警けい戒かいするリリーナに王子に分けてもらったお菓か子しを手て渡わたすとモフモフの尻尾を揺ゆらすのがたまらなく可愛くて、たびたび餌え付づけを試みる。

　後に、二人の母親のイオリも雇やとうことが決まったのだが、リリーナの毛並みほど触ふれたいという欲望は湧わかなかった。

　いずれリリーナの頭を撫でられたら嬉うれしいと思っていたのだが、その前に事件が起きた。

　アルティナが誘ゆう拐かいされたのだ。

　司書長は、人が変わったようにすぐさま装備を調ととのえて、声をかけただけで殺されてしまいそうなほどの殺気を放っていた。

　アルティナも心配だったが、アルティナを心配してみるみる瘦やせていくリリーナのことも心配で仕方がない。

「君が倒たおれたらアルティナが帰ってきた時に悲しむ。少しだけでも食べなさい」

　今にも泣きそうな顔で、僕が手渡したお菓子を少しずつ食べるリリーナを抱だき締しめたいと思うのはいけないことだと解わかっている。

「姉さんを気にかけてくれてありがとうございます」

　ロンドも姉が心配で仕方がないようだ。

　だからこそ、僕はロンドとリリーナに言って聞かせた。

「アルティナは君達が思っているほどか弱くないし、強ごう情じょうだし意地っぱりだ」

　二人がキョトンとしているのを見て思わず笑えみが漏もれる。

「それにアルティナを誰だれよりも心配している司書長は僕が知っているなかで桁けた違ちがいに強い男だ。アルティナは無事に帰ってくるし、その時に君達が瘦せ細っていたら僕が怒おこられてしまう！　リリーナの料理が美味うまいとアルティナが僕に自じ慢まんしていたから、帰ってきたらご馳ち走そうしてあげてほしい」

　いささか強ごう引いんだが、料理の練習がてら味見をすることで彼女の手料理を食べられたらいいと思ったのだ。

　リリーナは素す直なおに僕の言うことを聞いてくれた。




　アルティナが帰ってきて記き憶おくがないと聞いた時は、漠ばく然ぜんと僕らのことは忘れても、司書長のことはすぐに思い出しそうだと思った。

　とりあえず、怪け我がなくアルティナが帰ってきたことを祝して司書長と祝しゅく杯はいをあげたのだが、ワイン三本は飲みすぎた。

　二ふつ日か酔よいでフラフラの僕を介かい抱ほうしてくれたのはリリーナだった。

「司書長は？」

「奥おく様さまの記憶がお戻もどりになって、仲良くお二人で過ごされています」

　アルティナの記憶が戻ったのはめでたいが、今の自分には起き上がる気力もない。

「頭が痛い」

　僕がそう言えば、リリーナは僕の頭を撫でた。

「痛いの痛いの飛んでいけー!!」

　子どもにするようなお呪まじないを唱えるリリーナが可愛くて、されるがままにしていると、何だか本当に痛みが引いていく気がした。




「ロンド、君の姉さんは本当に可愛いな」

　馬車の馬に餌えさと水をあげているロンドに率そっ直ちょくな感想を言えば首を傾かしげられた。

「何だ。姉さんだけじゃなくて君も可愛いな」

　そう言って頭を撫でてやれば、元気に尻尾を振ふりながらキャッキャと楽しそうな声をあげた。

「ユーエン様には内ない緒しょねって姉さんが言ってたんですけど、ユーエン様に頭撫でてもらえるのって俺だけだから羨うらやましいって言ってましたよ」

　それを鵜う吞のみにしてリリーナの頭を撫でたら、変態扱あつかいされてしまうのではないだろうか？

「撫でていいとロンドが言ったと言えばいいのか？」

「あ、俺のせいにしようとしてる」

　僕には妹しかいないのもあり、ロンドみたいな弟も欲ほしかったとしみじみ思ってしまった。

「あ、姉さん！」

　野菜の籠かごを抱かかえたリリーナが僕達に近づいてきた。

「にんじんをいかがですか？」

　洗いたてのにんじんを一本受け取りかじる。

　すると、リリーナは慌あわてたように言った。

「にんじんを生でなんて、ユーエン様のような高貴な方がしてはいけません！　馬達にどうかと聞いたのです！」

　洗ってあるし、そういうものかと思ったが違ちがったようだ。

「だが、採れたてで美味い」

　僕の食べかけを馬に向けると鼻息をかけられてそっぽを向かれた。

　リリーナの籠から違うにんじんを取って差し出せば食べるのに、僕の食べかけは食べないとは、うちの馬はどれだけ甘やかされているんだ？

「生意気な馬だ。今日は帰ってもブラッシングなしだ」

　そう言えば、馬達は僕の体に鼻先を擦りつけてきた。

「皆みなお利口さんなんですね」

　はー。本当にリリーナは耳も尻尾も可愛い。

　食べかけのにんじんを食べきると、リリーナもロンドも不思議そうな顔をしていた。

「どうした？」

「ユーエン様は貴族なのに、生のにんじん食べきったから」

　何が不思議なのか首を傾げてしまう。

「庶しょ民みんだったら解りますが、馬も食べないにんじんを貴族の方が食べて下さるなんて想像もしていなかったと言いますか……」

　言いづらそうなリリーナに僕は言った。

「貴族だからとかは関係ないだろ？　誰かが育てたものをありがたく受け取ったのだ。なら最後まで食べない方が失礼だろ？」

　僕の言葉を聞いて、リリーナの耳が寝ねたり立ったりを繰くり返かえしていて可愛かった。

「俺、ユーエン様大好きだ！」

　ロンドがそう言って抱きついてきたから、これ幸いと両手で髪と耳を触さわりまくってやった。凄すごく癒いやされた。

　耳が違うだけでこんなにも癒しの存在になるとは、ただの人間より獣人は控ひかえめに言っても最高だな。

　そんな僕らを見て、リリーナが耳を垂らしていた。

「リリーナ？　どうした？」

「い、いいえ。何でもありません」

　何でもないようには見えない。

「リリーナ」

「はい」

「にんじんが落ちないように両手で籠を持て」

「はい？」

　リリーナは言われた通りに籠を両手で抱えた。

「今からゲームをするぞ」

「ゲーム……ですか？」

「そうだ、ルールは、君は何があってもにんじんを落としてはいけない。にんじんが落ちたら僕の勝ちで、にんじんを守りきったらリリーナの勝ちだ」

　リリーナは真しん剣けんな顔をして頷うなずいた。

「ロンド、何秒ルールにする？」

「じゃあ、十秒」

　短すぎると思いながらも、初回だから甘んじて受けようと決めた。

「じゃあ、ロンドは開始の合図とカウントをしてくれ」

　ロンドも乗り気だ。

「じゃあ、いくよ！　よーいドン。いーち、にーい……」

　カウントを聞きながら、僕はリリーナの頭を撫で耳に触れた。

　柔やわらかくてフワフワで、最高の触りごこちに十秒はあっという間に過ぎた。

　見ればリリーナは、顔を真っ赤に染めていて籠は足元に転がっていた。

「ユーエン様の勝ち！」

　楽しそうなロンドとは別に、リリーナはうっすらと目に涙なみだが溜たまって見えた。

「す、すまない。そんなに嫌いやだったか？」

　もしかしたら、セクハラだったのだろうか？

　リリーナが頭を撫でられたがっているという話を鵜吞みにしたが違ったならまずい。

　リリーナに嫌きらわれるのはショックだ。

「もう二度としないから、許してくれ」

　慌てて足元に転がるにんじんを籠に載のせて差し出すと、リリーナは赤い顔で頰ほおを膨ふくらませ籠を奪うばい取とり、ササササっと僕から距きょ離りをあけた。

　嫌われた。

　絶望する僕にリリーナは可愛らしく耳をピーンと立てた。

「つ、次は負けませんからね！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを叫さけぶと、リリーナは走って逃にげて行ってしまった。

「あれは、またやっていいってことだと思うか？」

　ロンドはニシシっと悪役のように笑った。

「姉さん、ユーエン様に頭撫でてもらえて相当嬉しかったんですよ！」

「セクハラで訴うったえられないだろうか？」

　かなり本気で聞いたのに、ロンドは声をあげて笑った。

　だが、今回卑ひ怯きょうな手を使って解ったが、ロンドとリリーナの毛並みは別物だ。

　ロンドの毛並みはワンコのようだが、リリーナの毛並みは血統書つきの猫ねこのようだった。

　極ごく上じょうの癒しをありがとうと言いたいが、変態だと思われる可能性があるからこの気持ちは墓まで持っていこうと決めた。




　その後も、リリーナはたまにゲームをしようと言ってくるようになった。

　控えめに言っても最高なのだ。

　最初は短い時間だったが、最近では少しずつ秒数が伸びている。

　だから、どう控えめに言っても最高としか言いようがない。

　アルティナ達の結けっ婚こん式しきが近くなるにつれて、アルティナを連れ去ろうとする輩やからが増えて、気苦労が絶えない。

　ストレスでハゲてしまいそうだ。

　勿もち論ろん、精霊に拐さらわれた時とは比べものにならないぐらい簡単に司書長が解決してくれている。

　そのせいで、司書長のあだ名が〝魔ま王おう〟になってしまった。

　アルティナが気に入っているみたいだから気にしないようにしているのだが、魔王に妹を捧ささげた酷ひどい兄だとか、妹が可愛くないのかなどなどを僕にクレームしてくるのはお門かど違ちがいだし、あの二人のイチャイチャを見ていたら、誰が邪じゃ魔まなのかは火を見るよりも明らかだ。

　癒されたい。

　こういう時に限って、ロンドはお使いに行っていていないのだ。

「ユーエン様？　顔色が優すぐれないように見えますが」

「ああ、すこぶる調子が悪くてね」

　リリーナが慌てて僕の額に手を添そえた？

　冷たくて、少しザラッとした働き者の手がここちいい。

「熱はないみたいですね」

「リリーナの耳を触らせてくれたらすぐ良くなる」

　疲つかれがピーク過ぎて、自然に口から出てしまった言葉に僕自身が一番ビックリした。

　片方の手で両目を覆おおった。

「今のは忘れてくれ」

　完かん璧ぺきな変態発言に疲れの恐おそろしさを知った。

「ユーエン様の疲れがそれで取れるのであれば……どうぞ」

　そう言って僕に頭を向けるリリーナを思わず抱き締めてしまったのも疲れのせいだ。

「ユ、ユーエン様!?」

「君を家に連れ帰りたい」

　そう言って彼女の耳にキスをした。

　最高の癒しの時間だった。

「ありがとうリリーナ。助かった」

　僕がお礼を言って離れると、リリーナはこれでもかと赤い顔をしていた。

　可愛らしい。

「ユーエン様の疲れが少しでもなくなったのならいいです」

「なくなりはしない」

　僕の言葉に、明らかに沈しずんだ顔をするリリーナ。

「なくなりはしないが、君のお陰かげであと三日は寝なくても死なない気がする」

　やる気と活力は出てきた。

「君も、疲れを取るために僕ができることなら何でもやってあげるから遠えん慮りょせずに言うんだぞ」

「では一つだけ……私にもユーエン様を撫でさせていただけませんか？」

　リリーナと違って僕なんか触っても楽しくないだろうと思ったが、リリーナがしたいと言うなら。

　僕はそのまま地面に膝ひざをついた。

　リリーナは僕の頭を乱暴に撫で、頰を撫でた。

「触っても楽しくないだろ」

　そう言った次の瞬しゅん間かん、リリーナの顔が触れそうなほど近くにあった。

　吐と息いきがぶつかるほど近い。

　思考が停止しかけたが、リリーナは僕の鼻にチュッと、音を立てた。

「ユーエン様、そんなに無防備だと肉にく食しょく獣じゅうに食べられてしまいますよ？」

　リリーナは僕の頰に自分の頰をスリスリしてから離れ、逃げて行った。

　そうだ、僕は今までリリーナをウサギが何かと勘かん違ちがいしていたようだ。

　目の前にいた生き物は、実は草食なんかでは全然ない肉食の狐だったのだ。

　その場に一人残された僕は、その場に座り込んで空を見上げた。

　晴れ渡った空を見ながらポツリと呟つぶやく。

「一週間寝なくても頑がん張ばれそうだ」
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　私とシジャル様は晴れて夫ふう婦ふになりました。

　誰だれからも否定される心配もなく、幸せな毎日を過ごす日々になると疑いもしなかった。

　大好きな人と一つ屋根の下で暮らせる幸せを嚙かみ締しめていこうと思っていたのに、シジャル様からしたら私はまだまだ十六歳の小こ娘むすめでしかなくて、同じベッドで寝ねても極力私から離はなれている。

　シジャル様が仕事に行く時にお見送りをしても、頰ほおか額にしかキスしてくれない。

　そう、新婚さんのはずなのにシジャル様は私とイチャイチャしてくれないのだ。

「私に魅み力りょくがないのでしょうか？」

　新婚生活の話を聞かせて欲しいと呼ばれてきた王おう妃ひ様のプライベートなお茶会で私は小さく呟つぶやいた。

　王妃様の横には第一王子の婚こん約やく者しゃのクリスタ様がいて、沈しずむ気持ちの私を気き遣づかわしげに見ている。

「アルティナさんは女の私から見ても凄すごく魅力的だ」

　クリスタ様は当然というようにそう言った。

「アルティナさんの幸せいっぱいの惚気のろけ話ばなしを聞けると思ったのに……アドバイスできることならいくらでもしてあげるから、詳くわしく話して」

　王妃様の言葉に、私は意を決して新婚なのにイチャイチャしてくれない不満を二人に話した。

「それはシジャル兄さんがヘタレなだけでは？」

「いいえ！　シジャル様はやる時はやる男性です。きっと私が子どもすぎるのです」

　自分で言っていて悲しくなってくる。

「なら、大人な女性になってみたら」

　王妃様は侍じ女じょに言って沢たく山さんのカタログを持ってきてもらっていた。

「このカタログは、異国で流行はやっているセクシーな服や下着を扱あつかっているメーカーのカタログなの」

　見せてもらったカタログは大人すぎて私には似合いそうになかった。

「こういったものはクリスタ様の方がお似合いだと思います」

　むしろ私の幼さを突つきつけられたような気持ちになってしまったのは言うまでもない。




　屋や敷しきに帰ってきたシジャル様をお出で迎むかえすると、シジャル様は優やさしく私の額にキスしてくれたが、求めているのはこれではない。

　夕食を一いっ緒しょに食べていても、私は憂ゆう鬱うつな気持ちでいた。

「アルティナ様、何か悩なやみ事ごとですか？」

　シジャル様が心配してくれている。

「シジャル様……私はそんなに魅力がありませんか？」

　シジャル様が食事を喉のどに詰つまらせ咽むせてしまったのは、私が悪いと思う。

　食事の間にする話ではないと理解した私は、この話は後にしましょうと言ってシジャル様の背中を摩さすった。




「で、何故なぜアルティナ様の魅力がないという話になったのですか？」

　寝る前の寝しん室しつのベッドの上で、私は正座をしてシジャル様と向き合っていた。

「シジャル様は結けっ婚こんする前、毎日抱だき締めてキスして下さるとおっしゃいましたが、ちゃんと口にするキスはして下さらなくなりました。それって、私に魅力がないからですよね？」

　シジャル様は驚おどろいた顔をした。

「せっかく結婚して毎日シジャル様と一緒にいることができるようになったのに、結婚する前の方がイチャイチャできていたと思ってしまうのです」

　消えそうな言葉で不満を吐と露ろすれば、シジャル様は私をギュッと抱き締めた。

「自分の意い気く地じのなさのせいで、アルティナ様を不安にさせてしまい、申し訳ございません」

　シジャル様は私の唇くちびるに、軽いキスをした。

「これだけはハッキリさせておきます。アルティナ様はとてつもなく魅力的です」

　でも、イチャイチャしてくれないじゃないか！　と言ってもいいだろうか？

　私の疑いの眼まな差ざしに気づいたのかシジャル様は困り顔だ。

「噓うそではありません。アルティナ様を毎日抱き締めキスしたいと思っています。ただ、己おのれの醜みにくい部分をアルティナ様に知られて嫌きらわれないか怖こわいのです」

　シジャル様を嫌いになるのはあり得ないし、シジャル様に醜い部分などあるようには思えない。

「それは、シジャル様の体に大きな傷があるとかでしょうか？」

「傷がないとは言いませんが、そういった物理的なことではなく……精神面といいますか……」

　シジャル様は深く息を吐はき出だした。

「アルティナ様と毎日イチャイチャしたら、今以上に独どく占せん欲よくの塊かたまりになってしまうと思うのです」

　それの何が悪いのだろうか？

「アルティナ様のような素す晴ばらしい奥おく様さまがいるだけでも幸せなのに、これ以上欲張って嫌われたくない」

　私はシジャル様にだったら欲張ってほしい。

「だから、極力触ふれないように、欲が湧わかないようにしていました」

　落ち込んだ雰ふん囲い気きのシジャル様に、私は少し頰を膨ふくらませた。

「私に魅力がないのだと思って、異国のセクシーなドレスや下着を取り寄せて誘ゆう惑わくすることまで考えていたんですよ」

　シジャル様はビクッと肩かたを跳はねさせた。

「……それは」

「似合わなそうだったので諦あきらめましたけど」

「クッ」

　シジャル様から悔くやしそうな吐と息いきが漏もれた。

「……損したと思ってしまってごめんなさい」

　シジャル様の耳が赤いことに気づいてしまった。

　損したと思ってもらえるなんて。

「そんな風に思っていただけて幸せだと思ってしまってごめんなさい」

　私はシジャル様の赤くなった耳にチュッと音を立ててキスをした。

「私はどんなシジャル様でも、いっそう好きになることはあっても嫌いになることは、あり得ないってことだけ理解して下さい」

　その日、私とシジャル様は目が合うたびにキスをして、抱き締め合って眠ねむりについたのだった。

　後日、王妃様とクリスタ様に、やっぱりセクシー系のドレスや下着を買うと宣言したことにより、貴族女性の間でセクシー改革が起こるのはまだ暫しばらく後の話。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『贈り物は心を込めて』＆『描き下ろしイラスト』







　私はつい先日結婚した。

　夫であるシジャル様は本当に私を大事にしてくれるので、毎日が幸せでいっぱいだ。

「もし嫌でなければ、次の休みの日に買い物に行きませんか？」

　そんな幸せいっぱいの私をデートに誘ってくれるシジャル様に私は勝手にときめいた。

「勿論お供させていただきます……何か欲しい物でもあるのですか？」

　私が軽い気持ちで聞いた質問にシジャル様は口をつぐむ。

　もしかして、余計なことを聞いてしまったのだろうか？

　何か言いづらい物を買うつもりなのかもしれない。

　例えば、父が母に内緒で買っている〝毛生え薬〟のような……。そんな父の秘密に気づいたのは最近のことだ。

　また煩いことを言うようなら薬のことをお母様に話してしまうぞ！　と脅すために大事にしている父の弱みでもある。

「言えないような物ですか？」

　どんな悩みでも私はシジャル様を嫌いにならないから教えてほしい。

　私は気持ちを込めてシジャル様に聞いてみた。

「……アルティナ様にプレゼントをしたいと思ったんです」

「プレゼント？」

　シジャル様は少し落ち込んだように項垂れた。

「本当はサプライズのプレゼントにしたかったのですが、自分は女性の好みには疎くて……。今はアルティナ様の好みが解らず情けなくもどんな物が欲しいのかを直接聞いてしまいますが、いずれはアルティナ様のよき夫となり、好みを完璧に把握するつもりなので、今度の休みはアルティナ様の好きな物を学ばせて下さい」

　シジャル様は覚悟を決めたような視線を私に向けてきた。

　この人は、私がどれだけ心臓を鷲摑みにされたようなドキドキに見舞われているのか知りもしないのだろう。

「何でも好きな物を教えて下さい」

　私はシジャル様に抱きついた。

　私が好きな物は今、腕の中に抱きしめています！　と叫びたい気分だ。

　こうして、私の気持ちなんて知らないシジャル様は凄く慌てていたけど、次の休みにデートすることが決まった。




　デート当日に向けて私はリリーナさんとイオリさんの二人に着ていく服のアドバイスをしてもらうことにした。

「奥様は可愛らしい方ですから、こちらの丈が短くスカート部分にレースをふんだんに使ったワンピースなどはいかがですか？」

　クローゼットの前でリリーナさんは私にワンピースを突きつけて笑った。

「リリーナはお子様ね。奥様は可愛らしくもあるけど、もう人妻な上に小悪魔ボディを持っているのだから、ボディラインを強調する、スリットの入ったマーメイドラインのドレスにこちらのショールを羽織るのがよいと存じます」

　親子でバチバチと火花を散らす二人に私はため息をついた。

　私からしたらリリーナさんのワンピースは子どもっぽすぎるし、イオリさんのマーメイドラインのドレスは大人すぎる。

　その時、ノックの音が部屋に響いた。

　シジャル様が仕事に行っている今、部屋をノックするのは一人しかいない。

　入室の許可を出せば、ロンド君がヒョコっと顔を出した。

「母さんも姉ちゃんも仕事して」

「「してます」」

　ロンド君が呆れた顔をしている。

　そんなロンド君に二人は自分で選んだ服を見せながら詰め寄った。

「「旦那様とのデート服、どっちが奥様に似合うと思う？」」

「どっちも似合うに決まってんじゃん」

　ロンド君の言葉に、二人は納得いかない顔だ。

「でも、夫婦でデートするなら……」

　ロンド君はクローゼットから首元に柔らかい素材でできた濃紺のリボンを結んだ白いブラウスに、濃紺のマーメイドラインのスカートを合わせて私に見せた。

「周りの視線を気にしながらのデートだなんて、旦那様が楽しめないだろ。それに、落ち着いた中に大人の色気がある格好に男はグッと来るんだぞ」

　ロンド君が男前すぎてリリーナさんとイオリさんは言葉を失った。

「ロンド君の選んだ服にします！」

　私がそう言うとリリーナさんとイオリさんは口を尖らせ、ロンド君は思い出したような顔をした。

「ちなみにメイクはナチュラルなもので派手すぎない方が男受けはいいぞ！」

　ロンド先生と呼んだ方がいいだろうか？
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　言われた通り、ナチュラルメイクにロンド君に選んでもらった服を着てシジャル様の待つエントランスに向かうと、現れた私を見たシジャル様は顔をほんのり赤くし、ぼーっと私を見つめた。

「どこかおかしなところがありますか？」

　心配になって聞けば、シジャル様は慌てて首を横に振った。

「おかしなところなど一つもありません！　あまりにもその服がお似合いで見惚れてしまいました」

　シジャル様の一言に思わずロンド先生をロンド神と呼びたくなってしまったのは秘密だ。




　私達は当初の目的であるウインドーショッピングをすることにした。

　まず洋服屋さんに行ったのだが、はっきり言って私はロンド神にコーディネートされるぐらい服に興味を持たずに生きてきた。

　自慢にもならないが、何が流行なのかも解らない。

　よって、すぐに店を出た。

　次に宝石店に行くも結果は似たようなものだった。

「何だかすみません」

　自分の女子力の低さに絶望する私を元気づけようとしたのか、シジャル様は一軒よりたい店があるので少しだけいいですか？　と言って、街の裏路地にある古書店に入った。

　凄く興味深いお店で、絶版になった本など見たことのない本が所狭しと並んでいた。

　私とシジャル様はデートだということも忘れて本屋さんに入り浸り、気づけば家に帰らなくてはいけない時間になっていた。

　夕飯は家で食べると言って出かけているから帰らなくては。

　すると、二人ともどうしても欲しいと思った本をたくさん抱えていた。

　そんな互いの姿を見て思わず笑ってしまった。

「このお店が一番楽しかったです」

　会計をしてもらっている間に私が呟くと、シジャル様はクスクスと笑った。

「実は、自分もです」

　私とシジャル様が笑い合っていると、会計していた店のオーナーだと思われる白髪の老人がシジャル様のおでこにデコピンをした。

「ほれ、会計できたぞ」

　おでこを軽く押さえてからシジャル様が財布を取り出した。

　提示された金額を財布から出しているシジャル様を他所に、オーナーだと思われる人が優しく私に笑いかけた。

「この男にこんな可愛い彼女がいるとは驚きだ」

　彼の言葉に、シジャル様は不満そうな顔をする。

「彼女ではありません」

　シジャル様が言えば彼はケラケラと笑った。

「そうかそうか。アンタからこの子が大好きだってオーラが半端なく出ているから、てっきりそうなのかと思ったんだ」

　楽しそうに笑う彼に私は自己紹介をすることにした。

「彼女ではなく、妻のアルティナと申します」

　私の言葉に、目を見開いた彼は、私とシジャル様を交互に見た。

「こりゃ、たまげた」

　彼はしばらく放心していたかと思うと、ちょっと待ってろと言って奥に引っ込むと何かを持って戻ってきた。

　見れば、それはシジャル様の瞳と同じ金色のガラスペンと私の瞳と同じラベンダー色のガラスペンだった。

「常連さんのめでたい話だ！　お祝いをさせてくれ」

　そう言ってプレゼントされた綺麗な二本のガラスペンに私は感動した。

「今日見たどんな宝飾品よりも価値のある、素晴らしいプレゼントをありがとうございます！」

　私のお礼に彼は満足そうな笑顔を返してくれた。




　その日の帰り道、馬車の中で私はシジャル様にお礼を言った。

「ですが、アルティナ様が一番喜んだのは本屋の店主のプレゼントでしたから」

　少し落ち込んでいるシジャル様に私は笑ってしまった。

「このガラスペン、私が金色でシジャル様はラベンダー色を使いましょう。そうしたら、仕事中も私がシジャル様のお側にいられるみたいで嬉しいと思いませんか？」

　私の言葉に、シジャル様は顔を少し赤らめて笑った。

「では、一生大事にします」

　私とシジャル様はこの心のこもった贈り物を大事にしようと心の底から誓ったのだった。
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